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　序章　シュンと友情とリア充じゆう






　騎き士し学園三回生シュナブラン・ノーブ・ハーベストこと、シュンはふとつぶやいた。

「……なんだか最近、みんな変じゃない？」

「なんだって？」

　シュンに答えたのはブイ・イ・バンゼ。同級生の友人だ。

「だからさ、だいたい今月になってからかな、みんな少しおかしいと思わない？」

「そっか？　別に今まで通りじゃね？」

　シュンの言葉を否定しつつ、ブイは千ち切ぎったパンを口に入れた。

　二人がいるのは騎士学園の学食カンテイーヌである。時刻は昼休み。全ぜん寮りよう制せいの騎士学園では、昼食はこの学食カンテイーヌで食べるのが一いつ般ぱん的であり、内部は多くの生徒たちで混み合っていた。

　シュンとブイ、二人はその日のお勧すすめ定食プラデジユールを口にしていた。季節野菜のテリーヌに牛肉の蒸煮ブレゼ、パンにデセールまでセットになったお手軽メニューだ。

「そうかな？　絶対みんな変わったと思うんだよね～」

「じゃ、お前さん、具体的にはどのあたり変だと思うんだよ？」

「そうだね～」

　シュンはメインの牛肉にナイフを入れながらつぶやいた。

「最近さ、授業前にボクに質問しに来る子が多いんだよね。終わった後でもなんだかいろいろ聞いてくる子も多いし」

「ふむ」

「それと、あまり知らない人からよく声かけられるんだよね。だいたい『これからは仲良くしよう』みたいなことを言われるかな」

「……そりゃあれだよ。お前さん、内定もらったからだ」

「え？　内定？」

　騎士学園とはその名の通り、騎士を育てるための学園である。だが、生徒全員が騎士になれるわけではない。

「そりゃぁな、たとえば王女様とか大貴族とか、そういう奴やつなら騎士になるのは決まってるさ。けどお前さん、平民出身なのにいきなり内定もらっちゃっただろ？」

「まぁね」

　そう、先月のとある事件で、シュンはすでに騎士への内定を獲かく得とくしていた。そしてそのことは、すでに周囲の学生にも知れ渡わたっているのだった。

「こんな早く内定もらうなんてもう、エリートコース確定みたいなもんじゃん？　だからみんな現金にも、お前さんと仲良くなっとこうとか思ってるんだよ」

「そうだったんだ」

「って、気づいてなかったのかよ？」

「うん、最近変だな～、って思ってはいたけどね」

　のほほんと、シュンは答える。ブイは呆あきれたように首を振ふった。

「ま、お前さんらしいと言えばらしいけどさ……クソォ、うらやましいぜ。シュン、オレの分も一個もらってくれよ、内定」

「そんなこと、ボクに言われても……」

「わかってる、冗じよう談だんさ。やっぱそーゆーのって、自力で勝ちとらないといけねーしな」

「だねぇ」

「ま、どんなことがあってもオレたちは親友だぜ。な、シュン？」

「もちろんさ」

「センパイ、ちょっといいですか？」

　と、不意に背後から話しかけられた。シュンが、はい、と返事をしながら振り返ると、そこには見慣れない少女がいた。騎士学園の制服を着た栗くり色いろの短い髪かみをした女の子。リボンの色から二回生、年下の少女だとわかる。

「えっと、ボクに用？」

「はい、シュナブラン先せん輩ぱいですよね、三回生の？」

「そうだけど？」

「センパイ、わたしのこと、おぼえてますか？」

　唐とう突とつに聞かれ、シュンは少し思い出すように首をひねった。言われてみれば、どこかで見たような気がする。

「あぁ……確か、骨折していた子だっけ？」

「はい、あたし、二回生のエスト・ティモーネと言います。先日は助けていただいて、ありがとうございました」

　少し前にあった魔ま獣じゆう事件のとき、ケガのせいで逃にげ遅おくれていたところをたまたま見つけて助けてあげた子だ。

「ケガは平気？」

「はい。骨折はもう治ったんですけど、ちょっといろいろばたついていて、学園に戻もどったのは最近なんです。シュナブラン先輩には早くお礼を言いたかったんですけど、遅れてすみませんでした」

「いいよいいよ、無事だったんならそれがなによりだし」

　鷹おう揚ように手を振るシュンに、エストはなにかの包みを差し出した。

「あのときは本当にありがとうございました──それでこれ。お礼の印に作ったんですけど、食べてください！　お弁当です。急いで作ったからすっごく簡単なものですけど、センパイに食べて欲しいんです！」

「ありがとうね。でも、ボクもう定食プラデジユール買っちゃった……」

「そんなのこっちの人に食べてもらえばいいですよ！」

　ひょいと、エストが食事の載のったトレーを持ち上げ、ブイの前に置いた。なんでオレ？　とブイがつぶやく。

「それでですね……あの、あたしも、お隣となりに座っていいですか？　自分の分のお弁当も、持ってきたんですけど」

「いいよ、別に」

「ありがとうございます！」

　嬉うれしそうに言うや、すぐさまシュンの隣の席に座り込むエスト。

「センパイ、これがセンパイの分のお弁当ですよ。メインは鶏丸焼プレ・ロテイ、フレッシュの迷迭香ロマランを効かせてみました！」

　小さな弁当箱には華はなやかな色合いの料理が他にもつめてあった。簡単なもの、と言っていたが、けっこう手がこんでいるように見える。

「シュナブラン君、こっちいいかな？」

　と、またも背後から声をかけられ、シュンがそちらを向くとクラスメートの女子数人が立っていた。

「どうかしたの？」

「シュナブラン君が見えたから、一いつ緒しよに食事をしようかと思って来たの」

　ニコッと微笑ほほえむクラスメート。名前はなんだったかな、とシュンは内心首をひねった。今まであまり話したことがない相手だったはずだけど、なんで急に……

「隣、座っていい？」

「っていうか、空あいてるからいいよね」

「出遅れちゃったし、いいでしょ」

　キャイキャイ言いながら三人のクラスメートがシュンの横と向かいに座る。ブイはいつのまにかすみに追いやられていた。

「え～、センパイは、あたしと一緒に食べてるんですよ～」

　クイッ、右に座ったエストがシュンの手を掴つかんでアピールする。が、反対に座ったクラスメートは肩かたをすくめた。

「食事はみんなで食べた方が楽しいでしょ」

「シュナブラン君もそう思うよね？」

「え？　うん、まぁそうだね」

　うなずくシュン。エストはちょっと不満そうに口をとがらせたが渋しぶ々しぶうなずいた。

「そうそう、シュナブラン君。このマカロン、さっき調理実習で作ったの。デセールに食べてね」

「このケーキはあたしからよ」

「あたしマドレーヌ焼いたの」

　と、なぜかクラスメートからはお菓か子しをもらった。理由はよくわからなかったが、笑顔でありがとう、とうなずきながら受けとっておく。

　けどなんでだろう……なんとなく、周囲から変な視線を感じる。『あの子たちうまくやったわね』『あぁやればいいのか』『あたし、ちょっと料理の材料買ってくる』『あたし、料理の勉強してくる』『あたし、料理の得意な友達に作ってもらってくる』『そこは自分でやんなよ……』みたいな声も聞こえる。

「でも、とてもボク一人じゃ食べきれないなぁ」

「えぇ～、いけるいける」

「男の子だもん、余よ裕ゆうでしょ～」

「まだまだあるからいくらでも食べてね～」

　周囲を囲む女の子たちにそう言われては、シュンも断るわけにはいかなかった。

「えっと……ブイも食べる？」

　シュンは、テーブルのすみに追いやられたブイに声をかけるが、その途と端たん、なぜか周囲の女の子たちが鋭するどい目でブイを睨にらんだ。

　ブイはシュンと周囲の女の子を見比べた後、フッとニヒルな笑みを浮うかべた。

「シュン……どうやらオレたちの友情はここまでのようだな」

「え？　なんで!?」

　ついさっき、友情を確かめたばかりのはずなのに？

「うるせぇ！　お前さんのその鈍どん感かんさが本気で腹立たしいわ！」

「なんで怒おこってるの？　そうそう、さっきの続きだけど、最近こうやって食べ物とかをくれる女の子が多いんだよね。朝も登校したら、なんだかピンクの手紙とか渡されるんだけどさ、忙いそがしくて読めないから手紙は断って……」



    

  
    
      「リア充じゆうは断頭台ギロチンで首斬きられて死んじまえ！」

　叫さけび、ブイはダッシュで走り去っていった。気のせいか、ブイの目から涙なみだがこぼれ落ちていたようにも見えたが……

「ジャマ者は消えたし、あたしたちはゆっくりご飯食べようね、シュナブラン君」

「センパイ、あたしのお弁当のほうが美お味いしいですよ！」

「シュナブラン君。今度あたしの料理も試食してくれない？」

　ニコニコ笑いながら女の子たちがシュンの方に顔を近づけてくる。甘い香かおりがふわりと鼻先をくすぐって、シュンは少しだけ顔を赤くした。

「あ、顔赤くなったよ、シュナブラン君」

「うわ……ちょっと本気でカワイイかも……」

「シュナブラン君、気が弱そうで目立たなかったけど、実は普ふ通つうに美形だよね」

「それで王様にもコネがあって騎き士し確定のエリートなんて……」

「これ絶対お買得だよ、なんでもっと早く気づかなかったんだろ～」

　なんだろう。周囲の女の子たちも顔を赤くしている。いや、それはいいのだが、なんだかみんな、大好物の獲え物ものを発見した肉にく食しよく獣じゆうみたいな顔になっているような……

「ねぇねぇ、シュナブラン君。これからもあたしたちと仲良くしてね」

「センパイ、あたしとも仲良くしてください！」

「う、うん……」

　女子たちの勢いに圧おされてシュンが口ごもっていると。

　ピンポンパンポ～ン『三回生のシュナブラン・ノーブ・ハーベストは至急学園長室まで来るように』ピンポンパンポ～ン

　チャイムの音と共に呼び出しの放送が聞こえた。これはちょうどいい、とシュンは食事の途と中ちゆうで立ち上がる。

「ゴメンね、ボクもう行かなきゃいけないみたい」

「え～残念」

「しかたないか～」

　名残なごり惜おしそうな顔をしている女の子たちを置いて、シュンは足早に学食カンテイーヌを後にした。気のせいか、すれ違ちがう生徒たちがみんなシュンをジロジロ見ている気がする。女子からは羨せん望ぼうの眼で、男子からは殺意のこもった眼で。

　シュンは小走りで進みながら、内心で思った。

　──やっぱりみんな最近、ちょっと変だなぁ──



    

  
    
      
　第一章　騎き士しと王女と国家代表






　大陸暦れき七百九十五年、五の月。

　バーガント大陸の最さい南なん端たん、ジュヴレーヌ王国で大規模な魔ま獣じゆう侵しん攻こう事件が発生して、数週間が経過していた。事件によって王国がこうむった被ひ害がいはかなりのものだったが、騎士たちの迅じん速そくな対応により復興は順調に進み、被害にあった民衆も日常に戻もどりつつあった。

　騎士とは、一いつ般ぱん人をはるかに上回る戦せん闘とう力を持った超ちよう人じんたちのことである。騎士学園には騎士を目指す少年少女が毎年何十万人と集まるが、入学できるのはそのうちの一部。無事卒業して騎士になることができる者はもっと少ない。

　その騎士学園で、シュンは同級生に先さき駆がけ、すでに騎士の内定をもらっていた。そのために周囲からはエリートの一員、などと思われていたりするが、実際はそんなものからほど遠いと、本人が一番よくわかっていた。

「なにせボク、入学以来ずっと成績最下位だったもんね」

　そんな落ちこぼれのシュンには、秘密があった。

　シュンの母親は〈魔王コシユマル〉である──約三十年前、人類に侵しん略りやく戦争をしかけた異い貌ぼうのもの、魔ま族ぞく。〈魔王コシユマル〉とは魔族の王であり、戦争の元げん凶きようとなった人類の仇きゆう敵てきとされる存在だ。

　そしてシュンの父親は、その〈魔王コシユマル〉を倒たおしたとされる伝説の英えい雄ゆう〈天聖騎士エヴアンジル〉その人である。本来なら天敵同士である〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉の子供、それがシュンだ。

　言うまでもないことだが、そんな事実を他人に知られるわけにはいかない。だからこそ、シュンは幼いころから人ひと里ざと離はなれた山奥、家族以外誰だれもいないような秘境でずっと暮らしていたのだ。

　だが三年前、とある事件でその父母が死んだ。

　それをきっかけにシュンとその姉妹たちは山を出た。そしてそのまま人間の社会に潜もぐり込み、人間として生活しているのである。



「……でも、最近は特に問題を起こしてないはずだけどなぁ」

　廊ろう下かを歩きながらつぶやくシュン。問題児のシュンにとって教師からの呼び出しは日常茶飯事だが、今回は身に覚えがなかった。それに、学園長室に来いというのも変だ。そんな場所、入学以来入ったことがない。

　ほどなく本校舎の最上階にある学園長室の前に辿たどり着ついた。両開きの木製の扉とびら。大人おとな数人がすれ違ちがっても余裕がありそうな大きさである。

　とりあえずノックをしてみる。

　コンコン「……はい」

　中から返事があり、カチャリと扉が開いた。すると中には見知った顔があった。

「あれ、アンジュさん？」

「はい、そうですが、なにか？」

　学園長室の扉をあけてくれたのは、シュンのクラスメートであるアンジュ・ペティだった。いつも通り後頭部で一本に束ねた長い髪かみが揺ゆれている。

「えっと……いつからアンジュさんが学園長になったの？」

「あなたはなにをわけのわからないことを言っているのですか」

　あいかわらずですね、とあきれたようにアンジュはつぶやいた後、シュンを手招きした。

「お入りなさい。学園長は今少し席を外していますが、あなたが来たら中に入れるように言われています」

「あ、そうなんだ」

　言われて中に入るシュン。初めて入った学園長室は、想像以上の大きさだった。

　部屋はシュンたちが普ふ段だん授業で使う教室くらいの広さ。一人の人間の部屋としては広すぎるくらいだろう。正面の壁かべがガラス張りになっており、最上階ということもあって、学園内の風景が一望できるようになっていた。壁には高そうな額がく縁ぶちでかざられた肖しよう像ぞう画がが並べられている。たぶん、歴代の学園長の絵とかだろう。他にも、なにかの優ゆう勝しよう杯はいや楯たて、メダルや勲くん章しようとかがガラスケースの中にかざられている。

「ごきげんよう、シュナブランさん」

　と、華はなやかな声が室内に響ひびく。見れば、部屋の中央に用意された来客用のソファに優ゆう雅がに腰こし掛かける少女がいた。

　輝かがやくような金きん髪ぱつに蒼そう穹きゆうのような瞳ひとみ。特注の制服に身を包み、ただそこに存在するだけで気品を感じさせるような立たち振ふる舞まい──シュンのクラスメート、リュリシア・ルショット・シャンベルであった。

　アンジュがいたのだから、彼女もやはりいたか、とシュンは内心で思った。なにしろリュリシアはこのジュヴレーヌ王国の王女。アンジュはその従者である。彼女たちは二人一組で行動しているのが常だった。

「あなたも腰掛けたらいかが？」

「え？　あ、うん」

　まるでこの部屋の主あるじのように振る舞うリュリシアに言われ、シュンはリュリシアの向かいに座った。アンジュは無言のまま、リュリシアの背後に立つ。なんというか、自然に座ってしまったけど、なんで彼女たちまでこの部屋にいるのだろう？

「シュナブランさん、最近の調子はどうですの？」

　リュリシアがたずねてくる。調子と言われても、どう答えればいいのかシュンにはよくわからなかった。

「別に、普通だけど？」

「そうですかしら？　わたくしが見たところ、最近はずいぶんクラスのみなさんとうち解けていらっしゃるようですけど？」

　リュリシアたちとはクラスメートなので、毎日教室で顔を合わせている。だが特別会話をしたりはしない。というか、いつも怖こわい顔をしたアンジュがリュリシアの近くにいるので、男子は不用意に近づけないのだ。

「ははは、そうだね。なんだか最近、みんなボクによく声をかけてくるんだよね。去年までこんなことなかったんだけどね」

「そうですの……でも、たまにはあなたのほうから親しい友人に声をかけるのも重要だとは思いませんこと？」

「え？　あ、そうだね。でもブイとは普通に毎日話してるけど？」

　親友と言われて最初に思いうかぶのは、ブイである。入学以来のつきあいで半分腐くされ縁えんかもしれないが、それでも学園内で一番親しいのはブイだ。

「えぇ、男性同士の友情もよろしいですけど……あなたには他にも友人がいらっしゃるのではなくて？」

「え？　いたっけ？」

「…………」

「…………」

　なぜか、二人から驚おどろいたような、あきれたような視線を向けられた。

　しかしシュンにはブイ以外の友人はいない。入学以来、学園最下位の劣れつ等とう生せいと親しくしようとするものなどいなかったからだ。最近は確かにクラスメートや後こう輩はいに声をかけられるようになったが、まだ友人と呼べる人物はいない。

「……シュナブランさん。あなたは最近クラスの女の子たちに人気のようですわね」

「そんなことないと思うよ？」

「でも最近はよく授業の前にも後にも女の子に囲まれてちやほやされたり、朝に手紙を渡わたされたり、お弁当やお菓か子しを渡されたりしているのではありませんこと？」

「え？　なんでそんなこと知ってるの？」

「……か、勘かん違ちがいしないことですわね。別にあなたのことを注視していたわけではありませんわ。王女として、クラスメートの動向を見守るのは当然のこと。あなたの行動も自然と目に入っただけのことですわ」

　そうなんだ、王女様も大変だな、とシュンは思った。

「ともかく、ですわ。そうやって急にあなたに近づいてくるような人たちよりも、あなたにはもっと優先すべき古い友人がいるのではなくて？」

「古い友人？」

　なんのことだろう？　シュンにはさっぱりわからなかった。

　が、リュリシアの背後に立つアンジュが先ほどからシュンを睨にらみながらジェスチャーでなにかを伝えようとしている。リュリシアのことを指さし、シュンを睨んで手をしきりに振っているが、なにを言いたいのだろう。なにか、焦あせっているようにも見えるが……

「……わかった。アンジュさんトイレに行きたいんだ？」

「殺されたいのですか、あなたは！」

　真っ赤な顔で腰こしの剣けんに手を伸のばすアンジュ。マズイ、殺気が半はん端ぱなかった。本気で怒おこっているようだった。リュリシアも、いきなりなにを言っていますの、と困こん惑わくしたような目でシュンを見ている。



    

  
    
      　このままだとシュンがアンジュの剣の露つゆとなってしまうかと思われたそのとき──ガチャリ、部屋の奥の扉が開かれ、新たな人物が姿を見せた。

「やぁ、諸君。待たせてしまったようだね、失敬失敬。ペルデ卿きようとの通話が長引いてしまってね」

　ははは、と快活に笑いながら現れたのは、妙みよう齢れいの女性だった。

　ウェーブのかかった明るい髪。切れ長の瞳にスラリと通った鼻筋。鋭えい角かく的な輪りん郭かくと、誰もがハッとするほどの美女である。上級騎き士しの高価な制服を上品に着こなし、成熟した大人の色いろ香かがあふれるようだった。

　この美女の名は、エフィ・ペール・ア・コルトン。騎士学園の学園長を務める上級騎士であり、シュンをこの部屋に呼び出した人物である。

　年ねん齢れいは確か三十代のはずだが、二十代と言われても違い和わ感かんがないくらいに若々しい。騎士学園は王国内でも重要な施し設せつだが、その責任者にこの若さで就任しているというのは、彼女が非ひ凡ぼんであるという証しよう拠こだった。

　ふと見ると、エフィの背後には、シュンたちの担任であるミュスカ・ニャン・フロンティもいた。ミュスカは教師の中でも若手だが、問題児であるシュンの相手をしている心労からか、いつも疲つかれた顔をしている。そのせいで明朗快活なエフィの隣となりにいると、ミュスカとエフィが同年代くらいに見えた。

「なに、ハーベスト君。わたしの顔が、どうかした？」

「いえ、なんでもありません」

　あわててごまかすシュン。まさか今考えていたことを口にするわけにはいかない。

「やぁ、君がハーベスト君だね。この学園の学園長をしているエフィ・ペール・ア・コルトンだ。どうか気軽にエフィたんと呼んでくれたまえ」

「はい、エフィたん」

「ははは。軽い冗じよう談だんだったんだが、本当にそう呼んだのは君が初めてだよ」

　笑いながらエフィはシュンの手を握にぎると、上下にゆらして握あく手しゆをしてきた。直接会話するのは初めてだが、予想外に気さくな雰ふん囲い気きの人だった。

「ハーベスト君。君のことはミュスカ卿からいろいろ聞いているよ」

　シュンの右手を掴つかんだまま、エフィが涼すずしげな眼まな差ざしでシュンの顔をのぞき込んできた。

「先日学園を襲おそった大型魔ま獣じゆうを一刀で斬きり捨てたそうだね。これはなかなかすごい芸当だ。なにしろあの怪かい物ぶつどもは、騎士が数人がかりで戦って互ご角かくな相手だ。わたしでもそんな離はなれ業わざはできないよ」

「いや、それはその……」

　言えない。実はその魔獣を斬ったのはシュンの妹のティンで、シュンはその手て柄がらを横取りしただけだ、などという事情は言うことができない。

「人は見かけによらないとはこのことだね。君の今までの成績は正直かんばしくなかったが、君は実戦に強いタイプのようだ。ともあれ、優ゆう秀しゆうな生徒がこの学園から羽ばたいてくれるのはわたしとしても喜ばしいよ」

「エフィ卿。おしゃべりはそれくらいにして、本題に入っていただきたいですわね」

　と、リュリシアが口をはさむ。エフィがシュンにばかり話しかけるので、彼女は半分無視されたような形になっていたのだ。

「おっと、これは失礼しました、リュリシア殿でん下か」

　エフィが微笑ほほえみながら謝罪する。

「さて、では本題に入ろうか。諸君に集まってもらったのは他でもない……と、言っても、諸君ももう、自分たちが呼ばれた理由はわかっているだろう」

「えぇ」

「はい」

「え？」

　リュリシアたちはあっさりうなずくが、シュンにはさっぱりだった。なんのことだ？

　そんなシュンの反応を微笑ましそうに見つめながら、エフィは告げた。

「近日、我がジュヴレーヌ王国の隣りん国ごく、シャンミュニ皇こう国こくにて剣けん定ていが開かれる」

　エフィは微笑みながらシュンたちに向かって説明をする。

「喜びたまえ。リュリシア・ルショット・シャンベル、アンジュ・ペティ、そしてシュナブラン・ノーブ・ハーベスト──君たち三名には、我がジュヴレーヌ王国の国家代表として剣定に出場してもらうことが本日の会議で正式に決定された」





「うわ、すごく広い……」

　目の前に広がる光景を見て、シュンは思わず声を漏もらしていた。

　シュンが現在いるのは王都の東側の中ちゆう枢すう駅えき。『魔導列車トラン』の発着場であり、王国中に広がる鉄てつ道どう網もうの中心である。

『魔導列車トラン』──魔ま導どう工学の発達によって開発された乗り物。〈魔元素スクレ〉を動力源に走る列車である。現代の大陸において、長ちよう距きよ離りの移動には主おもに列車が使用されていた。特に最新の〈大陸横断特急テジユヴエ〉は国境を越こえて大陸各国へと移動することができるのである。

　中枢駅は、とにかく大きかった。駅の端はしがかすんで見えない。大陸中から人が集まるだけあって、大きな荷物をかかえた人間がひっきりなしにすれ違ちがっていく。

「人が多くて迷子になりそうだね」

「そうでもありませんわ、これでも少ない方ですわよ」

　と、シュンの隣、アンジュを連れて歩くリュリシアが答える。ちなみにシュンは旅に必要な荷物を大きなカバンにつめてかかえているが、リュリシアもアンジュもそんな荷物は持ってない。大きな荷物は先に郵送して、手荷物はポーターに運ばせたらしい。王女様たちは旅慣れているようで、シュンとは大違いだった。

「先日の魔獣事件の影えい響きようで、他国から王国に来る人は半減していますわよ」

「これで？」

　広い構内をひっきりなしに人が行きかっており、シュンの目には十分多いように思えた。

「シュナブランさん。そんな田舎いなか者ものみたいにキョロキョロしないでください。わたしたちは国家代表なのですよ」

　アンジュがシュンに忠告してくる。

　剣定──正式名めい称しようを『統一騎士剣定ルリジオン』と呼ぶ。シュンたちはその剣定に出場するため、この駅に来たのだった。

「剣定というものがどれだけ大きな舞ぶ台たいか、あなたはわかっているのですか？」

　アンジュがあきれながらも説明してくれる。

「『剣の皇国』こと、シャンミュニ皇国で千年以上続く祭典ですよ。大陸中から腕うでに覚えのある騎士が集まる、若手騎士の登とう竜りゆう門もんです。わたしたちはそこに、ジュヴレーヌ王国の国家代表として出場するのです。それにふさわしい立たち振ふる舞まいを心がけてください」

「わかっているよ」

　とうなずくシュン。とりあえず、あまり変にオドオドしなければいいのだろうか。

　剣定に出てもらう──エフィにそう言われたのがつい先週のことで、それからはあっという間だった。

　なにしろ出国するための手続きや申しん請せいにけっこう手間取って、その準備だけで今日までの時間の大半を使ってしまったのである。

「この後出国管理がありますわよ。列車のチケットと、パスポートを準備なさい」

　リュリシアに言われ、シュンは慌あわててケースからチケット等を取り出す。命令するリュリシアはなにもしないが、かたわらのアンジュが慣れた様子で二人分のチケットなどを準備していた。偉えらい人は、自分がやらなくても従者が全部やってくれるのだ。

　物々しい騎士が何人も並んで警備しているゲートに向かうと、係官の前に長い列ができていた。けっこう時間がかかりそうだな、と思いながらシュンは最さい後こう尾びに並んだのだが、『なにをしていますの』とリュリシアにあきれられ、アンジュには腕を掴まれ、そのまま最前列へ連れていかれた。まさかこのまま割り込む気か、とヒヤヒヤしたが、シュンの予想は少し外れた。

　リュリシアが近づくと、並んだ騎士たちが慌てて敬礼をしながら出国ゲートの横にある別のゲートを開いてくれた。リュリシアは鷹おう揚ようにうなずきながら、騎士が左右に並ぶそのゲートを通りすぎていく。アンジュも無言のままそちらを通る。シュンも、おそるおそるそちらを通ってみたが、見とがめられることなく素通りできた。

　これがいわゆる要人専用の特別ルートというやつだろうか。こういうところでも格差はあるんだなぁ、とシュンは思った。

　ともあれ、ゲートを抜ぬけたシュンたちは列車のホームに到とう着ちやくした。白銀に輝かがやくあきらかに見た目も豪ごう華かな列車がかたわらに止まるホームには、先客がいた。

「おぉ、リュリシア殿下、いらっしゃいましたか。こちらへどうぞ」

　と、呼んでくれたのはエフィだ。エフィの周囲には他にも多くの騎士たちが並んでいる。どれもシュンの知らない顔だった。

　いや、一人知っている顔があった──シュンの妹、ソフィーである。

　あいかわらず整いすぎているとさえ思えるほどの美び貌ぼうを持つソフィーは、赤い上級騎士の制服にその細い肢し体たいを包み、騎士たちの間で静かにたたずんでいる。向こうもシュンに気づいたらしく、一いつ瞬しゆんアイコンタクト。『お久しぶりです、兄さん』『うん、ソフィーも元気そうだね』兄妹きようだいならば、視線だけでそれくらいの意い思し疎そ通つうは余よ裕ゆうである。

「早さつ速そく紹しよう介かいしよう。ここにいる五名が、今回国家代表に選ばれたメンバーだ。王国の名めい誉よのため、奮ふん闘とうしてくれたまえ」

　と、エフィが最初に騎士学園から来たシュン、リュリシア、アンジュの三人の紹介をしてくれた。

「残る二人は若手騎士の有望株が選ばれた。ソフィー卿きようは、諸君も知っているな。昨年度に飛び級で学園を卒業した、王国の誇ほこる才女だ」

「不才の身ですが、精せい一いつ杯ぱい努つとめさせていただきます」

　ソフィーが頭を下げる。あいかわらずそつのない身のこなしで、とてもシュンの妹とは思えない。シュンと並ぶと、確実にソフィーの方が年上だと誰だれもが思うだろう。

「そしてこちらが一昨年おととし学園を首席卒業し、現在王国第二騎士団〈太陽騎士団ソレイユ〉に所属しているラドワ卿だ」

「ラドワ・フィニューレ・マドンヌと申します」

　と、アイサツしたのはさわやかな青年だった。一昨年卒業したということは、シュンたちよりも二つ上だ。シュンよりも背が高く、引ひき締しまった体つきをしていた。礼れい儀ぎ正ただしい身のこなし、濃こい金きん髪ぱつ、口の中でキラリと光る白い歯。少し顔色が青白いものの、かなり整った顔立ちだ。美青年と言っていいだろう。

「リュリシア王女殿下と同じ国家代表に選ばれるとはまさに至し上じようの喜び。この上は我が身しん命めいを賭としてでも、王女殿下に勝利をささげましょう」

　長々と口上をのべながら、ラドワはリュリシアの目の前でひざまずき、そっと、リュリシアの手に口づけをした。うわぁ、とシュンは声を漏らす。騎き士し学園に入学して三年目、こんな時代がかったことをする騎士、初めて見た。

「わたくしにささげるのではありませんわ。全ての勝利は、我等が王国のために」

「無論です。ジュヴレーヌ王国万歳ヴイーブ・レ・ジユヴレーヌ、全ては我等が祖国のために」

　その後ラドワはアンジュやシュンにもさわやかな笑顔でアイサツをしてきた。お互たがい頑がん張ばろう、と告げる口元で白い歯がきらりと光る。男のシュンでも、思わず見とれそうなくらいの好青年ぶりだった。

「…………」

　なんだろう。リュリシアが先ほどから、シュンとラドワの二人の間に視線を走らせつつ、なにか言いたげにシュンを見ていた。

「なに、リュリシアさん？」

「……いいえ、なんでもありませんわ」

「はっきりおっしゃってはいかがですか、リリィ様。どこかの誰かさんにも、ラドワ卿くらいの礼れい儀ぎ作法を身につけて欲しいと」

　リリィ、というのはリュリシアの愛あい称しようである。シュンは、ははは、と笑った。

「ボクがあんなことをやったら、ギャグにしかならないよ」

「……な、なにごとも練習しなくてはうまくなりませんわよ。なんでしたら、今ここで練習なさい」

　リュリシアが言いながら、ん、とシュンに向かって右手を伸のばした。え？　とまどうシュン。これはなんだ。まさか、今のラドワのように、この手をとって歯が浮うくセリフを言いながら口づけしろというのだろうか？

「えっと……あぁ、わかった、ギャグだよね？」

「ギャグではありませんわ！」

「さすが王女殿でん下かは、冗じよう談だんも冴さえ渡わたっていらっしゃいますね」

　と、冷え冷えとする口調で告げたのはソフィーだった。

「ソフィー卿。いきなりなんですの？」

「いえ、先ほどから見ていたのですが、王女殿下のお戯たわむれがすぎるようだったので」

　すっと、シュンをかばうようにリュリシアの前に立つソフィー。あれ、なんだろう、シュンは思った。もしかしてソフィー、少しご機き嫌げんナナメ？

「このホームには関係者しかいないとはいえ、人目のある場所でハレンチな行こう為いは慎つつしんでいただきたいですね」

「ハレンチとは、どういうことですの？　わたくしは少し……そう、少し、シュナブランさんに礼儀作法のなんたるかを教えて差し上げようとしただけですわ」

　と、リュリシアとソフィーは言い争いを始めた。理由はよく知らないが、この二人は仲が悪く、顔を合わせるといつもこの調子である。シュンはどうしよう、と少し悩なやんだが、この二人を仲裁する自信がないので結局放っておくことしかできなかった。

「アンジュ」

「はい？　あ、これはペルデ卿！」

　渋しぶい声が聞こえ、振ふり返るとそこには王国の重じゆう鎮ちん、ペルデがいた。なんでこんなところに？　とシュンは慌てる。何しろペルデとは先日いざこざがあって、シュンのことはあまりよく思われていないのだ。

　案の定、ペルデは厳いかめしい顔でシュンのことを睨にらんでいる。絶対恨うらまれているなぁ、と思いつつ、シュンは愛想笑いでごまかすくらいしかできなかった。

「……まぁいい。王女殿下、アンジュを少し借りていきますぞ」

「えぇ、よろしくてよ」

　ペルデはリュリシアから少し離はなれ、アンジュに向かってなにかをしゃべり出した。残念だが、その会話の内容はシュンには聞こえない。

「団長がわざわざ来るとは、珍めずらしいですね」

「え？　あ、ソフィー」

　ソフィーがいきなり背後から、シュンの耳元に囁ささやくように告げた。吐と息いきに耳をくすぐられ、シュンは思わずビクリとのけぞった。

「それだけ団長も剣けん定ていに期待しているということでしょう」

　ソフィーが団長と呼ぶのはペルデのことだ。上級騎士であるソフィーの直接の上司に当たるのがペルデなのである。

「ソ、ソフィーさん？　距きよ離りが近いよ」

　今ソフィーはシュンの背中に身を寄せている。長身のソフィーにそうやってくっつかれると、シュンは自分の体が包み込まれるかのような錯さつ覚かくを覚えた。

「ご安心ください。こちらのほうは物もの陰かげになっています。他人からは見えません」

　いつのまにか、シュンとソフィーはホームの死角に移動していたのだった。

「リュリシア殿下も見送りの人とのアイサツが始まって忙いそがしそうですし、私たちの邪じや魔まをしそうな人はいませんよ、兄さん」

「そ、そうなんだ」

　まぁそれはいいけど……むにっと、背中にソフィーの柔やわらかい体が密着している。これはどう考えてもあれか、ソフィーの歳不相応にふくらんだお胸だろうか。むにむにと背中で柔らかくつぶれる感かん触しよくが……

「最近兄さんと会えなかったので、スキンシップです」

　シュンの耳元で、ソフィーが甘くささやく。どうしたんだろう、今日のソフィーは随ずい分ぶん積極的だ。シュンとしては嬉うれしいやら恥はずかしいやら複雑な気持ちで顔を赤くするのだが、ソフィーがシュンを抱だきしめるように腕うでを伸ばしてきたせいでシュンは逃にげられない。残念だが、優ゆう秀しゆうな妹は兄より腕わん力りよくも強いのだ。

「えっと……もしかして、今回ボクが代表に選ばれたのって、ソフィーがなにかした？」

「いいえ。先日の魔ま獣じゆう事件の影えい響きようで、剣定出場メンバーを決める選考委員会が機能しなかったのです。かといって皇国との友好関係を考えると辞退も難しかったため、選考委員会なしに御ご前ぜん会議で代表を選出したのです。剣定は二十代までの若手騎士のみが出場できますので、その年代で優秀な騎士を選んだ結果、今回のメンバーになっただけです」



    

  
    
      「そりゃソフィーやリュリシアさんはわかるけど、どう考えてもボクは場ば違ちがいだよね？」

「兄さんは先日、魔獣を一刀で斬きり捨てたことになっていますので、そのことを国王陛下が憶おぼえておられて名前が挙がったのです」

　そういう事情だったのか。また困ったことになったものだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。今回は私も兄さんと同じく国家代表です。兄さんのフォローはバッチリしますので、なにも心配はいりません」

「……まぁ、選ばれちゃったのはもうしかたないしね。頼たよりにしてるよ、ソフィー」

「はい、兄さん！」

　心底嬉しそうにうなずき、ソフィーは、シュンと二人きりのときにしか見せない華はなやかな笑みを浮かべた。そうやって笑うとソフィーも年ねん齢れい相応の少女にしか見えず、シュンは不覚にもかわいいと思ってしまった。

「さて諸君、列車の出発時刻も迫せまっている。そろそろ乗り込む準備を始めてくれたまえ」

　エフィがみなに呼びかけている。どうやら、あの目立つ学園長は見送りではなく、シュンたちに同行するようだった。反対にペルデなどは、見送りに来ただけのようだ。ペルデについてこられてはシュンも息がつまるので、そこは助かった。



　列車の内部に入って、シュンはまたも驚おどろいた。

　列車の中というものは、普ふ通つうはわりと窮きゆう屈くつなくらいイスが並べられていてそこに乗客が座るものだ。少なくとも、シュンが今まで乗ったことのある列車は全部そうだった。

　だがこの列車は違った。一つの車両全部が大きなラウンジのようになっている。床ゆかには柔らかな絨じゆう毯たんがしきつめられているし、人が寝ねられるくらい大きな座席がゆったりと余裕を持って配置されている。車両の入り口には正装した乗務員が執しつ事じのように立って控ひかえているし、テレビや冷温庫など、最新の魔導機器もキッチリ完備されていて、とても乗り物の中とは思えない。まるで家だ。いや、少なくともシュンが今まで暮らしてきた家の数倍は豪ごう華かだ。ここはどこかのお城か？

　リュリシアは当然といった様子で遠えん慮りよなく乗り込み、車両の中央あたりに設置された座席に腰こしをおろし、優ゆう雅がに体を伸ばしている。アンジュも自然と、リュリシアの隣となりに座った。他の面々もそれぞれの席に座っており、とまどっているのはシュンだけのようだった。

「ハーベストさん、こちらへどうぞ」

　見かねたか、ソフィーがシュンを手招きして、自分の隣の席を指さしている。どうやら、自由に座っていいらしい。というか、なんでソフィーまでそんな慣れた様子なんだろう。十何年も同じ家で育った仲なのに、シュンとは大違いだ。

「この車両、というか、この列車は貸し切りですよ。王族のかたが長ちよう距きよ離り移動に使用する王室専用車両ですが、今回は選手団のために特別に使用許可が出たそうです」

　専用の列車などというものが存在すること自体、シュンにとっては初耳だった。

「すごい豪華だね」

「そうですね。国外へ移動するとき、王族の乗った列車がみすぼらしいのでは話になりませんから、内装や外装にお金をかけているのでしょう」

「貸し切りのわりに人が多いね」

　広い車両の中にはシュンたちを含ふくめ、十数人の人間が乗っていた。隣の車両にも分かれて乗っているはずなので、もっと多いはずである。

「代表メンバーは私たち五人ではありますが、それ以外にもサポートのスタッフが必要ですからね。総勢で数十人以上いたはずですよ」

「そうなんだ」

「ちなみにこの選手団の監かん督とくは、エフィ卿きようです」

　学園長か。だからついてきたのか。というか、彼女が監督だなんて初めて知った。そもそもソフィーやラドワがシュンと同じ代表メンバーだというのも今日が初耳だったし、大丈夫なのだろうか、こんなやっつけで。

「しかたありません。このメンバーが決定したのもつい先週のことなのですから」

「なんだか、色々不安だね……」

「そうよ、不安なのよ」

「え？」

　顔を上げると、そこに見知った顔があった。明るい髪かみをひっつめにまとめ、騎き士しの制服を着こなす女性。だが、どことなく疲つかれたような哀あい愁しゆうがただよう大人の女性──シュンの担任であるミュスカだった。

「ミュスカ先生も来てたんですか？」

「そうなのよ。というか、わたしも行くなんて全然聞いてなかったのに、学園長に呼ばれて連れてこられたのよ。わたし普通に今日は学園で授業をするはずだったのに……」

　青ざめた顔でつぶやきながらシュンたちの向かいに座ったミュスカは、ウッと自分の胸を押さえ、薬ケースを取り出した。持病の胃い炎えんが悪化したらしい。錠じよう剤ざいを手に出すと、無造作に口の中に放り込んだ。

「水をお持ちしました。他にもなにかお飲み物をお持ちしましょうか？」

　執事よろしく、乗務員がすかさずミュスカに水の入ったグラスを渡してきた。さすが、サービスがいい。だが、ミュスカの青ざめた顔は晴れなかった。

「水だけでいいです……あぁ、もう、なんでこんなことになるのかしら。頭が痛いわ」

　ぼやくミュスカ。いつも気苦労が絶えない人だが、今回はいつになく表情が暗い。

「ミュスカ卿、そう気を落とさないでください。皇国へ行くのは初めてですか？」

　ソフィーがにこやかに話しかける。ミュスカにとってソフィーはかつての教え子だが、騎士の階級的にはソフィーのほうが上である。ミュスカはかしこまってうなずいた。

「はい、わたしは王国の外に出たことがあまりなくて……」

「そうですか。私は以前団長のお供で行ったことがありますが、いい国ですよ。あまり肩かた肘ひじを張らず、もう少しリラックスしたらいかがです？」

「そうですよ、ミュスカ先生。戦うのはボクたちなんだし」

「シュナブラン君……あなた、自分が今どんな立場なのかわかってる？」

「剣定に出場する代表ですよね？」

「あなたはジュヴレーヌ王国という大国家の看板を背負って、大陸中の注目が集まる場所で戦うことになるのよ？　もちろん勝てば問題ないけど、もし万が一負けたりしたら、あなた一人のせいで王国の名めい誉よが傷つくことになりかねないのよ」

　確かに、あまり気楽にしていてもまずいか。

「しかも今回は事情が事情だし……魔獣事件で被ひ害がいを受けても王国が健在であることを内外にアピールするって、学園長とかは絶対優勝するって息巻いているのよね。あんまり無ぶ様ざまな試合をしたら、本当にマズいのよ。ねぇ、そこのところ本当にわかってる？」

　ミュスカはシュンの肩を掴つかんできた。

「あなたがなんで国家代表に選ばれたのかは知らないけど……くれぐれも問題だけは起こさないでね。剣定であなたに勝ち抜ぬけなんて期待はしてないけど、お願いだから厄やつ介かいごとだけはカンベンしてよ、本当にお願いね」

　よほど信用がないのか、念を押してくるミュスカ。わかってますよ、といつもの調子でシュンがうなずくと、激しく不安だわ、とミュスカは暗くつぶやいた。と。

「おやおや、そうやって他人に説教をするとは、ミュスカにゃんも偉えらくなったねぇ」

　頭上から声。見ると、そこにはイタズラっぽい笑みを浮うかべたエフィが立っていた。

「こちらの席、失礼するよ」

　言いながら、エフィはシュンとソフィーの向かい、ミュスカの隣に腰を下ろした。

「まぁ緊きん張ちようで硬かたくなるのもわかるがね、ミュスカにゃんは少し心しん配ぱい性しよう過ぎるよ」

「え？　ミュスカにゃん？」

「ゴホンゴホンゴホン」

　ミュスカがわざとらしく咳せき払ばらいをするが、エフィはほがらかに説明した。

「そうだよ。ミュスカ卿のフルネームを知らないのかね？　ミュスカ・ニャン・フロンティ。だからあだ名はミュスカにゃん。有名だよ」

「学園長！　生徒の前であだ名を呼ばないでください！」

「おーやおや、わたしに意見するとは、本当、ミュスカにゃんも偉くなったものだねぇ」

「うっ……」

　口ごもるミュスカ。どうやら学園長には頭が上がらないらしい。確かに教師であるミュスカにとって、学園長は直属の上司だ。だがこの二人、部下と上司という関係以上に仲が良さそうだった。

「エフィ卿とミュスカ卿は、親しいのですか？」

　ソフィーがたずねると、ミュスカは渋しぶ々しぶうなずいた。

「まぁ、その……古いつきあいで……」

「つれない言い方だね、ミュスカにゃん。昔からあんなにかわいがってあげたのに」

「だから、生徒の前でそういう言い方しないでください」

「ミュスカにゃんが騎士学園の生徒だったとき、わたしは担任だったという関係さ」

　なるほど。つまりシュンとミュスカのような関係か……それは頭が上がらないな、とシュンは思わず納得してしまった。

「ホント、ミュスカにゃんが学生だったときはいろいろ苦労したものだよ。学園はじまって以来の問題児で有名だったからね、ミュスカにゃんは」

「へぇ、先生どんな生徒だったんです？」

　シュンが聞くと、ミュスカはシーッ、と唇くちびるに指をあてた。エフィが苦笑する。

「そうだねぇ、しゃべるとミュスカにゃんの名誉が傷つくおそれがあるから……」

　そう言われると、すごく気になる。シュンは食い下がった。

「えー、教えてくださいよ。いいですよね、ミュスカにゃん？」

　シュンがそう言った瞬しゆん間かん、シュッと、シュンの鼻先に、ミュスカの剣けんの切っ先が突つきつけられた。一瞬の早はや業わざである。

「次にその呼び方をしたら、本気で斬るわよ？」

「はい、ごめんなさいです、ミュスカ先生……」

　どうやら逆げき鱗りんに触ふれてしまったらしい。命が惜おしければこの話題には触れないほうがいいようだ。さすがのシュンも、諦あきらめることにした。

「だいたい学園長、なんでわたしまで同行してるんですか？」

「まぁまぁ、そう言わないでくれたまえ、ミュスカにゃん」

　エフィはマイペースに微笑ほほえみながらミュスカをなだめた。

「わたしが代表団の監督になれたからね、わたしの補ほ佐さ官かんとして君を連れてきたんだ」

　エフィはポン、とミュスカの肩を親しげに叩たたいた。

「もしかしたら君に仕事を頼たのむことになるかもしれないけど、今のところそうたいしたことを頼むつもりはない。気楽に構えていればいいさ」

「ただの学園教師でしかないわたしにできることなんて、そうないと思いますけど……」

「わたしはね、ミュスカにゃん。君は一いつ介かいの学園教師で終わるような騎士ではないと、これでも評価してるんだよ」

　意味ありげな視線をミュスカに向けるエフィ。

「ちょうどいい機会だから、君もいろいろと経験を積めばいい。君はまだ若いからね、この経験もいつかきっと役に立つよ」

「わ、わかりました」

　うなずくミュスカ。大人の会話だなぁ、とシュンが感心しながら聞いていたら、エフィと視線があった。

「それはそれとして、ハーベスト君には渡わたすものがあるんだ」

　と、エフィが紙の封ふう筒とうをシュンに差し出した。開けていいですか、と一応許可をもらってから、シュンが中を見ると──紙し幣へいの束が入っていた。

「お金？　えっと……なんでボクに？」

「生徒が遠えん征せいするときは、学園から一定の補助金が出るのだよ。正規の騎士であるソフィー卿にはないけどね」

「そうなんですか。ありがとうございます」

「それに先ほどから君を観察させてもらったが、君はどうやら旅慣れてないようだね」

「はい、そうですけど？」

「忘れているかもしれないが、我々が向かう先は隣りん国ごくだ。王国の貨か幣へいは使えないが、ちゃんと両りよう替がえはすませたかね？」

「あ」

　忘れてた。そういえば中ちゆう枢すう駅えき内ないにも銀行があったけど、あれは両替のための施し設せつか。

「もちろん皇国でも銀行へ行けば両替は可能だが、初日は時間の余よ裕ゆうがあまりないんだ。君に今渡したお金は皇国紙幣だから、当座はそれでしのぎたまえ」

「なにからなにまですいません」

　そのとき、シュンの脳のう裏りに昔の思い出がフラッシュバックした。



『シュン、小こ遣づかいをやろう。好きに使え』

『え、こんなにたくさん？』

『金はいくらあっても困ることは、ない。遠えん慮りよせずとっておけ』

『うん、ありがとう、姉様！』



　昔、よくシュンにお小遣いをくれた姉の一人──今いま頃ごろどこでなにをしているのだろう。

「……兄さん、なにをぼんやりしているのですか？」

　ソフィーの声で、意識が現実に引き戻もどされる。

「あ、うん、なんでもないよ……あれ、エフィ先生とミュスカ先生は？」

「あちらのほうへ行きました」

　ソフィーがなにやら、シュンをジト目で見てくる。

「な、なんだい、ソフィー」

「いつのまにか、エフィ卿きようとも親しくなったのですね」

「え？　いや、別にそんな、仲がいいわけでもないけど……」

「そう言えば、兄さんは昔から年上の女性に弱かったですよね。シャル姉さんやリース姉さんにもかわいがられていたし……」

「べ、別にそんなことないよ」

「視線をそらすなんて、あやしいですね」

　ソフィーはカンが鋭するどすぎる。確かに今、シュンは姉のことを思い出したばかりではあるが……

「まぁいいです。兄さんのために今後のスケジュールを確認しますよ……剣定はすでに開かい催さいされていますので、私たちは急いで現地入りすることになります」

「え？　ボクら遅おそくない？」

「おそらく私たちが最後でしょう。先日の事件の影えい響きようですので、しかたありません。魔ま獣じゆう被ひ害がいで、この鉄道の運転が再開されたのもつい先日のことですし」

　シュンはのんびりしていたが、実際はかなり厳きびしいスケジュールのようだった。

「間に合うの？」

「剣定は何日も行われます。現在は本戦が行われています。私たちの出番は二日後ですので、大だい丈じよう夫ぶです」

「本戦？」

「騎き士しならば誰だれでも参加できる、一いつ般ぱん向けの試合のことです」

「ボクらが出るのは？」

「本戦後に行われる特別戦に出場することになります。特別戦は、大陸各国の国家代表が五人一チームとなり、トーナメント戦を戦っていきます。当然ながら、国家代表に選ばれる騎士の実力は一般参加の騎士とは比べものになりません。剣定のメインイベントは、こちらの特別戦ということになります」

　事情をよくわかっていないシュンに、ソフィーがわかりやすく説明してくれる。

　というか、剣定は大陸中が注目するイベントなので、ソフィーが説明してくれたことも一般常識の範はん疇ちゆうだ。だがシュンの場合、今まで育った環かん境きようが環境なので、そういった常識でも知らないことが多いのだった。

「明日あしたの早朝には皇国首都に到着します。色々と準備をした後、時間があれば私たちも剣定の本戦を観戦することができるでしょう」

「へぇ、見てみたいな」

「そんなに期待するほどのものではありません。繰くり返しますが、本戦は特別戦の前座のようなものです。正直、レベルは低いですよ」

　ボクもできれば国家代表とかじゃなくてそっちに出たかったな……シュンは内心そう思ったが、口には出さないでおいた。

「まぁいいじゃない。ボクは今まで見たことがないし、楽しみだよ」



    

  
    
      
　第二章　剣けん定ていと剣けん聖せいと不意打ち






　翌日──シュンたちは予定通り、皇こう国こく首都に到とう着ちやくした。入国審しん査さなども、シュンが思っていたほど時間がかからず、すぐに通ることができた。剣定に出場する国家代表ということで、あらかじめ話がついていたのかもしれない。

「へぇ、ここが皇国か～」

　皇国の中央駅に降り立ったシュンは、感かん嘆たんの声を漏もらした。騎士学園に入学して以来、大半が寮りよう生活だったのだ。こうやって異国の地に来るのは新しん鮮せんな気分だった。

「ソフィーは、来たことあるんだよね、この国？」

「えぇ。数回ほど。王国と比べて、首都近きん郊こうでも自然の多い国です。近くには温泉もあるので、剣定開かい催さい中ちゆうは、そちらにも人が集まるそうです」

「そうなんだ」

　話しながら、シュンはキョロキョロと周囲を見回した。外国だけあって、道を歩く人たちの服装が王国と少し違ちがう。異国情じよう緒ちよただよう色いろ鮮あざやかな服をみんな着ていた。おまけに剣定開催中だからか、様々な人種の人間が行きかっている。

　皇国と王国は昔から友好的で人の出入りも盛んなため、言語はほとんど同じである。ただ、駅に設置された看板などの文字が、王国とは若じやつ干かん形が違った。文法も少し違うようだが、それでもなんとなく意味はわかる程度の違いだった。

「お二人とも、車の用意ができたそうですよ」

　と、アンジュが呼んだので、シュンとソフィーは二人並んでそちらへ移動した──なぜかリュリシアが面白くなさそうにシュンを睨にらんでいた。なんでだろう？



　一行は『魔ヴオ導ワテ車ユル』に乗って移動し、ジュヴレーヌ王国専用の宿舎に到着した。四階建てのけっこう立派な外見の建物だった。なんでも、剣定中に選手が泊とまるためだけにわざわざ建てられた建物だそうだ。ぜいたくな話だ、とシュンは感心した。

「トレーニングも重要だが、いまさら激しい訓練をしたって実力は上がったりしない。ほどほどに体をほぐしたら、後は自由行動にしようではないか」

　と、エフィが言ったので、シュンは軽いトレーニングの後、午後の時間を利用して剣定の本戦を見に行くことにした。なんでも夜には皇こう城じようで各国の代表が顔合わせをするレセプションが開かれるそうだが、夕方くらいまでは時間の余裕があるようだ。

「じゃ、ボクはちょっと、剣定を見に行ってくるよ」

「奇き遇ぐうですね。私も行こうと思っていたのです。よろしければご一いつ緒しよしませんか？」

　ソフィーが来るならばシュンとしても心強い。シュンはお願いします、とうなずいた。

「シュナブランさん、そんなに遊んでいるヒマがありますの？」

　と、リュリシアが出かけようとするシュンとソフィーをジトリと睨む。

「明日にはわたくしたちの戦いがありますのよ？　今回はタダでさえ準備期間がなかったのに、一番実力に不安のあるあなたが遊び歩いていいと思っていますの？……わ、わたくしでよければ相手をして差し上げますから、あなたも鍛たん錬れんなさったらいかが？」

　ツカツカ、腕うでを組みつつ近寄ってくるリュリシア。どうでもいいけど、胸の下で腕を組むのはやめてほしい。リュリシアの豊かな胸が強調されて目のやり場が……

「エフィ卿もおっしゃっていたはずです。今さら慌あわてたところでなにも変わりません」

　と、シュンの横に立つソフィーが反論する。なぜかソフィーがさりげない仕草でシュンの片手を掴つかんできた。そしてさらにどういうわけか、それを見たリュリシアの柳りゆう眉びがつり上がって、あからさまに不ふ機き嫌げんになった。

「それよりも、ハーベストさんはこの国に初めて来たそうです。慣れない異国の地では緊きん張ちようもするでしょう。今日のところは剣定の会場へ行き、雰ふん囲い気きなどに慣れて明日に備えるというのも重要だと、私は思います」

「……クッ」

　歯がみするリュリシア。『そんな理由があったか』と言いたげな表情を浮うかべている。

「では行きましょう、ハーベストさん」

「そ、そうですわね、わたくしも……」

「リュリシア王女殿でん下かは、明日に備え、本日はミッチリ鍛錬をなさるそうです。ジャマをしたら悪いので、私たちだけで行きましょう、そう、私たちだけで」

　勝ち誇ほこったような顔のソフィー。シュンはソフィーに腕を引っ張られるように歩いていく。背後のリュリシアが、奥歯を強く噛かみしめてソフィーのことを睨んでいた。なんでこの二人はこんなに仲が悪いんだ、とシュンは嘆なげきたくなった。

「えっと……よければリュリシアさんも、来る？」

　と、シュンが聞くと、リュリシアはパッと表情を明るくさせた。が、すぐに咳せき払ばらいをしながら横を向いた。

「わ、わたくしは明日に備えてギリギリまで鍛錬をしようと思っていましたけど、シュナブランさんがどうしてもとおっしゃるならつきあって差し上げますわ」

　渋しぶ々しぶ言うリュリシアだが、口元が微び妙みように嬉うれしそうだった。

　──リュリシアさんも、本当は剣定見たかったんだね──シュンは内心で思う。

「…………」

　そんなシュンを横から見つめるソフィーの目は、なにか、微妙そうだった。

『なに、ソフィー？』『いえ、兄さんのことですからまた的外れなことを考えてるんだろうなと』『え？』『わからないのでしたら気にしないでください』と、視線を交わして会話をする。兄妹きようだいなら、アイコンタクトでこれくらいの意い思し疎そ通つうは余よ裕ゆうであった。



　結局シュンとソフィーにリュリシア、そしてリュリシアが行くなら当然アンジュも、という四人で観戦することになった。ちなみに五人目のメンバーであるラドワもさそってみたが、『わたしはギリギリまで鍛錬をします』と言って残った。

　剣定の会場は、首都の中心にある巨きよ大だいなアリーナだった。十万人近くを一度に収容できる巨大闘とう技ぎ場じようだが、それでも大陸中から集まる観客全員が入ることはできないらしい。

「すごい人だね……こんなに多いんじゃ、ボクらって入れないんじゃない？」

　アリーナの周囲では、入りきれなかった観客が外に設置された魔導モニタに映される生なま中ちゆう継けいの映像を観戦していた。みんなそれでガマンしているようだ。

「問題ありませんわ。各国代表には、皇国から特別観戦室のチケットがくばられていますもの。アンジュ」

「はい、こちらに」

　と、促うながされたアンジュがすかさず人数分のチケットをとりだし、シュンにも手て渡わたしてきた。準備がいい。さすが王女様の従者。

　アリーナの一角に、明らかに豪ごう華かな外見の門があった。精せい緻ちな細工の施ほどこされた扉とびらの前には、厳いかめしい顔をした警備の騎士が何人も立っている。そちらの門に、リュリシアはためらいなくまっすぐ進んでいった。シュンたちも、それに続く。

「これはこれは、ようこそいらっしゃいました、リュリシア王女殿下」

　近づくや、高価そうなスーツを着た男性が笑顔で近づいてきた。どうやらリュリシアのことを知っているらしい。一方のリュリシアは、上品な仕草でアイサツを返す。

「ごきげんよう。ご無ぶ沙さ汰たしていますわ」

「お越こしいただけるとは光栄です。前もってご連れん絡らくをいただければ、送そう迎げい車を用意しましたのに……」

「これくらいの距きよ離り、車を使うまでもありませんわ──さっそくですけど、こちらはわたくしの友人たちですの。全部で四人、案内していただけます？」

「もちろんですとも。どうぞこちらへ」

　警備の騎士たちがすばやく左右に分かれ、ただちに扉が開かれる。さすが王女様。こういった場所でも賓ひん客きやく扱あつかいだ。

「あの男性、皇国の内大臣、リヴルト卿きようですね。確か」

　ソフィーが小声でシュンに告げる。リュリシアにアイサツしていた男のことらしい。皇国内の役職名はよくわからないが、偉えらい人だということはシュンにもわかった。そして顔を見ただけで相手の役職と名前をすらすら言える自分の妹もすごいと思った。

　ゲートをくぐった中もまた、想像以上に豪華だった。広い通路には上品な調度品が並べられ、高い天てん井じようにはシャンデリア、足元には深しん紅くの絨じゆう毯たんと、まるでどこかの宮きゆう殿でんのようだった──いや、シュンは宮殿に入ったことがないから想像だけど。

「いらっしゃいませ」

　と、中にいた女性の係員がシュンに声をかけてきた。相手は二〇歳くらいの亜あ麻ま色いろの髪かみをもつ美女で、シュンに向かってにっこり微笑ほほえんできた。

「チケット、拝見させていただいてよろしいでしょうか？」

「あぁ、はいはい」

　シュンが緊張しながらチケットをぎこちなく差し出すと、相手はなぜかくすりと笑った。彼女はそのままシュンの手をそっと握にぎり、シュンの手の中でチケットを半分ちぎった。

「ではご案内させていただきます」

　と、相手は少し潤うるんだような目でシュンを見つめながら告げてくる。お願いします、とシュンが言うと、相手が先導して通路を歩き出した。どうでもいいけど、後ろから見るとタイトスカート越ごしのむっちりしたお尻しりが歩く度たびにゆれて目のやり場が……

「シュナブランさん、どこを見ていますの？」

　すかさず隣となりのリュリシアから険けわしい声が飛んできた。

「な、なんのことかな？　ボクにはさっぱり……」

「……ふんっ」

　リュリシアは不機嫌そうに鼻を鳴らし、アンジュは汚お染せん物質でも見るように睨み、ソフィーまで無言で責めるような視線をシュンに向けてきた。おかしい、シュンがなにをしたというのだ。理り不ふ尽じんすぎる。

　ともあれ、昇しよう降こう機を乗のり継つぎ、広い通路を進んだ先にあった部屋にシュンたちは案内された。中は四人どころか十人以上がゆったりくつろげる広さの部屋で、壁かべがガラス張りになっており、アリーナの中心にある舞ぶ台たいを見下ろすことができた。アリーナ内はほぼ満席で、眼下では観客がギッチリ座って歓かん声せいを上げている。あちらはこの部屋と違って随ずい分ぶん窮きゆう屈くつそうだ。こういうところでも格差はあるんだ、とシュンは改めて思った。

　すでに本戦は決勝リーグ終しゆう盤ばんに入っており、シュンたちが席についたのは、試合がもっとも盛り上がるタイミングだった。シュンは剣定の試合がどんなものか、期待しながらここへやってきたのだが……

「……うわ、なに、あれ？　五対一で戦っているの？」

　アリーナの中央、試合場では、一人の騎き士しを五人で囲むという戦いが繰くり広げられているのが見えた。シュンが興奮して指さすと、ソフィーが首を横に振ふった。

「いいえ、剣定は基本的に一対一です」

「でも、今あそこで……」

「あれは残像です」

　ソフィーが静かな口調で説明する。

「〈残オン像ブル〉と呼ばれる騎士技わざです。周囲に発生させた〈魔元素スクレ〉に自分の影かげを投とう影えいして生み出した虚きよ像ぞうのことです」

　確かに、よく見れば五人の騎士はみな、全く同じ姿形をしていた。分身した騎士が周囲から一気に襲おそいかかるが、相手は流れるような動きでそれぞれの攻こう撃げきを回かい避ひしていく。

「うわ！　今、あの人剣からビーム出さなかった？」

「あれは〈波動刃ヴアーグ〉と呼ばれる遠えん距きよ離り攻撃です」

「あの人、背中から羽が生えて飛んでない？」

「あれは〈光翼リユミエル〉という滑かつ空くう技です」

　見たこともない鮮あざやかな技を騎士たちは次々に繰り出し、激しい戦いを繰り広げていた。騎士たちが新たな技を出す度たびに観客たちは興奮し、沸わき上がっている。

　ソフィーは、剣定の本戦はたいしたことない、なんて言っていたけど、とんでもなかった。シュンも知らない技を自在に操あやつる騎士たちの激しい戦い。すばらしかった。大陸中からわざわざ観客が集まるというのも納得である。すごい戦いだ。

「あいかわらず、子供だましですわね」

　フッと、試合を見ていたリュリシアがつぶやく。隣のアンジュまでうなずいた。

「一いつ般ぱん参加の本戦では、こんなものでしょう」

「え？　こんなすごいのに？」

　シュンはクラスメートの女子二人を振り返った。

「すごく強いんじゃないの、あの人たち？　あんなすごい技を使っているし」

「なにも知らないのですね、シュナブランさん」

　アンジュがあきれはてた、と首を振った。

「あぁいった技はほとんどが目くらましです。実戦ではあまり有用ではありません」

「見た目が派手で消しよう耗もうの激しい技ばかりですわ。けど、観客がいる剣定では見み栄ばえも重要ですもの。騎士たちも必然的に、派手な技を優先するようになりますわ」

　と、リュリシア。ソフィーまで横でうなずいている。

「そうですね。あまり実用的でないのは確かでしょう。実際騎士学園の授業では教えていませんからね。騎士なら誰だれでもできるような見た目優先の技ばかりですが、一般人の目を楽しませるためにはこういうものも必要でしょう」

「ボクあんな技使えないけど……」

「「え？」」

　リュリシアとアンジュの声がハモった。ははは、とシュンは笑う。

「いや、だってあんな技見たことないし」

「戦技教練の基き礎そができていれば、あれくらいできるはずですわよ？」

「あぁ、ボクその授業赤点とって、お情けで追試を合格にしてもらえたんだよね」

「……正気ですか、シュナブランさん？」

　アンジュが青ざめた顔でシュンを見つめている。

「そのレベルでどうやって明日あしたの特別戦を戦うつもりですか？」

　真顔でアンジュがたずねてくる。そんなにマズイかな、とシュンは首をひねった。

「言っておきますが、明日の特別戦で戦う相手は全員が国家代表です。こんな子供だましの技はできて当たり前ですよ」

「そ、そこは気合いと根性でなんとか……」

「なるはずがないでしょう！」

　アンジュが自分の額に手を当てた。

「不安が的中しました。よりによってなんでこんなことに……」

「そう大おお騒さわぎをすることはありません」

　と、落ち着いて言ったのはソフィーだった。

「剣けん定ていは五対五の団体戦です。先に三勝すればいいだけの話です。私とリュリシア殿でん下か、それにペティさんの三人が勝ちつづければ、それだけで優勝です」

　すごいことをさらりと言うソフィー。だが、ソフィーの実力をよく知るシュンには、ソフィーの言葉がハッタリなどではないことがよくわかった。そしてここにはいない五人目のメンバー、ラドワがシュンと同様、完全に戦力外通告されているのがなんとなく哀あい愁しゆうを感じさせた。今も一人で訓練して頑がん張ばってるはずなのに……

「え、えっと……も、もうすぐ決勝だね。どこのチームが勝つのかなぁ」

　なんとなく気まずい空気になったので、シュンはごまかすように手元にあったパンフレットを見た。今やっているのが準決勝で、次の決勝が終われば今日は終わり……と思ったら、決勝戦の後にもう一戦あるとそこには書いてあった。

「あれ？　決勝戦の後もまだあるの？」

「そのようですね。エキシビションマッチらしいですが……なるほど、ヴァント卿が戦うのですか。本日の締しめにふさわしい戦いですね」

「ヴァント？」

「呼び捨てにしては失礼ですわよ、シュナブランさん」

　リュリシアがたしなめてくる。

「ヴァント・デュ・ラフィエルム卿。三年前まで剣聖だった大陸有数の騎士ですわよ」

　剣定で与あたえられる称しよう号ごうのうち最高位のものが『剣聖ロワ』であり、剣聖こそ大陸最強の騎士一人のみが名乗ることをゆるされた称号である。

　ちなみに現在の剣聖は、シュンの妹ティンである。三年前、ティンはその実力が認められ、ヴァントと代だい替がわりをしたのだった。

「三十年前の北方侵しん略りやく戦争で魔ま族ぞくと最前線で戦い続けた、七大英えい雄ゆうの一人ですわね」

「どっかで聞いたことのある経歴だなぁ……」

「ジュヴレーヌの英雄、ペルデ卿とは戦友であり、好敵手の関係でもあります」

　そうだ。ペルデもまた、戦争で活かつ躍やくした英雄だった。

「あれ、でも剣定に出場できるのって、若い騎士だけだよね？　そのヴァントさんって、けっこうな歳なんじゃ……」

「少なくとも五〇は越こえていたはずですね。ですからこれは公式戦ではありません。特とく別べつ扱あつかいのエキシビションです」

「ヴァント卿はこの皇国では救国の英雄とたたえられる騎士ですもの。数十年以上剣聖の座を護まもりつづけた大陸で最も有名な騎士の一人。その人気は今も高く、剣定に出場できない年ねん齢れいになってからも、エキシビションで毎回顔見せをしているのですわ」

「すごい人なんだね。試合を見るのが楽しみだなぁ」

　ちょうどそのとき、会場を歓声が包んだ。準決勝が終わったようだ。この後休きゆう憩けいをはさんで決勝を行うと、アナウンスの声が告げている。

「休憩か……じゃ、ちょっとボク出てくるね」

「どこへ行きますの？」

「え、いや、その……ちょっとトイレに」

「そ、そうですの」

　なぜか顔を赤くするリュリシア。そういう反応をされると、なんだかこっちまで恥はずかしくなってくる。ソフィーはすまし顔でいってらっしゃいと言い、アンジュは特に反応しない。シュンは気まずさから、すぐ戻もどるよ、とだけ言って観戦室を後にした。



　十万人が入れるという超ちよう大型アリーナ。なるほど、その巨きよ大だいさは並じゃない、とシュンは感心した。心底感かん嘆たんした。驚きよう嘆たんしたと言ってもいい。

「……ここどこ？」

　なにしろ広すぎて中が迷路のようで、完全に迷ってしまったのだ。

　通路には所々に案内板もあったのだが、あまり慣れていない皇国の文字で書かれているため、シュンは完全に迷ってしまったのである。シュンたちのいた観戦室は特別区画で一般の客が立ち入り禁止になっており、道を聞こうにも誰ともすれ違ちがわない。シュンは小走りに急ぎながらトイレを探し続けた、ら。

　ドンッ「きゃっ」バタッ「きゅ～」

　曲がり角で反対から来たなにかとぶつかってしまった。衝しよう撃げきによろめいて、尻しり餅もちをついてしまうシュン。幸いというか、そんなに強い衝撃ではなかったのであまり痛くない。

「あ……シュン」

　名前を呼ばれた。どこかで聞いたことのある声だ。だが、少し違い和わ感かんがある。

　顔を上げると、そこにはさらさらとした銀ぎん髪ぱつを持つ小こ柄がらな少女の姿があった。

　ティン・ダ・ロリス──現在の剣聖であり、シュンの妹でもある小柄な少女だ。美しい銀髪に、雪のように輝かがやく白い肌はだ。折れそうなくらい細い手足と、その姿は妖よう精せいのように可か憐れんである。だがその外見に反して、ティンは大陸最強クラスの実力を有する騎士なのだ。

　落ちこぼれのシュンと違って、ティンは優ゆう秀しゆうすぎるほど優秀だ。だがそれもしかたがないかもしれない。なぜなら、シュンとティンは血が繋つながっていないのだから。

　いや、ティンだけではない。ソフィーや、他の姉妹とも、シュンは誰だれ一人ひとりとも血が繋がっていない。明言されていないが、それはシュンの家族の中では暗黙の了りよう解かいとされていた。

「えっと……久しぶりだね、ティン」

　シュンは、そんな内心を気け取どられぬよう、なにげない仕草でアイサツをした。そうだ。シャンミュニ皇国はティンが所属する国。いきなりで少し驚おどろいたけど、会うかもしれないと予想はしていた。普ふ通つうに接すればいいのだ。

「ん……シュン」

　そう答えるティンになにか違和感を覚えた。そう。ティンがシュンを名前で呼んでいるのだ。普ふ段だんならティンはシュンを兄にいと呼ぶのに、どうしたのだろう？　しかも滅めつ多たに表情を変えないティンが、少しだけ眉まゆを寄せ、シュンを見ながら下を指さして、なにか合図をしている。

「……い、いつまで人の上に乗っておるのじゃ、このうつけものがぁぁぁぁっ!!」

　シュンのすぐ近くでそんな悲鳴が上がった。なんだろう。すごくイヤな予感……おそるおそる下を見ると、シュンのお尻しりの下した敷じきになっている女の子が手足をばたつかせて暴れていた。なるほど。転んでもあんまり痛くないと思ったが、この子がクッションになっていたからか、とシュンは納得した。

「重いのじゃ！　早くどかんかっ！」

「あ、ゴメンね」

「うひゃんっ！　どど、どこをさわっておるか、この痴しれ者ものめっ！」

「え？　どこをさわったの？　なんだか柔やわらかくて気持ちいい感かん触しよくがしたけど」

「それは……よ、余の口から言えるわけなかろぉがっ!!」

　騒そう々ぞうしくわめく少女の上からシュンはどき、ティンに手を借りながら少女が立ち上がった。それは、見るものの目を奪うばう美少女だった。

　年齢は、ティンよりも上。おそらくはシュンと同程度だろう。身長はシュンよりも低い。痩やせていて肉付きが薄うすいせいで、けっこう小柄に見える。濃のう紺こんの長い髪かみを、いくつもの房ふさにわけて束ねるという変わった髪型をしている。大きな目は意志の強そうな輝きに満ちており、スラリと通った鼻筋に、花びらのような唇くちびると、顔立ちは文句のつけようがないほどの美少女である。

　薄く透すけるような布を何枚も重ねて作った服を着ている。なんとなく高そうな服だ。しゃべり方もどことなく偉えらそうだし、身分の高い人なのかもしれない。そしてそのやんごとなさそうな人は、敵意に満ちた目でシュンを睨にらんでいた。

「そなた、ようも人のことを押しつぶしてくれたのぉ。そのせいで余の豊かな胸がペッタンコになったらどう責任をとるつもりじゃ！」

「え？　豊か？」

　シュンが見た限り、服を着ていることを差し引いたとしても、彼女の胸は平へい坦たんだった。どこが胸かよくわからない。ティンといい勝負だ。

「なんじゃ、その『え、胸なんてどこにあるの？　子供のティンと変わらないじゃん』とでも言いたげな目は！」

「誤解だよ、そんな目はしてないよ」

　この子、カンが鋭するどい。

「とにかくゴメンね。肉付きが薄いから、下にいることに気づかなかったんだよ」

「誰の肉付きが薄いのじゃ!!」



    

  
    
      「でも、痩せている女の子って、ボク好きだよ。スレンダーでスタイルいいよね」

「……ふ、ふんっ！　今さら褒ほめても遅おそいのじゃ」

　と言いいつつ、満まん更ざらでもない顔で照れている少女。なんだ、この子。本当にかわいい……かわいいといっても、愛あい玩がん動どう物ぶつ的な意味でだが。

「…………」ケリッ「痛っ！　なに、ティン？」「……別に」

　なぜか無言のまま、ティンに後ろから蹴けられた。どうしたんだろう？

「それよりもなんじゃ、ティン。そなたの知り合いなのか、この男？」

「……ジュヴレーヌ王国にいったとき、友達になった人」

「なんと。そなたに余以外の友人がいたとは驚きじゃな」

　少女はそう言いながら扇おうぎを取り出すと、慣れた仕草で扇を開いた。

「ではティンよ。余にも紹しよう介かいしてたもれ」

「……この人、ジュヴレーヌ王国の騎き士し見習い。名前はシュナブラン・ノーブ・ハーベスト。けっこう強いよ」

「ははは、そんなことないよ」

　ティンがシュンを褒めるのは身内のひいき目である。

「ふむ、ジュヴレーヌの騎士であったか……ティンの友人ということでもあるし、先ほどの無礼は特別に見み逃のがしてやるとするかのぉ。余は寛かん大だいじゃ」

　扇であおぎながら言う少女。先ほども思ったが、ずいぶん偉そうだ。

「で、ティン。この子は誰だれ？」

「この人は、エルミ……」

「ティン。余計なことは言わぬようにな」

「……この人は、エル。ティンの、友達」

　と、ティンが紹介してくれた。今露ろ骨こつにごまかされたような気がしたけど、まぁ詮せん索さくはしないでおこう。

「余はティンの友人じゃ。そなたもティンの友人だというならば、そなたを余の友人にしてやってもよいぞ」

「ははは、それはどうもありがとう」

「余のことはエルと呼ぶがいい。特別に許可しよう」

「じゃ、ボクのことはシュンお兄ちゃんって呼んでね」

「わかったのじゃ、シュンお兄ちゃん……って、なんでお兄ちゃんなんじゃっ！」

　ノリがいい子だった。けっこう気が合いそうな気がした。

「まったく、トボけた男じゃ……じゃが、そこが面白くもあるの」

　扇で口元を隠かくしながらエルが言う。

「剣けん定ていを見るために来たのかの？　見習いのうちから感心な心がけじゃな」

「まぁ見るためって言うか、出場するために来たんだけどね」

「ほぅ、そうじゃったか。じゃが、今日の試合でそなたの顔は見なかったの……ふふん、予選落ちしたのじゃな。まぁ気に病やむことはあるまい。剣定はレベルが高いからのぉ。そなたのようなうつけものでは勝ち進むのはムリ……」

「いや、ボクが出るのは明日あしたなんだけどね」

「明日は特別戦しかないはずじゃが……まさか、そなたがジュヴレーヌの国家代表か？」

「いちおう」

　エルはジロジロと、無ぶ遠えん慮りよにシュンを見つめた。

「……王国はずいぶん人材不足と見える。そなたの腕うででよく代表になれたものじゃな」

「運が良かったんだよ」

「ティンよ。本当にこの男は強いのかの？　余には、たいした強さには見えんのじゃが」

「強いよ」

　ティンはうなずくが、エルのほうが正しい。シュンの正体は騎士学園の落ちこぼれである。ティンはひいきしてくれているだけだ。

「こんな男を代表にするとは、リリィもなにをやっておるのじゃ」

「あれ、リュリシアさんとも知り合い？」

「そうじゃな。リリィも余の友人の一人じゃ……まぁよい。そなたの腕がどこまで通用するか、試してみるがいい。余はそろそろ行かせてもらうぞ、シュンよ」

　尊大な口調で言って、エルは扇を口元にあてたまま歩き出す。ティンは無言のままシュンに会え釈しやくして、エルに従って進んでいった。

　シュンもそこで別れていこうと思ったが、ふと思い出して振ふり返った。

「あ、待って、エル。ちょっといいかな？」

「うん、なんじゃ？　もしや、余に聞きたいことがあると申すか？」

　ふふん、となぜか得意そうな顔でエルが振り返った。

「よかろう、シュン。そなたは余の友人じゃ。特別にどんな質問にも一つだけ答えてやるとするかのぉ──なるほど、余の正体が気になると申すのじゃな。やむを得まい。特別に教えてやろう。かしこまって聞くがよいぞ。余こそがこのシャンミュニ皇国……」

「いや、それは正直どうでもいいんだけど」

「なぬっ」

　ずっこけるエル。そんなエルに向かって、シュンは真しん剣けんな面おも持もちで尋たずねた。

「トイレって、どこ？」



「……ハーベストさん、少し遅くありませんか？」

　観戦室。最初につぶやいたのはソフィーだった。リュリシアが時計を見る。

「そう言われれば、そうですわね」

「えぇ。このままでは、決勝戦も終わってしまいます」

「シュナブランさんのことですから、広すぎて迷子になっているのやもしれません」

　と、アンジュが的確に分ぶん析せきする。

「シュナブランさんがどうなろうと構いませんが、ジュヴレーヌ王国の恥はじとなるような行こう為いをされてはリリィ様の迷めい惑わくになります。わたしが捜さがしてくるとしましょう」

「頼たのみますわよ、アンジュ」

「はい、お任せ下さい、リリィ様」

　ソフィーは、なんとなくイヤな予感がした。自分もアンジュについていこうかと思ったが、トイレに行った男性を捜すのに二人も行くというのはさすがに大げさすぎる。ここはアンジュを信じて任せるしかないか、とソフィーは判断した。

「ではペティさん、お願いします」



「ふぅ、すっきりした」

　無事にトイレを終えたシュンは晴れやかな顔で外に出た。大きなアリーナだけあって、トイレの中も広くて立派だった。

「さぁて、早く部屋に……」

「いたぞ、こっちだ！」

　野太い声が響ひびく。見ると、通路の向こうからえらくガタイのいい大男がシュンに駆かけ寄よって来た。濃のう緑りよく色しよくの服は、皇国の騎士の制服だ。

「さぁ、もう逃にげられんぞ。観念してこちらへ来い」

「え？　いったいなんのこと？」

「とぼけるな。お前が相手をすることは、クジで決まってるんだ」

　なにがなんだかよくわからないまま、シュンはその騎士に腕を掴つかまれて連行されていった。シュンよりも一回り以上大おお柄がらな男で、見た目通りの怪かい力りきだ。シュンは、まともに抵てい抗こうすることもできなかった。

「ほら、はやくこれを着ろ、時間がないんだ！」

「あの、もしかして、誰かと間ま違ちがえて……」

「あぁ、もう面めん倒どうだ。ジッとしてろ。オレが着せてやる！」

　と、痺しびれを切らしたか、シュンは抵抗するまもなく着ていた服を脱ぬがされ、半はん裸らになった後別の服を着せられた。あろうことか、着せられたのは鎧よろいだった。

　重い金属でできた鎧は、かつて戦場で戦う騎士の正装だった。だが現在では〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう高こう速そく戦せん闘とうが騎士戦の主流であるので、動きが遅くなる重い鎧は時じ代だい遅おくれとなってしまったのである。シュンが着せられたのは、その大昔の騎士が使うような鎧だった。ご丁てい寧ねいに顔を隠す兜かぶとまでついている。

「まったくこんなギリギリで逃げ出すなんて、臆おく病びようものめ。まぁ見つかってよかった」

「えっと、その、なにか勘かん違ちがいをしているんだと……」

「言い訳するな、騎士らしくないぞ！」

　そうこうしているうちに、大男以外にも数人の騎士がシュンの周囲を囲ってしまい、もはや逃げられない状態である。いったい、これはなんなのだ。

「えっと、ボク、いったいなにをすれば？」

「決まっているだろ。ヴァント卿きようの相手だよ。エキシビションマッチの相手だ」

「誰が？」

「貴様だよ」

「……えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!!」

　本日のメインイベント、元剣聖ヴァントと戦うこと──それがシュンの使命だった。

　勘違いされた使命だが。



「アンジュも遅いですわね」

「えぇ、少し心配ですね」

　シュンを捜しにいったアンジュまで戻もどってこない。観戦室のリュリシアとソフィーは、互たがいに表情を曇くもらせていた。

「このままだともう、最後のエキシビションが始まってしまいますわ。シュナブランさん、あんなに見たがっていましたのに……」

「そうですね……おや？」

「どうなさいましたの？」

「いえ、あそこに控ひかえている騎士なのですが」

「えぇ、あの鎧を着込んでいる騎士がどうなさいましたの？」

「いえ、なんとなく、あの歩き方には見覚えが……いえ、まさか……でも……」

　ソフィーは少し考え込むようにうつむいた。その美び貌ぼうは、いつになく青ざめていた。



「どうしてこうなったんだろう……」

　どんなにぼやいてももう手遅れである。シュンがなにを言っても皇国の騎き士したちは、言い訳するな、と聞く耳を持たないのだ。しかも周囲を囲まれてもはや逃げようもない。全身を覆おおい隠す鎧よろい兜かぶとのせいで、誰もシュンの正体に気づきもしなかった。

　そしてとうとうアリーナの中央、舞ぶ台たいの前に連れてこられた。アリーナを埋うめ尽つくす十万もの大観衆が一いつ斉せいに歓かん声せいを上げるので、アリーナそのものが鳴動しているかのような錯さつ覚かくを憶おぼえた。

　だが、観客たちはなにもシュンに向かって声せい援えんを送っているわけではない。観客の声援は全て、シュンの隣となりに立つ男に向けられていた。

　ヴァント・デュ・ラフィエルム──元剣聖であり、かつて大陸最強と謳うたわれた伝説の騎士。それは背の高い男だった。シュンよりも頭一つ以上背が高い。灰色の髪かみは丁寧になでつけられ、ヒゲもキレイにそっているため、青白い顔色がよく見える。ペルデと同年代の騎士と聞いていたが、老いてなお体格のいいペルデと比べると、ヴァントはかなり細身だった。だが決して華きや奢しやではなく、そこには抜ぬき身みの剣を思わせる鋭するどさがあった。

　何よりもその目。くぼんだ眼がん窩かの奥で輝かがやく瞳ひとみは、並の騎士では発することのできない気力に満ちていた。

『さぁ、いよいよ、いよいよぉ、いぃよぉいぃよぉ、このときが来てしまいました。本日の最後をかざるのにふさわしい戦いと言えます。前剣聖にして我がシャンミュニ皇国が大陸中に誇ほこる大英雄、ヴァント・デュ・ラフィエルム様によるエキシビションマッチ。ヴァント様はすでに老ろう齢れいかと思いきや、その剣の腕はおとろえるどころか年をとるごとに冴さえ渡わたっていると評判だ！　さぁ、本日もその華か麗れいな美技を披ひ露ろうしていただけるのでしょうか』

　歓声に負けない大きなアナウンサーの声が会場に響き渡った。自分の紹しよう介かいにも、ヴァントはニコリともしない。貫かん禄ろくある騎士は、むやみに笑ったりしないのだ。

「えっと、その……よ、よろしくお願いします」

「…………」

　シュンがそう声をかけたが、ヴァントは無言のまま舞台に上っていってしまった。無視されたが、まぁこんなものかとシュンは思い、ヴァントの後に続きながら、用意された試合用の模も擬ぎ剣けんをにぎり直した。模擬剣にはすでに〈魔弾テイリユル〉が装そう填てんされている。

　騎士の最も基き礎そとなる力を〈魔元素スクレ〉という。人工精製した〈魔元素スクレ〉を弾だん丸がんの形にしたものを〈魔弾テイリユル〉と呼び、現代ではこの〈魔弾テイリユル〉を剣に装填して使用するのである。

　シュンは最初こそどうしようとあせったが、落ち着いて考えれば別にあせることはなかった──ヴァントはこの国の英えい雄ゆうだ。その英雄が出場するエキシビションマッチ。その勝敗は、最初からヴァントが勝利すると決まっているのだ。むしろ、もしヴァントが負けたりすれば、観客は大おお騒さわぎだろう。

　──このまま適当にやって、ボクが負ければいいだけだもんね──

　それくらいならシュンだってできる。むしろ負けることになら自信がある。顔を隠かくす兜のおかげで今のところ誰だれもシュンに気づいてないし、このまま出て、負けて、そのまま引っ込んで、それでスキを見て逃げ出せばいい。ここまできた以上、勘違いされた自分の役目を果たすしかないだろう。

　──あぁ、でももしボクがこのまま勝っちゃったりしたら大騒ぎだろうなぁ──

　そんなやくたいもないことを考えるシュン。もちろんそんなことはありえない。実力が違ちがいすぎるとか以前に、シュンには他人との勝負に勝てない特別な理由があるのだ。

《滅神咒具エスカトロイ》──それは神の力が宿るという伝説の神具である。

　北方侵しん略りやく戦争において〈魔王コシユマル〉は《滅神咒具エスカトロイ》を使用し、その圧あつ倒とう的てきな力によって人類を敗北寸前にまで追おい詰つめたといわれている。《滅神咒具エスカトロイ》を使う〈魔王コシユマル〉を倒たおすことができたのは、同じく《滅神咒具エスカトロイ》を持つ〈天聖騎士エヴアンジル〉だけだったのだ。

　その〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉の子であるシュンもまた、《滅神咒具エスカトロイ》を持っていた。シュンだけではない。ソフィーやティンたち、他の姉妹もそれぞれ一つずつ《滅神咒具エスカトロイ》を受うけ継ついでいる。

　シュンが使う《滅神咒具エスカトロイ》は《凱旋門兜ドウリオンフ》。〈天聖騎士エヴアンジル〉と呼ばれた父が〈魔王コシユマル〉を打ち倒した《滅神咒具エスカトロイ》である。『敵』と定めた相手に勝利する力を与あたえてくれる。だがその代だい償しようとして、『敵』以外と戦う場合は敗北してしまう。そのためシュンは、騎士学園で常に落ちこぼれの位置にいるのである。

　試しに使ってみよう──シュンは、ダメもとでそう思った。すると幻げん聴ちようが聞こえる。それはシュンの頭の中で響く、シュンにしか聞こえない声だった。



【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　前方の生命体の敵性如何いかんの審しん議ぎを開始します。　】



　シュンが定めた『敵』、すなわち、『シュンの家族に危害を加える存在』が相手でない限り、この《滅神咒具エスカトロイ》は使えない。

【　──審議中、審議中、審議中、審議中、審議中──審議完かん了りよう。　】

【　前方の生命体の脅きよう威い度、きわめて軽けい微びと判定されました。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》本体の使用は承認できません。　】

　やはり今回も、この力は使えないようだ。シュンはそう思った、が。

【　しかし軽微な脅威度が観測されたため、一部機能を解除します。　】

【　〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》、限定執しつ行こうモードを起動します。　】

　あれ？　シュンは、内心首をひねった。こんな反応は初めてだ。どういうことだ？

　バチバチバチッ

　シュンの手がゆれた。シュンが持つ試合用の模擬剣が、暴れるように震ふるえているのだ。

「え、なになに？　どうなってるの？」

　と、つぶやいた次の瞬しゆん間かん──

　ガガガガガガガガガガ、ガギンッ、ズガァァァァァァァァァァァァァン

　すさまじい爆ばく発はつ音。同時にシュンの体が衝しよう撃げきにのまれ、その場から数歩後じさった。

「いたた……な、なにがあったの？」

　いったいなんだったのだ、今のは。握にぎっていた模擬剣がいきなり連続でスライドして、装填されていた〈魔弾テイリユル〉を一瞬で排はい莢きようしたかと思ったら、爆発したのだ。模擬剣は真っ二つに折れて壊こわれてしまい、シュンの手はすっかり痺れてしまった。幸いなのは、頑がん丈じような鎧を着込んでいたのでシュンはかすり傷一つないということだ。

　──不良品の剣だったのかな？　危ないなぁ──

　そんな風に考えていたら、ふと、違い和わ感かんを覚えた。なんだろう。すごく静かだ。さっきまで、肌はだがビリビリ震えるくらいの歓声が四方から巻き起こっていたのに、今は信じられないくらい静まりかえっている。

　見ると、周囲にいる者たち、係員や警備の騎士、そして大勢の観客、全員が我を忘れたかのように目を見開き、惚ほうけたようにシュンを見つめているのだった。

「あれ？　なんでみんなこんな静かに……」

　そこで気づいた。観客は、シュンを見つめているのではない。その視線の先はシュンの前方──舞台のスミから転げ落ちた元剣聖、ヴァントに注がれているのだった。ヴァントは地面にヒザをつき、苦しげに顔を歪ゆがめていた。

　──え、これって、まさか──

　シュンは、冷静に今自分に起こったことを理解しようとした。

《凱旋門兜ドウリオンフ》を使おうとしたら変な反応があって、次の瞬間手の模擬剣が爆発。そして剣の爆発は一直線に、ヴァントの無防備な背中を直ちよく撃げきし、ヴァントはそのまま舞台から転げ落ちた──あれ？　それってけっこうヤバくない？

『な、な、な、ななななななぁぁんということでしょう！　信じられないことが起こりました！　あのヴァント様が、大陸最強の英雄、ヴァント様がなんと倒れたぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　しかしこれはあまりにヒドイ、ヒドすぎる！　まだ試合開始の合図どころか、準備さえ整っていないフライング状態で、背後から問答無用の奇き襲しゆう攻こう撃げき！　卑ひ怯きような、あまりに卑ひ劣れつきわまりない反則！　前代未聞です！　誰だ、あの卑怯な騎士は！』

『ふざけるな!!』『インチキだ！』『卑怯者！』『恥はじ知らず』『死ね！』『騎士の面つら汚よごしめ』『つかまえろ！』『死し刑けいだ！』

　静せい寂じやくの後、堰せきを切ったように観客から罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしが巻き起こった。シュンは自分がしでかしたことの大きさに、兜の奥で顔を青ざめさせていた。

　会場中から大ブーイング。アナウンスは完全にシュンのことを悪者扱あつかいしている。だが、唯ゆい一いつの救いは、誰もシュンの正体に気づいていないということだ。鎧兜のおかげで、顔は見られていない。よし、いける、このまま逃にげよう！　シュンは決意した。逃げるしかない。逃げて、人目のないところで鎧を脱ぬぎ捨すてて、なにごともなかったようにソフィーたちに合流しよう。そうだ、それ以外にシュンが助かる道はない！

　シュンはそう判断するや、剣の残ざん骸がいを投げ捨て、一目散に駆かけ出した。

　だが、一つだけ計算違いがあった。

　シュンは今、重い甲かつ冑ちゆうを着込んでいる。そのせいで、速く走れない。というか、慣れない甲冑のせいで動きにくい。

　ズルッ、と、そこで足がもつれて転んだとしても、それは無理からぬことだった。

　ズダン、ガン、ガラガラ「いたたたた……」

　倒れてもすぐに手をついて起き上がり、走ろうとする。だが、待て、なんだろう、妙みように頭が軽い、というか、視界が広くなった。まさか！

　シュンは自分の顔に手を当てた。素顔に手のひらが当たる。転んだ拍ひよう子しに兜が外れてしまったのだ！　そしてなんということだろう。見上げる頭上。アリーナの巨きよ大だいモニタ、その大画面には今、あわてふためくシュンの素顔が思いっきり生なま中ちゆう継けいされているのだった。

『なななな、なんだ、あの騎士は、見たこともない騎士だぞ！　若い騎士だが、いったいどこの誰……え？　ジュヴレーヌ王国で選手登録されている？』

　終わった……シュンは、会場中に響ひびくそのアナウンスを聞きながら、どこか達観した思いでそう悟さとっていた。



    

  
    
      
　第三章　皇こう帝ていと姉とレセプション






「……で、なにか言いたいことは？」

「その……実はボクはシュナブランの双ふた子ごの弟でして、兄さんとは無関係……」

「そんな言い訳が本気で通用すると思ってるの！」

　ですよねぇ……シュンは、涙なみだ目めのミュスカに胸むなぐらをつかまれて揺ゆさぶられながら思った。

　あの後タイヘンだった──大騒ぎになったアリーナでは、周囲の皇こう国こく騎き士したちがシュンをつかまえようと殺さつ到とうしてきて、シュンはとらえられた。が、すぐさまソフィーとリュリシアが駆けつけ、シュンの身元を説明し、とりあえずは解放され、シュンはジュヴレーヌ王国専用の宿舎へと帰き還かんできた。が、もちろんそれで問題が解決したわけではない。

「あなたって人は……もう、ダメ、今度こそ絶対ダメ、もうおしまいよ、あなただけじゃない、わたしもあなたも他の人もみんなみんなおしまいだわ！」

　ミュスカが半泣きで嘆なげき、ボリボリお菓か子しのように胃薬を食べている。ヤケ食いらしい。どう考えても体に悪そうだ。

「あの映像、大陸中に生なま中ちゆう継けいされていたのよ？　もうね、バッチリ一部始終、言い訳できないくらい全国中継されちゃったのよ。うちの国の騎士が、なぜか剣けん定てい会場で前剣聖、英えい雄ゆうのヴァント卿きようを、卑ひ怯きような不意打ちで倒したって、もう大陸中に知れ渡わたっちゃったのよ！　もうダメよ。王国と皇国の友好関係も全部パー！　どうしようもないわ！」

　普ふ段だんは少し情けないながらも頼たよりになる女教師ミュスカが、珍めずらしく完全に泣き崩くずれていた。どうやらそうとうピンチらしい。

「えっと、ボクってどうなりますかね？」

「……断頭台で済めばいいわね」

「それで終わらないんですか!?」

「一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされてもおかしくないわ！　国家反逆罪よ！　友好関係を維い持じしにきた騎士が、相手の国の重じゆう鎮ちんを倒すなんてありえないわ！」

　ジュヴレーヌ王国の宿舎は先ほどから大騒ぎである。一いつ緒しよに戻もどってきたリュリシアとソフィー、アンジュはシュンとほとんど会話もしないまま、青ざめた顔でどこかへ飛び出していった。今、シュンの相手をしているのはミュスカだが、先ほどから周囲では通話器の呼び出し音が鳴り響き、スタッフがその対応に追われていた。

「……もう、今さら取り乱してもしかたないわね、ハーベスト君。よくよく考えたら、あなたが国家代表に選ばれたとき、わたしがどんな手を使ってでもそれを断っていればこんな事態は避さけられたんだもの。そうよ、わたしのせい、わたしが悪いのよ。ははは……国家反逆罪で死刑が、わたしの末路……お父さん、お母さん、ごめんなさい……」

「ミュスカ先生、しっかりしてください！　目がうつろすぎます！」

「……うぅ、なんでこんなことに……」

　泣き崩れるミュスカ。まずい、ガチ泣きだ。そもそもミュスカはただついてきただけなのに、シュンのせいで一緒に責任をとらされたりしたらさすがに不ふ憫びんすぎる……

「やーれやれ、これはまた大変なことになってしまったねぇ」

　と、こんな状態でもいつもの調子でやってきたのはエフィだった。先生、とシュンはエフィを見つめた。

「ボクたち、どうなるんですか？」

「まぁ、状じよう況きようは最悪だな。先ほどから魔ま導どう端たん末まつの通話機能がパンク寸前だ。本国からは恐おそろしい剣けん幕まくで問い合わせが来ている。今すぐ剣定を辞退して戻れとさ」

「戻るんですか？」

「いや、そうもいかん。ここで逃げたら完全に我々が自分の非を認めたことになってしまう。聞いたところによれば、全部向こうの誤解だったんだろう、今回の件は？」

　コクコク、シュンは何度も頷うなずいた。そうだ、シュンはなにも悪いことはしていない。ただ、悪い偶ぐう然ぜんが恐ろしい勢いで重なっただけだ。

「ならば我々は何食わぬ顔で、わたしたちは悪くないとここに居座る。それしかない」

「それで、なんとかなるんですか？」

「後は外交努力だな。だが、大陸中に生中継されてしまったのがマズイ。王国は今後国際世論でかなり危険な立場に追いやられるだろうね。華はなやかな剣定という大おお舞ぶ台たいで、皇国の英雄ヴァント卿がコケにされたのだ。皇国のメンツは丸つぶれだからな。最悪同盟破は棄きになるやもしれんが……まぁそこも外交努力でなんとかつなぎ止めるしかあるまい」

　とんとん、とエフィは泣きつづけるミュスカの肩かたを叩たたいた。

「ほら、ミュスカにゃんもいいかげん泣きやみたまえ。生徒の前で涙を見せるなんて、教師失格だよ」

「が、学園長、で、でも、わたしの監かん督とく不行届で……」

「君には教えたはずだよ、ミュスカ卿。我々騎士は、苦しいときほど笑みで乗り切らないといけないのさ」

　微笑ほほえむエフィ。だがそれは裏を返せば、今がせっぱ詰つまっているということでもある。

「さぁ、諸君、これから忙いそがしくなるぞ！」

　エフィが、周囲のスタッフに聞こえるよう、声を張り上げた。

「とにかく誰だれになにを聞かれても『事実関係は現在調査中です』と答えるんだ。それ以外の余計なことをしゃべらないように。本国からの通話は全てわたしに回せ。わたしが直接説明する。通話の優先順位はわかっているね？」

　スタッフに向かってテキパキ指示を出すエフィ。ミュスカもその言葉を聞いて、そうね、と立ち上がった。

「そうだったわ……ゴメンね、ハーベスト君。少し取り乱しすぎたわ。わたしは、わたしにできることを精せい一いつ杯ぱいするわ」

　と、ミュスカも忙しく走り回るスタッフに混じって働き始めた。一人だけなにもしないのも悪いので、ボクにできることはありませんか、とシュンはエフィにたずねた。

「え？　あ、いや、君はそこで大人しくしていたまえ。君にできることはないな」

　戦力外通告されてしまった……まぁ、しかたないといえばしかたないが。

「そんな不安そうな顔をしないでくれたまえ。なぁに、万事わたしに任せてくれれば悪いようにはしないさ」

「なんとか、なるんですか？」

「最悪、わたし一人がクビを斬られるくらいで済むようにまとめてみせるよ」

「えっと……冗じよう談だんですよね？」

「冗談になるように今努力しているところだよ」

　深刻すぎて笑えない……シュンは、とんでもないことになったと改めて思った。

　──兄さん──

　かすかな声。だが聞き覚えのある声だ。見ると、部屋の入り口に立つソフィーが小声でシュンを呼んでいた。

「ソフィー」

　シュンは妹に近づきながら声をかける。もちろん、他人には聞こえないように小声だ。

「落ち着いてください、兄さん。すいません、私も八方手をつくしたのですが、皇国内では私にもできることに限りがあります。騒さわぎを沈ちん静せい化させるのは少し難しいですね」

　でも大だい丈じよう夫ぶです、とソフィーは続けた。

「ティンに連れん絡らくがとれました。皇国内なら、ティンの分野です。なんとかすると言っていましたので……」

「シュナブランさん、どこにいますの！」

　バタン、リュリシアが別の扉とびらを勢いよくあけて入ってきた。色白の頬ほおを少し赤くして、呼吸も荒あらい。大急ぎで戻ってきた、という様子だった。

「な、なに、リュリシアさん」

　ソフィーとの会話は聞かれていないはずだが、シュンは少し動どう揺ようしつつ、自然な動きでソフィーから離はなれた。リュリシアはそんなシュンの行動に気づいた様子もなく、そのままシュンに駆かけ寄よると、その手を掴つかんで歩き出した。

「行きますわよ、シュナブランさん、手て遅おくれにならないうちに！」

「え？　どこへ」

　リュリシアはシュンを振ふり返り、驚おどろくべき言葉をのたまった。

「シャンミュニ皇国皇帝陛へい下かのところに決まっていますわ」



　シュンが連れてこられたのはシャンミュニ皇国の皇こう城じよう。首都の中心部に建つ、この国で最も巨大で荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを持つ建造物だった。王国の王おう宮きゆうとはまた違ちがった趣おもむきの城である。

　リュリシアとアンジュ、二人にはさまれるようにして歩くシュンは、皇城の裏手側に回り、そこにあった通用門らしき門をくぐった。皇国の騎士がもちろんそこで警備していたが、リュリシアが会え釈しやくをすると、騎士たちはシュンたちを中に迎むかえ入れてくれた。

「今日の皇帝陛下との謁えつ見けん時間はもう終わっていますの。ですから、これは公式な謁見ではありませんわ」

「じゃ、なんなの？」

「皇帝陛下が私的な時間をさいて、会ってくださるそうですわ」

　いいのだろうか、それ。皇帝といえば皇国で一番偉えらい人なわけで、そんな人がわざわざシュンのために時間をさいてくれたのだろうか？　というか、リュリシアはどうやってそんな約束を取り付けたのだろうか。さっきの門の騎士も、リュリシアと顔見知りみたいにあっさり通してくれたし。

「王国と皇国は昔から友好国ですもの。わたくしも幼いころから何度もこの国には訪れていますわ。エル……皇帝陛下とも、公私交まじえたおつきあいをさせていただいておりますわ」

　つまり、シュンたちが宿舎であたふたしている間、リュリシアは個人のコネで皇帝に話をつけてくれたということか。さすがは王女様。やることが大だい胆たんだ。

　皇城の中、長い階段と通路を進んで辿たどり着ついたのは、皇帝陛下の私室だという。さすがのシュンも緊きん張ちようしてきた。体がこわばる。

　リュリシアが、部屋の扉をノックした。中から返事がある。

「入るがよいぞ」

「失礼しますわ」

　リュリシアが扉をあける──あれ、なんだか今の声、どこかで聞き覚えがある気が……

「なにをしているのですか、シュナブランさん！　頭を下げなさい」

　中に入るや、アンジュがシュンの頭を鷲わしづかみにしてムリヤリ下げる。シュンの顔が毛足の長い高価そうな絨じゆう毯たんに埋うまりそうだった。

「皇こう帝てい陛下。この度たびは無理な願いを聞いていただき、まことにありがとうございます」

「そうかしこまらずともよいぞ、リリィ。余とそなたの仲ではないか。それにここは余の私室。これは非公式な会見じゃ」

「そうですわね、エル。ごきげんよう、お久しぶりですわ」

　と、リュリシアが下げていた頭を上げて親しげに皇帝に話しかける──が、待って欲しい。シュンは、アンジュに押さえられた頭を上げ、聞き覚えのある声の主ぬし、皇帝の顔を見た。

「あ、やっぱりエルだ」

「バカですか、あなたは！」

　バコッ、アンジュがシュンの頭を床ゆかに叩きつけた。

「皇帝陛下ですよ！　あなたごときが気軽に呼び捨てにしていいお方かたではありません！」

「でも、ボクは……」

「そこのもの。シュンを離すのじゃ。そやつは余の友人じゃ。ゆるしてたもれ」

　部屋の奥にある豪ごう奢しやなイスに腰こし掛かけた少女、エルはおだやかな口調でそう告げた。



　エルミタージュ・ル・ヴォルト・ギガティエ──それがシャンミュニ皇国皇帝の名だった。親しいものからはエルと呼ばれているらしい。

　歳はシュンたちと同じ一五歳。前皇帝である母親が急きゆう逝せいしたために若くして即そく位いした少女皇帝。リュリシアとは幼なじみで、互たがいに隣りん国ごくの跡あと取とり娘むすめという関係上、昔から親しかったらしい。改まって互いを紹しよう介かいされたあと、エルにうながされて一同はテーブルを囲み、お茶をご馳ち走そうになっていた。

「シュナブランさん、いつのまにエルと知り合いになっていましたの？」

「いやぁ。会場で偶然会ったんだけどね」

「……偶然会ったにしては、ずいぶん親しそうですわね」

「そうかな？」

　リュリシアが苛いら立だちをごまかすように、お茶のカップに口をつけた。シュンがエルと知り合いだと知ると、彼女は急に不ふ機き嫌げんになったのだ。なぜだろう。

　しかし──シュンは、チラリとエルを見る。開いた扇おうぎで口元を隠かくしているエル。まさか彼女がこの国の皇帝だったとは……

「なんじゃ、シュン、余の顔になにかついておるのか？」

「いや、そうじゃないけど……」

「それとも、余の肉付きの薄うすい体にでも興味があるのかのぉ？」

　……どうやら根に持つタイプらしい。まずいことを言ってしまった。

　ちなみにエルの背後には、従者のようにティンが無言で控ひかえていた。ティンにアイコンタクトで会話を試みてみる。『ティン、エルの正体が皇帝なら早く教えてよ』『……ごめん』『…………』『…………』。会話終しゆう了りよう。ダメだ、ティンが相手だと話が続かない。

「それで、エル。先ほどのことですけど……」

「あぁ、わかっておる。ヴァントを倒たおしたことじゃな」

　エルが鷹おう揚ようにうなずいた。シュンはまたしてもアンジュに頭を押さえつけられた。

「あなたは謝罪しなさい」

「ごめんなさい」

「よいよい。周りのものは大おお騒さわぎしておるが、余は別段気にしておらん。ヴァントにしたって、舞ぶ台たいから落ちただけでたいしたケガはしておらん」

　エルはティースプーンでカップのお茶をかき混ぜた。

「むしろ余は感心しておるのじゃ、シュン。まさかそなたがあのヴァントを倒すとはのぉ。不意打ちとはいえ勝ちは勝ちじゃ。剣けん聖せいを倒したとなると、世が世ならシュンを次の剣聖に任命せねばならぬところじゃぞ──もっとも、今の剣聖はティンじゃが」

　そうつぶやくエルは、傍はた目めにも上じよう機き嫌げんに見えた。言葉通り、ヴァントの件はあまり気にしていないようだった。

「剣聖は我が皇国が誇ほこる大陸最強の騎き士し。剣聖に敗北はゆるされん。たとえ相手がどんな卑ひ劣れつ漢かんであろうと、剣聖は常に勝ち続けねばならんのじゃ。ヴァントは元剣聖ではあるが、あんな形で敗やぶれるなどあってはならぬことじゃ。責められるは油断したヴァントのほうであって、そなたが気にすることはないぞ、シュンよ」

　ならゆるしてもらえるんですね、とシュンは顔を明るくさせた。

「まぁよかろう。王国を相手に大騒ぎをしている家臣どもに大人しくするよう、通達しておく──大騒ぎをしているのは、ヴァント寄りの奴やつらばかりじゃがな」

　静かにお茶を口にふくむエル。リュリシアは、あら、とつぶやいた。

「エル。ヴァント卿きようと、うまくいってませんの？」

「そうじゃな。あやつめ。余がティンを剣聖にしたことがよほど面白くなかったようじゃな。ことあるごとに余にぶつかってくるわ」

　つまらなそうにつぶやくエル。どうやら、皇国内でもいろいろな確かく執しつがあるようだった。

「しかしティン。そなたのほうが見る眼があるのぉ」

「ん？」

「シュンのことじゃ。正直最初に会ったときはなんと無礼なうつけものかと思ったぞ。騎士としての実力も、一いつ般ぱん人にケが生えた程度にしか見えなかったが、まさかヴァントを倒すとはのぉ……あやつが無ぶ様ざまに試合場から転げ落ちる姿は痛快だったわ」

　笑みをこぼすエル。どうやら上機嫌なのは、それが理由のようだ。

「リリィ。そなたはシュンと親しいのかの？」

「親しい、というわけではありませんけど……」

「ただのクラスメートだよ」

　シュンが答えると、リュリシアがキッと睨にらんできた。なんでそんな『余計なことを言うな！』という目をしているのだろう。

「リリィに男友達がおったとは初耳……いや、そういえば、昔言っておったな、一人だけいたと。確かあれは……」

　エルが首をひねっている……と、シュンも思い出した。

　そういえばシュンも子供のころ、知らない女の子と遊んだ記き憶おくがある。生前の父に連れられて遊びにいった先で出会ったカワイイ女の子。あの子は、確か……

「エ、エル。そんな昔の話、どうでもいいのではありませんこと？」

　リュリシアが話をそらそうとしてきた。エルもまた、それもそうじゃな、と話を打ち切った。

「エル。そろそろ時間」

　静かに、背後のティンが告げる。エルも、そうか、とうなずいた。

「すまぬが、余はこの後家臣どもと会議があるでな。これで失礼するぞ。そなたたちは心ゆくまでくつろいでいくがいい……おぉ、そうじゃ、リリィ。そなたたち、なんならこの城に逗とう留りゆうしていくがいい」

「それはけっこうですわ。わたくしたちには自国の宿舎がありますし、王国だけ特とく別べつ扱あつかいしては、他国との関係に影えい響きようしますわ」

「だからこそじゃ」

　エルが扇を勢いよく開いた。

「なにしろ昼間、あんなことがあったのじゃ。余とそなたらが仲なか違たがいするのではないかと誰だれもが思っておるじゃろう。そこでそなたたちがここに泊とまれば、互いの友好を内外にアピールできるというものではないか」

　もっともである。エルもいろいろ考えているんだな、とシュンは感心した。

「なんじゃ、シュン。そなた、余を小こ馬ば鹿かにしているような目をしておるぞ」

「そんなことないよ」

　しかもカンが鋭するどい。

「まぁよい。見ての通り、この城は広い。空あいておる部屋もたくさんあるでな、そなたらの同どう伴はん者しやもみんなここへ呼ぶがいい。決して不自由はさせぬと、この皇国皇帝の名において保証しよう」

「お気持ちはありがたいのですけど、わたくしの一存では決めかねますわ」

「そなたは遠えん慮りよしすぎじゃ。そなたはやがて余と並ぶ立場に就つくのじゃから、今のうちに家臣どもを手なずけておかねばならぬぞ」

「……わかりましたわ。そこまでおっしゃるのでしたら、その申し出をありがたく受け入れさせていただきますわ」

　リュリシアがうなずき、話は決まった、とエルは手の扇をあおいだ。

「夜にはパーティーがある。剣定の各国代表を紹介するレセプションでもあるでな、そこで会うのを楽しみにしておるぞ。ではな」

　と、エルはティンを連れて部屋から出て行った。

「さぁ、わたくしたちも行きますわよ、アンジュ、シュナブランさん。エフィ卿たちに、皇城に来るよう伝えるのですわ」

「かしこまりました、リリィ様」

　リュリシアも立ち上がったので、シュンもそれに続くことにした。

　ともあれ、一時はどうなるかと思ったヴァントとの事件も、エルとの友情でなんとか丸く収まりそうだった。



　その後、エフィやミュスカといった王国のスタッフもシュンたちと合流した。リュリシアが、エルと話して丸く収めた、と告げると誰もがほっとした表情を浮うかべていた。

「ほんと？　本当にもう大だい丈じよう夫ぶ？　これウソじゃないわよね、幻まぼろしでも夢でもないわよね？　わたしは生きていていいのよね？」

　ミュスカなどは何度もそう確認していたほどである。半日しか時間がたっていないのにゲッソリ痩やせているようにも見えた。よほど心労がひどかったらしい。

　エルのすすめにしたがって、シュンたちは今夜ここに泊まることになった。が、さすがに代表チーム全員は多すぎるので、シュンたち代表五人にエフィとミュスカ、他数人の騎士が城に滞たい在ざいし、それ以外のスタッフは、王国の大使館の方に行くそうだ。大使館なら警備も万全だから問題は起こらないだろう、ということらしい。

　そして夜。前もって聞いていたレセプションが皇城のホールで開かれた。言うまでもないことだが、こういった場面に出席するのは、シュンは初めてのことである。

「う～ん、緊きん張ちようするな。正装してこいって言われたけど……」

　シュンに割わり振ふられた個室も、シュン一人が泊まるには広すぎるほど広い上に豪ごう華かだった。広すぎて落ち着かない気持ちになりながらも、シュンは荷物を広げて着き替がえる。

　まぁ、着替えるといっても、新品の制服に袖そでを通すだけなのだが。

「高い服とか買わなきゃいけないのかと思ったけど、助かったなぁ」

　確認したところ、騎士学園の生徒は、学園の制服が正装にあたるそうだ。余計な出費がないのはうれしいが、いつもと同じ服装というのは少し味気なさも感じてしまう。

「ハーベストさん、こちらですよ」

　待ち合わせの場所にいくと、めざとくソフィーがシュンを呼んでくれた。全員正装してきている。シュンとリュリシア、アンジュ以外は全員正規の騎士である。正規の騎士は普ふ段だん着ている制服とは別に、式典用の礼装というものがあって、そちらが正装である。

　ソフィーの着ている制服も、なるほど、華はなやかな赤の生地にいつもよりも多く装そう飾しよくがついていて、かなり豪華そうだった。他の面々も、高価そうな制服を着ている。とくに、選手団監かん督とくのエフィは、金銀に飾かざり立てられた目立つ制服を着ていた。

「あれ？　リュリシアさんも、いつもと違ちがう服？」

「無論です。王国王女であるリリィ様が、みすぼらしい格好をするわけにはいきません」

　なぜか偉えらそうにアンジュが言う。

　リュリシアも学生なのでてっきり制服かと思いきや、いつもと少しデザインが違っていた。王女であるリュリシアは普段から特注の制服を着ているのだが、今日着ている服も、制服のデザインをベースとしつつ、下品にならない程度に肌はだを露ろ出しゆつさせたものになっている。もともとの美び貌ぼうと相まって、いつもよりも輝かがやいて見えた。

「なんですの、シュナブランさん。そんなにジロジロ見て、失礼ですわよ」

「……あぁ、うん、ゴメンね。なんだかお姫ひめ様みたいに見えたから」

「まぁ」

「リリィ様はれっきとした王女です。あなたはなにを愚おろかなことを言っているのですか」

　と、アンジュにはいつものごとくあきれられてしまったが、リュリシアのほうはなぜか少し機き嫌げんがよくなったように思えた。

　そしてレセプション会場に入ると、さっそく声をかけてくる人物がいた。

「おぉ、あいかわらずお美しいですな、リュリシア王女殿でん下か。お久しぶりです」

「あら、ブヴレ卿。ごきげんよう。奥様はお元気でいらっしゃいますの？」

　リュリシアはにこやかに微笑ほほえみながら言葉をかわしていく。

　と、見ていたらリュリシアの周りにドンドン人が集まってきた。誰もが先を競うようにリュリシアの前に出て、アイサツをしようとしている。

　それこそあっというまに人だかりができてしまったのでシュンは驚おどろいてしまったのだが、驚いているのはシュンだけだった。

「はい、お久しぶりです。リドー卿。こちらへどうぞ」

「申し訳ありません。リュリシア殿下は今たいへんおいそがしいのです。ごアイサツはまた後ほど、ということで」

　見ていると、エフィたち王国の騎き士しが手て際ぎわよくリュリシアの周囲を囲みつつ、アイサツをしようとする人を手分けして誘ゆう導どうしていく。数人くらいをアイサツ待ちの列に並べつつ、それ以上集まると会場が混乱するのでまた後ほど、とやんわり断っている。

　ソフィーたちも手際よく人だかりをさばいていた。全然打ち合わせなんてしなかったはずなのにみんなすごいな……いや、あるいは、シュンの知らないところで打ち合わせしていたのだろうか？

　ともあれ、こうしてみると改めてリュリシアは王女なのだと実感してしまう。それはまぁ、リュリシアは美人な上に騎士としても優ゆう秀しゆうでおまけに頭もよく次期国王確定で、もはやため息が出るくらいめぐまれた人生なのだ。人の注目も集めるだろう。

　シュンも、ただ見ているだけではあれなので、ソフィーたちを手伝おうとした。が、なにをすればいいのかわからず、結局スタッフの間を右往左往するしかできなかったので、見かねたアンジュがシュンに近づき、『あなたはけっこうです。一人で食事でもしてきなさい』とまたもや戦力外通告されてしまった……どうでもいいけど、耳元でアンジュが囁ささやくとき、吐と息いきがかかって少しくすぐったかった。本当にどうでもいいけど。

　一人になったシュンだったが、まぁいいか、と持ち前の気楽さで楽観的に考える。アンジュに言われたとおり、ご飯でも食べよう、と思った。

「う～ん……見たこともない料理ばかりだなぁ」

　会場のテーブルには豪華そうな料理が並べられ、立食形式で自由に食べていいようだ。けど、見たところあまり食べている人がいない。みんな飲み物を片手に会場を歩き回って談笑している。食事にはあまり興味がないらしい。

　せっかく美お味いしそうなのにもったいない、ということで、ヒマなシュンは遠慮なく食べることにした。

「うわ、なにこれ、エビ？　カニ？」

　巨きよ大だいな甲こう殻かく類るいが丸ごと大皿に載のっていた。これも食べていいのだろうか？　とりあえず真っ赤なハサミを自分の皿に取ってみる。

「……殻から、は食べられないよね？　どうやって食べるんだろ？　剣けんで殻を斬きるのかな？」

　いや、騎士の剣をそんなことに使うわけにはいかないし……

「あの、よろしいですか？」

「え？　あ、はい」

　と、シュンに声をかけてくれる人がいた。料理を運んでいた給仕の人だ。シュンよりは少しくらい年上の女の子で、メイド服を着た胸の大きな子だった。

「そちらの殻は飾りですので、召し上がるのはちょっと……」

「え、そうなの？」

「剥むき身みをこちらの料理に使用しています。その殻は、このエビを使ったという証しよう拠このために添そえてあるものです」

　全然知らなかった。そういえば、シュンを見つめる人たちがくすくす笑っている。恥はじをかいてしまった！……まぁ、別にいいけど。劣れつ等とう生せいのシュンはもっと大きな恥をかいたことがいくらでもあるので、今さらこの程度で動じたりはしない。

「わざわざ教えてくれてありがとう。ボク、こういうところ初めてだからよくわからないんだよね～」

　ははは、と明るく笑ってごまかすシュン。給仕の子はそんなシュンを見て、くすっとかわいく笑みをこぼした。

「この料理も美味しいですけど、こちらの鴨マグレ・胸ド・カ肉ナールを使ったものも美味しいですよ。うちの料理長の得意料理なので」

　勧すすめられた料理も食べてみると、肉にコクと甘みがあってとても美味しかった。というか、こんな美味しい肉初めてだ。

　すごく美味しいと素直に感想を言うと、他にもお勧め料理を色々教えてくれた。そのどれもが初めて食べる料理だったが、びっくりするくらい美味しい。

　シュンが喜んで食べていると、さっきの子がこちらもいかがですか、と次々新しい料理のお皿を持ってきてくれる。どうやら、他の人があまり食べないものだから、パクパク食べるシュンのところに持ってきてくれているようだ。

「あなた、昼間ヴァント様を倒たおしたかたですよね？」

「え？　あぁ、うん、まぁね」

　どうやらシュンのことを知っていたようだ。その子は、興味深そうにシュンのことを見つめていた。

「正直、どんな怖こわい人かと思っていましたけど、とても気さくなかたですね」

「そうかな？」

「えぇ。あのヴァント様を倒すなんて、本当にお強いんですね。さっきから給仕係の間であなたのことがウワサになっていますよ」

「別に強くないよ。運がよかっただけだし」

「ご謙けん遜そんを」

　事実なのだが、相手の子はすっかり勘かん違ちがいして、シュンのことをかざらない謙けん虚きよな騎士だと思ったようだった。

「あの……これ、わたしの連れん絡らく先さきです」

　と、シュンの手を大きな胸むな元もとに寄せつつ小さく折りたたんだメモを渡わたしてきた。

「もしよかったら、今夜呼んでください。お部屋に参りますから」

　なんのことだかよくわからなかったけど、とりあえずお礼を言っておくことにした。

「うん、ありがとう」

　シュンが微笑むと、相手はなぜか熱っぽい視線を返してきた。

　ちなみに、その後も料理を食べていたら、もらったメモはどこかのテーブルに置き忘れてしまった──まぁいいだろう。夜中にルームサービスなんてたぶん頼たのまないし。

　そして、お酒を飲んでだいぶ気分がよくなっていたら──クイッと、シュンの服が引っ張られる。振り返ると、小さな手がシュンの制服をつかんでいた。

「あれ、ティン？　どうかした？」

「……来て、エルが呼んでる」

「え？　なんだろう？」

「いいから来る」

　食事を中断し、シュンはティンに引っ張られるように連れ出された。会場の奥にある扉とびらをくぐって、ホールの裏手側に回り込む。

『お集まりいただいた大たい官かん貴き顕けん、ならびに紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さまに、まずは感謝の言葉を述べさせていただく。此こ度たびも盛大な『統一騎士剣定ルリジオン』を開くことができたのも……』

　見ると、シュンたちがいたホールの正面にある舞ぶ台たいの上にエルが立って、何ごとか演説をしていた。昼間会ったときとはまた違った、きらびやかな服装に着替えている。会場に集まったものはみな会話を中断して、エルの言葉に耳を傾かたむけていた。シュンとティンはそのエルが立つ舞台の横、袖部分にいるのだった。

「なんでこんなところにボクたちは来たの？」

「合図したら、出てくるようにってエルが言ってた」

「ふーん。がんばってね、ティン」

　するとなぜか、ティンがかわいそうなものでも見るような目になった。

「……行くのは、兄にいだよ」

「え？」

　なんだ、それ、聞いてない。そもそもシュンが出てなにをしろというのだ？

『……皆様も知っての通り、三年前、我が国では剣聖が代だい替がわりをした。新たな剣聖の名はティン・ダ・ロリス。歴代最年少の剣聖ながら、歴代最高の実力を持つとも称しようされる騎士である。剣聖ティンが率いる我が皇国の代表チームが明日あしたの特別戦でも優勝するのは明々白々……と言いたいところじゃったが、残念ながらそう容易たやすくはいかぬようじゃ。なぜなら、隣りん国ごくであるジュヴレーヌ王国が最強の刺し客かくを送り込んできたからである──紹しよう介かいしよう。ジュヴレーヌの国家代表、シュナブラン・ノーブ・ハーベストじゃ』

「兄、出番」

「え？　本当にボクが出るの？　なにかの間ま違ちがいじゃ？」

「早く行く」

　ドンッ、ティンがシュンを押す。ティンは小こ柄がらだが、剣聖の力は伊だ達てではない。シュンはあっさり吹ふっ飛とばされ、エルの立つ舞台に飛び出て、勢いあまってどさりと情けない姿でうつぶせに倒れてしまった。

「あ、どうも」

　シュンはとりあえずそうつぶやくが、ホールの中は怖いくらいに静まりかえっていた。大陸中の騎士が注目する中、いきなり出てきて壇だん上じようで転んだ男、それが今のシュンである。

「え、えっと……」

　なんとかごまかさないと──シュンはあわててそう考えた。

　シュンは倒れた体勢から素早く三点倒とう立りつ。下半身をナナメ前方に傾けながら腰こしから脚あしにかけてを反そらせた。

「ち、地を這はうシャチホコのポォォォォォズッッ!!」

「…………」

「…………」

「…………」

　会場を静せい寂じやくが包んだ。誰だれもが絶句している。沈ちん黙もくがつらい。シュンはシャチホコの姿勢で固まったまま、どうすればいいのか自分でもわからなくなった。

『……と、このようにユーモアも解するのがシュナブランという男じゃ』

　いち早くショックから立ち直ったらしいエルがフォローしてくれる。

　パチパチパチ──遅おくればせながら、会場から拍はく手しゆがでてきた。シュンの姿があまりに滑こつ稽けいだったからか、お情けの拍手をしてくれたようだ。それにつられて、パチパチと連れん鎖さ的に拍手が会場中に広がっていく。

　だが、なんだろう。会場を埋うめ尽つくすこの微び妙みような空気。同情がこんなにも心に突つき刺ささるなんて、シュンは初めて知った。

　というか、よく見たら、一番最初に拍手をしてくれた人はソフィーだった！　舞台袖そでではティンまで無表情のまま拍手をしてくれている。お願いだから二人ともやめて！　身内の同情がかえってつらい！

　シュンは、情けないポーズで固まったまま、本気で泣きたくなってきた。





「あんな紹介をされるなんて、わたくし聞いていませんわ」

　その後、壇上から戻もどってきたシュンを迎むかえたリュリシアはご機き嫌げんナナメだった。

　まぁたしかに、自分でも思い出したら投身自殺をしたくなるくらいに恥はずかしい、黒歴史確定の行動だった。



    

  
    
      　ともあれ、あの後エルは会場の微妙な空気をふりはらうように、シュンこそはジュヴレーヌが剣定に送り込んだ最強の刺客だ、といささか誇こ張ちようしながら盛大に紹介してくれた。実際シュンはヴァントを倒しているため、エルの言葉には説得力があった。

『そうか、あれは演出だったのか』『剣定を盛り上げるためにヴァント卿きようはわざと負けたのか』『芝しば居いだったのか』『なるほど、変わった演出だ』『プライドの高いヴァント卿がよく引きうけたな』『いやいや、エルミタージュ陛へい下かもおもしろいことをする』

　と、エルの説明を聞いた会場の人間は勝手にそう納得してくれた。そのおかげで、王国へ向けられる敵対的な視線がだいぶやわらいでくれたようだった。その点では、エルに感謝しないといけない。

「けど、あんな紹介では、ジュヴレーヌ王国が悪役みたいではありませんこと？」

　不ふ機き嫌げんなリュリシアがプリプリ怒おこりながら言う。

「悪役が悪いとは思いません。むしろ、舞台を盛り上げる悪役は必要不可欠です。昼間の失態を演出の一いつ環かんとしてごまかしてもらえたのですから、皇こう帝てい陛下には感謝すべきでしょうね」

　と、ソフィーがフォローしてくれる。なんにせよ、うまくごまかせたのならよかった、とシュンは思った。

「……けど、なんか、みんなボクたちのほうを見ていない？」

　さっきまで誰にも注目されていなかったはずなのに、いつのまにか、周囲の視線がシュンに集まってきていた。

「それは当然ですわ。エルにあんな紹介をされれば、興味を引かれないはずがありませんもの」

「ど、どうしよう？」

「あなたは余計なことをしゃべらないでください」

　アンジュが静かに、だが有無を言わせぬ口調で言う。

「ヘタなことをしゃべればジュヴレーヌの名めい誉よが傷つきます。あなたは絶対になにもしゃべらないでください。余計なこともしないように。変にしゃちほこばらないように。そしてシャチホコにもならないように」

　それは忘れてください……

「やぁ、ハーベスト君。先ほどは大活かつ躍やくだったじゃないか」

　と、エフィが陽気に笑いながらやってきた。

「けどできれば事前になにをやるかわたしに教えて欲しかったな。またなにかしでかすのではないかとヒヤヒヤしたよ」

「すいません。ボクもいきなりのことで……」

「ともあれ、またもや我々に注目が集まってきたな。とりあえず周囲をうちのスタッフで固めておいたから、野次馬気分の連中に声をかけられることはないはずだ」

「ご苦労ですわ、エフィ卿」

「これが仕事ですから」

　肩かたをすくめるエフィ。この人はいつも飄ひよう々ひようとしてつかみ所がないけど、そういうところがそつない感じだ。たぶん、こういう人が出世するタイプなのだろう。

「あの、よろしいかしら～」

　と、そんなシュンたちに女性が声をかけてきた。ん、とエフィが反応する。

「おっと、申し訳ありません。リュリシア殿でん下かは今疲つかれていらっしゃいます。お話はまた次の機会ということで……」

「あら、そうですか～。けどすみません～。あたくしが用があるのは、そちらのシュナブラン卿なんですけど～」

　シュンを見つめる女性。シュンは、彼女が誰であるか気づいた。というか、その間延びした口調には、いやというほど聞き覚えがあった。

　首元が大きく開放され、胸元までがはっきり見えるデコルテに長い手て袋ぶくろをあわせた女性だった。赤みがかった髪かみを丁てい寧ねいに結い上げ、顔には常に柔にゆう和わな笑みが浮うかんでおり、見るものを惹ひきつけてやまない不思議な魅み力りよくがただよっていた。

「これは驚おどろいた。彼女はアリア・ニコ・ブルトゥレ。王国北西の国、モレサンド合衆国の副大統領だね」

　エフィが、シュンに耳打ちしてくれた。知っているかね、と聞かれたのでうなずく──というか、アリアはシュンの姉だ。もちろんそれは秘密だが。

　しかし、アリアが剣けん定ていに来ているとは知らなかったので、驚きだった。

「モレサンドの歌うた姫ひめだ。恵めぐまれた美び貌ぼうと豊かな歌唱力で圧あつ倒とう的てきな人気を誇ほこる音楽家で、その人気を最大限利用して合衆国副大統領になった。バーガント一の立身出世歌姫とも言われている」

「あらあら～。あたくしのこと、よくご存知ですね～」

「おっと、聞こえてしまいましたか」

　ははは、と笑うエフィ。アリアも手を口に当て、上品な笑いをこぼした。

「先ほどエルミタージュ陛下が紹介なさった～、ジュヴレーヌ最高の騎き士し、シュナブラン卿にごアイサツさせていただきたいのですけど、よろしいですか～？」

「それはもちろん、どうぞ」

　あっさりうなずくエフィ。いいんですか、とシュンは小声でたずねた。

「モレサンドは王国にとって重要な商売相手だ。あの国は立ち位置的に、西方諸国との玄げん関かん口ぐちになっている。できれば仲良くしておきたい相手なのだよ」

　大人の事情だった。シュンとしては、アリアとも話したいのでちょうどいいが。

「見てたわよ、シュンちゃ～ん。目立っていたわね～。もうみんな大おお騒さわぎよ～。お姉ちゃんも嬉うれしいわ～」

「ちょっ、姉さん、こんなところでなに言ってるの！」

　二人でエフィから少し離はなれたら、いきなりアリアがとんでもない言葉を口にした。

「大だい丈じよう夫ぶよ～。お姉ちゃんの《滅神咒具エスカトロイ》を使って、お姉ちゃんたちの声が他の人には聞こえないようにしたの～。普ふ通つうにしゃべって大丈夫よ～」

「そうなんだ。ならいいけど……」

「今会場は、シュンちゃんの話題でもちきりよ～。お姉ちゃんも鼻が高いわ～。ご褒ほう美びに頭なでてあげるわ～」

「さすがにここではやめてよ、姉さん」

「いじわる～」

　少し口をとがらせるアリア。年上なのに、そういう仕草が妙みように子供っぽい。けど、そこが魅力的でもあった。

「それより姉さん、剣定に来るなんて聞いてないよ」

「シュンちゃんも出るってソフィーちゃんに聞いたから、うちの代表チームについてきちゃった～」

　えへっ、と微笑ほほえむアリア。いいのだろうか、副大統領がそんなほいほい動いて。

「やぁっとつかまえたのですよ、シュン！」

　と、さらに聞き覚えのあるかん高い声が響ひびく。見ると、人波をかき分けるようにして小柄な人ひと影かげがシュンの方につっこんできた。

「妹蹴撃シスター・キツク！」

　シュッ、と小さな脚あしによる鋭するどい蹴けりが放たれた。危ない、とシュンはその蹴りを、正面から片手で受け止める。

「ちょっとクロ。人前で蹴りはやめてよね。目立つでしょ」

「む～、シュンのクセに受け止めるなんてナマイキなのです！」

　騒そう々ぞうしく騒ぎ立てるのは、シュンの肩くらいの身長の少女だった。シュンの妹のクロロである。きれいな金きん髪ぱつに飾かざりをつけ、フリルたっぷりでコサージュのついたドレスを着ている。彼女まで剣定に来ていたとは知らなかったので、シュンはまたも驚いた。

「どうしたの、クロまで来て？」

「ふんっ。シュンが剣定に出るとゆーから、どんな無ぶ様ざまな姿をさらすかを眺ながめるために来てやったのです。そうしたらあたくし様が来る前にさっそく醜しゆう態たいさらしてるから、もうおかしくって笑いがとまらねーのです」

　口は悪いが、ようはシュンの応おう援えんに来てくれたらしい。ありがとう、と素直にシュンはお礼を言った。

「来てくれて嬉しいよ、クロ」

「ふんっ、まぁ大天才のあたくし様の助けを借りずに自力でピンチを乗り切ったのは、シュンにしては上出来なのです。褒ほめてやるのです」

「うん、そうだね。けどクロ。こういう場所であんまり騒いだらダメだよ。他の人に迷めい惑わくでしょ？」

「アリアの《滅神咒具エスカトロイ》があるから騒いでも問題ねーのです。とゆーか、シュンのクセにあたくし様を子こ供ども扱あつかいするな、なのです！」

「あぁ、そうそう、あっちのテーブルにお菓か子しがならんでいるけど、けっこう美お味いしかったよ。珍めずらしい南の果物とかもあったよ」

「食べてくるのです！」

　バタバタ、エサに向かって走る犬のようにクロロの姿は消えていった。いいのかな、あんな騒がしくして。

「いいんじゃな～い？　クロちゃんだって、自分の行動には責任持てるお年とし頃ごろよ～」

　アリアは微笑みながら、片手に持った細いグラスの中身を飲んでいる。

「でもさ、ボクとこんな場所で話していていいの？　ボクらって、家の外ではあんまり会わないようにって決めてたよね？」

「今回は特別よ～。ソフィーちゃんやティンちゃんも集まってもらいたいけど、さすがに全員そろうと目立つから、後で別室に集まりましょ～」

　アリアが言う。どうやら、ただ単に剣定見物で遊びにきたわけではなさそうだ。いったいなにが目的なんだろう？

「ちょっとね……あの子たちのこと、そろそろ話し合わなきゃいけないみたいだし～」

　スッと、アリアが目を細めた。アリアがめったに見せない表情である。いったいなにが、とシュンはアリアの視線を追って振ふり返った。

「にゅふっ、シュン兄にぃにアリアじゃ～ん。そんなとこでなに悪わる巧だくみしてるのさ」

「え？　ヴィオ。なんでこんなとこに？」

　現れた人物──彼女もまたシュンの妹であるヴィオこと、ヴィオニエだった。小こ柄がらだがスタイル抜ばつ群ぐんの肢し体たいを、露ろ出しゆつ過多な服装で包んでいて、明らかに周囲の注目を集めていた。

「…………」

　ヴィオの背後には相方ともいうべき妹、シラーがいた。こちらは黒い夜会用ドレスを着ている。シラーは長身なので、ドレスが似合っていた。似合いすぎて、ヴィオの妹に見えない。どう見てもシラーのほうが年上だ。ただ──片手に持った大皿に不作法にも料理を山盛りにして、モグモグすごい勢いで食べているのがひどくミスマッチであった。

「なにさ、シュン兄ぃ見てくれなかったの、あたしらの活躍をさぁ」

　活躍？　なんのことだろう。

「あたしとシラーも今回剣定出てるのさ。一いつ般ぱん参加の本戦で、優勝しちゃった。ま、楽勝だったけどさぁ」

　軽く言うヴィオ。そうだったのか……よく考えたら、結局シュンは剣定の試合をほとんど見ていない。ヴィオたちが参加していたことさえ初耳だ。

「ヴィオちゃん。ちょっとお話いいかしら～？」

　アリアがすっと、ヴィオの前に歩み出る。

「なにさ、アリア。今さらお説教でもする気ぃ？」

「……まずは、優勝おめでと～、ヴィオちゃん。お姉ちゃんも嬉しいわ～」

　にこやかに告げるアリア。この言葉には、ヴィオのほうが面食らったようだ。

「え？　あぁ、うん……ありがとぅ」

「ちゃんとご飯は食べてる～？　つらいことはない～？　元気に暮らしてる～？　お姉ちゃん、それがずっと心配だったのよ～」

「……心にもないこと言わないでよ、アリア。別に心配なんてしてないくせにさぁ」

「そんな言い方されると、お姉ちゃん悲しいわ～」

　アリアは頬ほおに手を当てながらつぶやいた。

「まぁ、元気ならそれでいいわ～。それはそれとして、なんでいきなり剣定に来たの～？　ヴィオちゃんの性格からして、こういう面めん倒どうな行事って嫌きらいでしょ～？」

「そんなのただの気まぐれさぁ」

「ふ～ん……モニカちゃんの差し金かしら～？」

　モニカ、その名前を聞いたヴィオは、さりげなく視線を外した。

「さぁ。どうだろうねぇ」

「モニカちゃんは剣定でなにをする気なのかしら～」

「別にそーゆー細かいこととか、あたしはどうだっていいさぁ」

「モニカちゃんにも会わせてもらえないかしら～。来てるんでしょ、ここに～」

　のんびりとしたアリアの口調。だがそこには不思議と、容易には逆らえない力があった。

「会いたいなら、自分で会いにいけばいいじゃないのさぁ」

「さっきから会おうと思ってるんだけど、近づけないのよね～」

「会いたくないんだってさ、モニ姉ねぇ」

「もういい、ヴィオ。お前は黙だまっていろ」

　低い声が、ヴィオを制する。黒い背広を着た一団をゾロゾロと引き連れ、人目を引く麗れい人じんがアリアの前に姿を現した。

「……モニカ、姉さん」

　シュンは思わずつぶやいていた、三年ぶりに再会した姉の名を。

　それは絶世の佳か人じんと呼ぶにふさわしい美しさをもった人物だった。ボリュームある髪かみ、くっきりとした目鼻立ち、細ほそ面おもてで、誰だれもが思わず目を奪うばわれるほどの美女である。

　だが、その表情は硬かたく、華はなやかな場であるにもかかわらず、冷たい表情が張り付いていた。女性としては少し鋭すぎる目が、常に油断なく周囲をうかがっている。

　目立つ美女であるにもかかわらず、服装は男物の燕えん尾び服ふくであった。だが彼女の場合、それがひどく似合っており、またそれゆえに強きよう烈れつな存在感を周囲にはなっていた。

「我わたしがアリアと話す。お前は帰れ、ヴィオ」

　ハスキーな声で告げるモニカ。えー、なんでさぁ、とヴィオが口をとがらせる。

「ヴィオ。お前には十分な金をくれてやったはずだ。なのになぜもっとマトモな服を用意しなかった」

「えー、これもかわいーじゃないさぁ？」

「かわいかろうとなんだろうと、こういう場にはふさわしく、ない。今すぐ帰れ」

「けどさ……」

「我たしにあまり恥はじをかかせるな、ヴィオ」

　ゾッとするほど冷たい目で、モニカはヴィオを見た。ビクリ、ヴィオが体を震ふるわせ、顔が青ざめる。無言のままシラーがヴィオの肩かたを叩たたくと、ヴィオはうなずいた。

「わかったさ。帰ればいいんでしょ、帰ればぁ」

　ふてくされた子供みたいな顔をしたヴィオは、行こう、とシラーを連れて去っていった。

「久しぶりね～、モニカちゃ～ん」

　アリアが微笑ほほえみと共に告げるが、モニカはにこりともせずに片手をあげた。

「あいかわらずだな、アリア。それにこんな小細工をして、鬱うつ陶とうしい」

　パチッ、と指を鳴らすモニカ。その瞬しゆん間かん、周囲の喧けん噪そうが元通りになった。あれ、とシュンは首をかしげる。

「あらら～……お姉ちゃんの《滅神咒具エスカトロイ》、解除されちゃった」

　アリアが小声でささやく。モニカが解除したのだろうか。他人の《滅神咒具エスカトロイ》を解除するなんて、そんなことできるのかと、シュンは驚おどろきの眼でモニカを見つめた。

　だいそれたことをしたモニカは、つまらなそうな顔で顎あごをしゃくった。するとモニカの背後にいたブラック・タイをつけた男が前に出て、アリアにうやうやしく紙を差し出した。

「初めまして、モレサンド合衆国副大統領、アリア・ニコ・ブルトゥレ殿どの」

　他た人にん行ぎよう儀ぎに頭を下げるモニカ。アリアに渡わたされた紙は、名めい刺しだった。

「我たしは、サンドルージュ・ミリオン社の取締役会長兼代表執行役プレジダント・デイレクトウリス・ジエネラル、モニカ・ディス・アルトゥスです。どうかお見知りおきを」

「……これはご丁てい寧ねいにどうも～。合衆国副大統領、アリア・ニコ・ブルトゥレです～」

　アリアも、モニカにまるで初対面のごときアイサツを返しながら、名刺を出した。もっとも、モニカは自分でアリアの名刺を受けとろうとはせず、背後の黒服がかわりにそれを受けとっていた。

「本日はどうしてこちらへいらっしゃったのかしら～」

「商用ですよ。我たしのミリオン社は最近手広く事業展開していましてね、この国へ来たのもちょっとした商談があったからです」



    

  
    
      　モニカは斜しやに構えた態度で答えた。

「貴国、モレサンド合衆国にも、我が社は出店させていただいておりますよ。もしよろしければ、そちらの支社へお越こしください。我たしの名刺を出していただければ、最大限のサービスをさせていただきます」

「あらあら～、それはありがとうございます～」

　にこにこ笑顔を絶やさないアリアに対し、モニカの表情は硬いままだ。表面上はお偉えらいさん同士のアイサツでしかないはずだが、場の空気がどんどん張はり詰つめている気がする。

「剣けん定てい、というのは面白いですな」

　と、言ったのはモニカだった。

「千年の歴史というが、設立して十年にも満たない我が社の者でも簡単に優勝できるのですから、いやはや、誰でも気軽に楽しめる実に面白いイベントです」

　皮肉げに口元をゆがめるモニカ。その声は大きく、周囲の客が、なにごとかとモニカに注目しはじめた。

「とはいえ、我たしにとっては歯ごたえがなさ過ぎて、退たい屈くつすぎる気もします」

　その発言に、周囲の騎き士したちの緊きん張ちようが高まった。当然だ。モニカの言葉は、今日まで剣定に参加してきた多数の騎士を侮ぶ辱じよくするものだったからだ。

『なんだ、あの女』『なんて無礼な』『あれだ、ミリオン社の女社長』『成り上がり者か』『調子にのりおって』『どうしてこんなところに』『ふざけた態度だ』

　当然だが、周囲から一いつ斉せいに敵意のこもった視線がモニカに注がれた。だがモニカは全く動じた様子がなく、むしろ自分に集まる害意を楽しむかのように、口元を歪ゆがめた。

「なにを騒さわいでおるのじゃ、騒そう々ぞうしいぞよ」

　が、そこへ新たな乱入者があった。エルである。開いた扇おうぎで口元を隠かくしながら、しずしずと、モニカとアリアが話し合っている場へ歩いてくる。周囲に集まっていた人だかりは、エルを中心に左右へ分かれた。エルのすぐ後ろにはティンとヴァント、現剣聖と前剣聖がつき従っていた。

「確か、モレサンドのブルトゥレ殿と、フォローヌのアルトゥス殿じゃったかのぉ」

「はい～。エルミタージュ皇こう帝てい陛へい下かにおかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしく～」

「我たしの名を憶おぼえていただけていたとは、光栄ですな、陛下」

　アリアとモニカ、二人の姉妹が頭を下げる。

「今こ宵よいはめでたい席じゃ。あまり無ぶ粋すいなことは言いたくないのじゃが、ハメを外しすぎてもらっては困るのぉ。ここには大陸中の客人が集まっておる。むやみに騒ぎを起こしてもらっては、余が大陸中の笑いものになってしまおう。余の顔を立てると思うて、大人しくしてはもらえぬか」

　剣定の主しゆ催さい者しやであるエルの言葉は重い。ましてや、エルは大陸最強の騎士とされるティンにヴァントまで連れているのだ。その圧力は半はん端ぱない、のだが、アリアは変わらずにこにこ笑顔で、モニカは皮肉っぽく口元を歪めて答えた。

「申し訳ありませんわ～、皇帝陛下。あたくしはそんな、騒ぐつもりなどありません～」

「我たしも無論、そのようなつもりはありません」

「酒の席じゃ。昼間の興奮もまだ冷めてはおらぬじゃろう。皆みなが熱くなる気持ちもわかるが、ほどよく楽しんで欲しいものじゃ」

「これは失礼をしました」

　意外なほどあっさりと、モニカが謝罪の言葉を口にした。

「我たしは田舎いなか育ちの成り上がり者故ゆえ、こういった場の作法をわきまえていなかったようです。我たしのせいでご不快な思いをなさった方々には、陳ちん謝しやさせていただきます。お詫わびといっては何ですが、会場にいらっしゃる皆様全員に、サービスさせていただきます」

　言うと、モニカの背後に控ひかえていた黒服たちが、なにか紙を配りだした。

「お配りさせていただいておりますのは、我がミリオン社の特別優待券です。我が社の傘さん下かにある企き業ぎようでしたら大陸全土、どこでも構いません。その優待券を出していただければ、お好きな商品を定価の九割引きで購こう入にゆうすることができます」

『おぉ、それはすごい』『豪ごう気きだな』『ミリオン社の製品は最近評判がよかったな』『一度試してみるのもいいかもしれん』『気前がいいな』『おぼえておくか』

「不興を買ってしまった我たしは、一足先に退出させていただきます。失礼」

　モニカは尊大に周囲を見回した後、黒服の部下たちを引き連れ、ホールから出て行った。

「……皆の者、騒がせてしまったようじゃな。じゃが宴うたげはまだ続く。引き続き楽しんで欲しいのじゃ」

　エルの言葉で、静まっていた会場にまた活気が戻もどってきた。

　若いながらも貫かん禄ろくたっぷりに会場の騒そう動どうをしずめたエルはさすがである。だが、自分の失敗をすかさず自社の宣伝に結びつけたモニカの手しゆ腕わんもなかなかのものだ、とシュンは思った。いや……もしかしたら、モニカはそこまで計算していたのかもしれない。

「モニカちゃんか～」

　小さな声で、アリアはその名をつぶやいた。

「交こう渉しよう決けつ裂れつね～」

　アリアはたった今もらったばかりのモニカの名刺と優待券をビリッと真っ二つに引ひき裂さき、破った紙を近くにいた給仕に手て渡わたした。

「悪いけど、これ捨てておいてちょうだい～」

「はい、かしこまりました」

　じゃあね～、とアイコンタクトでシュンに別れを告げ、アリアは去って行った。残されたシュンは少しだけアリアの背中を目で追ったが、気を取り直し、今一番気になっているものを追うことにした。それはもちろんモニカである。シュンはモニカの去って行った出口から外へ飛び出し、小走りに皇こう城じようの通路を走って行った。

　ただ、そのせいで気づかなかった。エルの背後に立つ元剣聖、ヴァントが自分を睨にらんでいたことに。



「待ってください！」

　黒服に囲まれて歩くモニカを見つけ、シュンは声をかけた。だが、すかさずモニカの部下たちがシュンの前に立ちふさがった。

「アポのないかたと、社長は話しません」

「どうしてもお話ししたいのでしたら、予約を入れて出直してください」

「お引き取りを」

　とりつく島もないとはこのことである。黒服たちは誰もガタイがよく、明らかにシュンよりも強そうだった。たぶん全員正規の騎士クラスの実力がある。シュンの実力では、モニカに近寄ることもできない。

「待て。お前たち、下がれ」

　低い声が響ひびく。たちまちシュンを押し止とどめていた黒服が下がって行った。

「いいだろう。少しだけ話してやる」

　と、モニカ本人がシュンを手招きした。シュンとモニカ、弟と姉は改めて対たい峙じすることができた。

「なんの用だ？」

　燕えん尾び服ふく姿で腕うでを組み、高圧的に見下ろすような体勢で、モニカは言う。

「えっと、その、姉さん。話したいことが……」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　ピシャリ、断言するモニカ。表情は硬かたく、シュンを拒きよ絶ぜつしているかのようであった。

「だが、そうだな、特別に三分間だけ時間をとってやろう」

　モニカが、自分の腕時計を見ながら言った。

「話したいというなら三分で話せ。だが忘れるな、我たしにとって、三分の価値は重いぞ」

　モニカが片手を横に出すと、すかさず黒服が近寄り、火のついた葉シガ巻ールをモニカに手渡した。モニカは紅ルージユを引いた唇くちびるで、蠱こ惑わく的に太い葉シガ巻ールをくわえた。

「我たしは三分もあれば、一億ゴートの金を稼かせぐことができる。お前との三分間に、果たして一億以上の価値があるかな？」

　いきなり三分間と言われて、シュンは面食らった。モニカに言いたいことは色々あったけど、いざ面と向かうと、口が上手く動かない。

「えっと……その、また、昔みたいにみんなと仲良くしようよ」

「ムリだな」

　にべもない返事だった。

「我たしは今非常に多た忙ぼうだ。仲良しこよしの家族ごっこに興じるヒマなど、ない」

「でも、昔はみんな、あんなに仲が良かったじゃない。また、あんな風に……」

「シュナブラン。我たしのモットーを忘れたか？」

　モニカが、葉シガ巻ールでシュンを指しながら告げる。

「我たしは人を信用しない。お前も含ふくめて、この世のあらゆる人間を我たしは信じていない。我たしがこの世で信用するのはただ一つ、金だけだ」

　そう、それはモニカの口くち癖ぐせだった。

「我たしとお前たちとは、住む世界が違ちがうのだ。今後も我たしとお前たちが同じ道を歩むことは、ない」

「でも、ボクらは家族じゃない。もっと家族の絆きずなとかを大切にしたって……」

「家族の絆、か……それにいったいどの程度の価値がある？」

　モニカが口元を歪ゆがめ、シュンを見み据すえた。

「家族の絆とやらは、いったいいくら払はらえば買えるんだ？　そんなに大切だというなら、値段を言ってみろ。即そつ金きんで我たしが買い取ってやる」

「値段なんて、つけられないよ」

「シュナブラン。我たしの二つ目のモットーを教えてやる」

　モニカが、ゆっくりと唇から紫し煙えんを吐はきだした。

「この世に金で買えないものは存在しない。もし存在したとしても、それは金が足りないだけだ」

「姉さん……」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　ピピピピピ、その時、モニカの腕時計がアラームを鳴らした。

「時間だ。撤てつ収しゆうする」

　モニカは言い、吸いかけの葉シガ巻ールをその場で投げ捨てた。すかさず黒服の一人がその葉シガ巻ールを空中でキャッチし、回収した。

「待ってよ、まだ……」

「我たしは約束を果たしたぞ。我たしの貴重な三分をお前にくれてやった。お前の話も聞いてやった。もう十分だろう。この三分に、いったいいくらの価値があったというのだ。とんだ時間の無む駄だだったな」

　全てを見下すような態度と口調で吐き捨て、モニカは黒服を連れて歩き出した。もはや話すことなどない、とその背中が物語っていた。

「姉さん！」

　思わずシュンは大声を出した。モニカは振ふり返ろうともしない──かと思ったが、違った。モニカは再度足を止め、チラリとシュンを振り返った。

「シュナブラン。言い忘れていたことがあった」

「な、なに、姉さん？」

「そうだな、かつてお前に姉と呼ばれたよしみで、最後に一つだけ忠告してやる」

　モニカは、低い声でシュンに告げた。

「地を這はうシャチホコのポーズは、ない」





「ふむ……どうやら順調に盛り上がっているようじゃな」

　レセプション会場にて、エルは周囲の様子をながめてそうつぶやいた。すぐかたわらに立つヴァントがかすかにうなずく。

「陛下のご威い光こうのたまものでしょう」

「世辞はよいぞ、ヴァント。そなたにも、今回はムリをさせたな」

　老年の騎き士しを見て、エルは告げた。

「ジュヴレーヌとの友好を崩くずすわけにはいかんでな。そなたには少々貧びん乏ぼうくじをひかせてしまったな」

「いいえ、陛下のご命令とあらば、あの程度のことなんでもありません」

　昼間、ヴァントがシュンの不意打ちで倒たおれた一件である。あれは剣けん定ていの演出の一いつ環かんであると周囲に思わせることで、エルはなんとか丸く収めたのだった。

「じゃが、ヴァントよ。そなたらしゅうないな。なぜ倒れたのじゃ？」

　たとえ不意打ちだったとしても、ヴァントならばシュンの攻こう撃げきなどどうとでも対処できたはずだ。少なくとも、エルはそう思っている。

「そうですな。陛下もご存知の通り、わたしももう歳です。そのせいか、最近は昔のように体が動かなくなって参りました。剣聖の座も若いティン卿きようにゆずったことですし、そろそろ引退せねばならぬかもしれません」

「そなたにしては弱気じゃな」

「老兵は引き際ぎわを心得ねばなりません故に」

　ヴァントの言葉に、ふむ、とエルは眉まゆをひそめた……と、その時視界の隅すみに見慣れた顔を見つけた。

「リリィではないか。楽しんでおるか？」

「これは皇こう帝てい陛下。ご機き嫌げん麗うるわしく」

　リュリシアが礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる。エルはリュリシアをジッと見つめた。

「ふむ……改めて見ると、また剣の腕を上げたようじゃな。この前会ったときより強くなっておるぞ」

「陛下にお褒ほめいただけるとは、光栄ですわ」

　頭を下げるリュリシア。エルはうなずきつつ、ふと思い出したようにたずねた。

「ふむ、そういえば、シュンはどうしたのじゃ？　一いつ緒しよではないのか？」

「さぁ……そういえば見えませんわね」

　キョロキョロ、リュリシアが会場内に視線を走らせつつ、すぐにいなくなって困った人ですわ、とぼやいた。

　そんなリュリシアを見て、エルは笑みを浮うかべた。いいことを思いついた、という顔だ。

「のぉ、リリィ。そなたも疲つかれたじゃろ。少し抜ぬけ出さぬか」

「えぇ。ですが、わたくしは……」

「なんじゃ、余の誘さそいを断ると申すか？」

「……いいえ、では陛下の仰おおせの通りにいたしますわ」

　エルは満足げにうなずき、ヴァントを振り返った。

「ヴァント。余は少々抜けるが、後はよろしく頼たのむぞ」

「ですが、陛下がいらっしゃらなくては……」

　ヴァントが顔をしかめるが、エルはゆずらなかった。

「なに、ちと疲れたから休むだけじゃ。少し休んだらまた戻もどってくるのじゃ」

「……かしこまりました、陛下」

「ではリリィ、行くとするかの」

　エルはリュリシアとともに、しずしずと歩き出した。



    

  
    
      
　第四章　温泉と妹といけない関係






「うん、また迷ったね、これは」

　シュンはモニカと別れた後、一人城内をさまよっていた。

「このお城広すぎだよ……しかも案内板とか全然ないし」

　シュンのような庶しよ民みんにとって、高貴な人が住む場所は広すぎだった。レセプション会場に戻ろうとしたのに、どんどん知らない場所へ来てしまった。

　おまけにさっきから全然人と会わなくなってしまった。気のせいか、通路の作りがどんどん豪ごう華かになってきたような気がする。

「まぁ、エルったら……」

「なんじゃ、そなたが……」

　かすかに聞き覚えのある声。この声はリュリシアとエルだと、シュンはすぐに気づいた。

　ちょうどいい。近くにあの二人がいるなら、行ってみよう。この城はいってみればエルの家。エルなら道を教えてくれるだろう。道に迷ったなんて言うとまたリュリシアにあきれられそうだが、背に腹はかえられない。ここは恥はじを忍しのんで道を聞こう。

「えっと……外から聞こえるのかな？」

　見ると、外へ出る扉とびらがあった。確かここは城の中階あたりだったはず。地上よりはかなり高いはずだが、どこにつながっているのだろう？

　鍵かぎのかかっていなかった扉をくぐると、風が吹ふいた。そこは中庭だ。薄暗い中、きっちりと整えられた草木がきれいに生えそろっているのが見える。

　そして前方、大きな山の稜りよう線せんと満天の星空、皓こう々こうと輝かがやく満月が見えた。眼下には首都の町並みが広がり、地上では『魔導灯フアール』による光が明めい滅めつしてひどく幻げん想そう的だった。ひんやりとした夜風がシュンの頬ほおをなでていく。

　さしずめここは、空中庭園とでも言うべき場所だった。すばらしい眺ちよう望ぼうである。

「っと、見とれてる場合じゃない。エルはどこかな？」

　この庭の奥から声が聞こえる。おそらくレセプションの合間の休きゆう憩けいで、夜風に当たりに来たのだろう、とシュンは予想した。リュリシアも一緒らしい。

「向こうが明るいね」

　庭園を無ぶ遠えん慮りよに歩いていくシュン。だんだん二人の声も大きくなってきた。だがなぜだろう。なんだか、視界が悪くなってきた。まるで、霧きりでもかかっているかのようだ。おまけにもう夜なのに、なんだかだんだん気温が高くなっているような……

　と、そのとき、庭石の向こうにエルの顔が見えた。よかった。あとは彼女に道を聞けば。

「ねぇ、エル。ちょっと……」

「どうじゃ、リリィ。これが余の自じ慢まんの露ろ天てん風ぶ呂ろじゃ」

　うわっ……シュンはとっさにその場に転がって物もの陰かげに隠かくれた。

「あら。今誰だれかの声が聞こえませんでしたこと？」

「そうかの。余は気づかなんだが」

　なんということだろう、ただの庭園かと思いきや、奥は露天風呂になっていたのだ。先ほどから視界が悪いと思ったのは、湯気だ。巨きよ大だいな湯船には乳白色のお湯がたたえられている。湯船の周囲はゴツゴツした岩が並び、その岩の間からお湯が湯気をたてながら滝たきのように湯船に流れ込んでいる。眺ながめもよく、それはすばらしい露天風呂だった。

　そして露天風呂にいるということは、言うまでもないことだが、エルもリュリシアも当然裸はだかである。二人の美少女は、恥はずかしげもなく自らの裸ら体たいをさらしていた。

　リュリシアは普ふ段だん制服の上からでもはっきりわかるほどスタイルがいいが、衣服という抑よく圧あつから解放された今、その肢し体たいは完全に自由となっていた。豊かにふくらんだまろやかな胸ははちきれんばかりの大きさでありながら、そよ風にふれただけでふるりとゆれるほど柔やわらかそうだった。胸の大きさと反比例するかのように極限までしぼりこまれ、くびれも見事なウエスト。その下の腰こしは再度まろやかな肉付きを取り戻し、臀でん部ぶへとつながっている。むっちりした太ももからスラリと伸のびる脚きやく線せん美び。まさに芸術の如ごとき至し高こうであった。

　一方のエルは、残念ながら肉付きという点ではリュリシアに劣おとる。むしろリュリシアの隣となりにいることで体の細さがきわだっている。だがそれはエルに魅み力りよくがないということではない。むしろ、リュリシアとはまた別種の魅力に溢あふれていた。華きや奢しやな肩かた、折れそうなくらいに細い体、ほのかな女の子らしい丸み。それはガラス細工のように精せい緻ちで、ちょっとした衝しよう撃げきですぐ壊こわれてしまいそうな、そんな危あやうさを秘めた美しさであった。

　そんな姿が、シュンには見えた……いや、立ち上る湯気のおかげできわどいところは見えなかった、見えなかったはずだ、見えなかったことにしよう。

　──まずい、まずいよ、どう考えてもまずいよ──

　シュンは物陰に隠れながらも心臓がバクバク破は裂れつしそうで、その心臓の音が二人に聞こえてしまうのではないかと冷ひや汗あせを流していた。

　もしここにシュンがいるとバレれば、とんでもないことになる。おそらくシュンの命はない。冗じよう談だん抜ぬきに死ぬ。相手は次期国王候補の王女様と現皇帝陛下である。痴ち漢かん罪ざいとかそういうのを越こえて不敬罪とか国家反逆罪とか国家機密漏ろう洩えい罪とか、そういう罪で殺される。

　──み、見てないよ、ボクは見てないからね、二人とも──

　あぁでも、二人の裸体のなんて美しいこと。これはもうやましい気持ちを抜きにして、神こう々ごうしささえ感じてしまう。ある意味これは芸術鑑かん賞しようなのかもしれない。もうちょっとくらい見ても……いや、ダメだ。そもそもボクは女の子の裸なんて見慣れているんだし、そんな、何度も見るなんて……そんな葛かつ藤とうをするシュン。

　ちなみにシュンが女の子の裸を見慣れているというのは、れっきとした事実である。

　多くの姉と妹に囲まれて育ったシュンは、幼い頃ころは姉にお風ふ呂ろに入れてもらい、ある程度成長したらシュンが下の妹たちをお風呂に入れてあげるのが日課だったのである。

「リ、リリィ様、本当によろしいのでしょうか、わたしまでご一緒させていただいて」

「あらアンジュ、なにを恥ずかしがっていますの？」

「ですが、こちらには皇帝陛下もいらっしゃいますし」

「なに、苦しゅうないぞよ。余に気き兼がねすることなく、そなたも湯船に入るがよいぞ」

　なんてことだ！　今の声はアンジュのものだ。リュリシアとエルだけだと思っていたら、三人目まで加わってしまった。ますますとんでもない状じよう況きようになってしまった。

　アンジュ──リュリシアの従者であり、少し融ゆう通ずうのきかないところもあるが、根は真ま面じ目めな優等生である。彼女の肢体も見事だった。リュリシアほど豊満ではないが、エルほど華奢でもない。適度にふくらんだ乳ち房ぶさ。形のいいおへそ、腰からお尻しりにかけての均整のとれたライン。引ひき締しまった長い脚あし。鍛きたえられた肉体でありながら、ほどよく肉付きのいいバランスの妙みようである。

　アンジュは手で自分の体を隠しつつ顔を赤らめ、湯船の隅すみの方に入っている。なんだろう。ふだんおかたいアンジュが恥じらう表情は、驚おどろくほどに新しん鮮せんで魅力的だった。

「しかしリリィよ……そなた、なにを食べればそんなに胸が大きくなるのじゃ」

　エルが、とんでもないことを口走った。あら、とリュリシアは首をかしげ、湯船でぷかりと浮く自分の豊かな胸を持ち上げた。

「わたくしは特別なことなどしていませんわ。しいていうなら……持って生まれた素質、ですわね。お母様も大きかったですし」

「余の母上も小さかったのじゃ……」

　しょんぼりと、エルが自分の胸をさわりながらつぶやく。

「ぬぅぅ、これではまたシュンの奴やつに肉付きが薄うすいとからかわれてしまうのじゃ」

　まだ根に持っていた！

「お待ちください陛下。シュナブランさんが、そんなご無礼を働いたのですか？」

　ギラリと、アンジュが急に目つきを鋭するどくした。あれ、これもしかして死亡フラグ？

「うむ、そうなのじゃ。あのうつけものめ、余の体をつかまえて肉付きが薄いなどとぬかしおったのじゃ。余にそんなことを面と向かって言ったのは、あやつが初めてじゃ。うぬぬ、思い出したらまた腹が立ってきたのじゃ！」

「それは……とんでもないことを言ったものですね、あの男は」

「そうじゃろう。余の豊かな胸をつかまえて肉付きが薄いなどと、余は悔くやしゅうて今夜は眠ねむれそうにないのじゃ」

「豊かな、胸ですか……」

「なぜそこで目をそらすのじゃ？」

　アンジュが急に口ごもった。それはまぁ、エルの体つきはお世辞にもあれだし、ましてや今はすぐそばに本当に豊かな胸を持つリュリシアがいるのだし。

「そう、ですの。シュナブランさんがそんなことを……」

　そのリュリシアは湯船の中でなにごとかをつぶやいていた。

「シュナブランさんは……お胸は大きい方が好みですのね」

　拳こぶしを握にぎりしめるリュリシア。なんでガッツポーズ？　よくわからない。

　と、冷静に観察している場合じゃない。このまま隠れていてもラチがあかない。カンの鋭いアンジュまで来たのなら、ここは危険だ。早く逃にげないと……

「ん？　今なにか、奥で動きませんでしたか？」

　シュンがいる方向を見て、アンジュがつぶやく。本当にカンが鋭すぎる！

「ふむ、言われてみれば変な音が聞こえた気もするのじゃ」

「妙ですね。もしや、賊ぞくでも？」

　バシャッ、湯船の中で立ち上がるアンジュ。アンジュはそばの岩場に置いてあった剣けんをつかむと、湯船から全ぜん裸らで外に出た。

「少々お待ちください。わたしが周囲を見回って参ります」

　──というか、なんでアンジュは、浴場に剣を持ってきているのだ？

「では頼たのみますわよ、アンジュ」

「おまかせを」

　アンジュは裸体をおしげもなくさらしながら、全裸で剣を構えつつ周囲を探っていく。まずい、まずすぎる！　このままでは、絶対に見つかる！　そしてもし見つかれば、シュンは確実に殺される！

　えぇい、こうなったら──シュンは、覚かく悟ごを決めた。最後の手段を使うしかない。

「む………………………………………………誰もいないようですね」

　周囲をひとしきり探った後、アンジュはつぶやき、構えを解いた。

「わたしの取り越し苦労だったようです。お騒さわがせいたしました」

「よいよい。職務熱心なのはよいことじゃ」

　エルが扇おうぎで口元を隠す──というか、エルはエルでお風呂に扇を持ってきたのか。

　ちなみにシュンはどこに隠れているのかというと……灯台もと暗し、湯船の中である。そう、シュンはリュリシアたちの入る湯船の中に隠れるという逆転の発想で乗りきったのだった。お湯は乳白色という色つき。オマケに周囲には湯気が充じゆう満まんしている。外のしげみでコソコソするよりも、思い切って湯船に隠れたほうが見つからないものだ。

　湯船にはお湯がごうごう流れ込んでいるので、シュンの入った水音はかき消された。おまけに湯船はプールのように広いから、隅の方にいればシュンの存在など誰も気づかないだろう。

　もちろんお湯の中で動きにくいので、服は全部脱ぬいだ。今のシュンは全裸である。脱いだ服が見つかっても意味がないので、すぐそばの柵さくのあいだから投げ捨てた。今いま頃ごろシュンの服は眼下の町に舞まい落ちていることだろう。出るときどうするかは、後で考えよう。

「先ほど確かに変な気配を感じたのですが……」

「気のせいじゃろうて」

「ですわね。実際誰もいませんし」

　アンジュが湯船の中に戻もどってきた。おっとここだと危ないかな。シュンは湯船に鼻先まで隠れたまま、音もなくお湯の中を歩き、みんなから遠ざかる位置へと移動する。すると。とんっ、となにかとぶつかった。おっと、岩かな。あれ？　けどこの岩、なんだか妙に柔らかいというか、感かん触しよくが……

「ん」

　シュンの頭上で声が聞こえた。待って欲しい。なんで岩がしゃべるんだ。いや、問題はそこじゃない。なんで「ん」なんだ。その声は、聞き覚えがある。もう十年近い付き合いになるこの声は……

「…………ん」

　湯船の中に立ちつくすティンの腰あたりに、シュンは顔をうずめている体勢だったのである。ティンはあいかわらずの無表情、その冷めた眼まな差ざしがまっすぐシュンを見下ろしているのだった。

「ティティティティむぐっ」

　無表情のまま、ティンがバンっと、シュンの口を片手でふさいだ。

「なんじゃ、ティン。どうかしたかの？」

「……なんでもない」

　エルに答えるティン。ティンはシュンの口をふさぎつつ、反対の人差し指を自分の唇くちびるにあて、しーっと、告げた。静かにしろということらしい。シュンはガクガク何度もうなずいた。静かにするから手を離はなして欲しい！　口と鼻がふさがれて息ができない！

　ティンの手が離れ、シュンは大きく息を吐はいた。やれやれ、ティンのおかげで助かった……じゃない！　このままではティンに誤解されてしまう。今のシュンはどう見てもお風呂をのぞきにきたヘンタイだ。

「ティ、ティン、違ちがうんだ。これは事故なんだよ。お願いだから信じて……」

「ん、信じる」

　うなずくティン……いや、いいのだろうか？　お願いしておいてなんだけど、いくらなんでもあっさりしすぎではないだろうか？

「兄にいの言葉だから、信じる」

　短く断言するティン。その一言の中には、シュンへの強い信しん頼らいがにじみ出ていた。ありがとう、シュンは心から小さな妹にお礼を言った。

　それにしても……もちろんティンも入浴中なので全裸である。エル以上に華きや奢しやで、触ふれればたちまち折れてしまいそうな体。雪のような肌はだは、お湯のおかげで血行がよくなったか、かすかな桜色に染まっている。ティンの体は残念ながら起き伏ふくにとぼしかったが、それでもシュンの記き憶おくにある小さな子供のときとくらべれば随ずい分ぶん成長していた。なのにティンはシュンの前でもまったく恥はじらわず、体を隠かくそうともしない。なんだか、見ているシュンのほうが恥ずかしくなってきた……

「兄、座って」

「え、なんで？」

「いいから座る」

　湯気の中、シュンは言われるまま湯船の中であぐらをかく──と、ティンはそのシュンのヒザの上に自分の小さなお尻をのせてきた。

「ちょまっ」

「…………ん」

　ティンはそのままくつろぐように、シュンの胸板に頭をあずける。シュンは変な悲鳴をあげそうになって、必死に声をおさえた。いや、確かに昔、子供のころ、今より小さかったティンをお風呂に入れるときは、ヒザの上にのせてあげたりもしたけど……さすがにこの状じよう況きようは、不意打ちである。

「ティン、どうしたのじゃ、そんなに離れて。苦しゅうないぞ。もそっと近づくがいい」

　エルが扇で手招きをするが、ティンは首を振ふった。

「……こっちにいたい。気にしないで」

「そうかの？」

　幸いエルはそれ以上詮せん索さくせず、リュリシアとの会話に興じはじめ、シュンの存在には全く気づいてない。それはよかったが、ティンに座られたシュンはそれどころではない。

「……兄、動かないで」

「で、でもさ、ティン。これどういうこと？」

「あの従者、カンが鋭い」

　アンジュのことだろうか。

「兄が一人で隠れてても、気配でたぶん見つかる」

　確かにそうだ。アンジュが相手では、シュンも隠れきる自信がない。

「ティンの隣となりなら、兄の気配はごまかせる。だから兄、ティンとできるだけくっついて」

　そういう理由だったか……理由はわかった。ティンがシュンのためにやってくれているのはわかる。だけどそんな、シュンのヒザの上で小さなお尻をもぞもぞ動かすのは、やめて欲しい。なんていうか……いろいろまずい。

　ティンはなにかくすぐったそうに身をよじらせようとするし、シュンはちょっとやめてとつぶやきつつもリュリシアたちに気づかれないようにするにはできる限り身動きしないようにしなければならず、結果として、シュンはちっちゃなティンに上に乗られてなされるがまま状態である。

　そしてなぜかティンのほうは心底くつろいだ表情になっていた。いつも無表情なはずのティンの顔がわずかに蕩とろけている。その上鼻歌まで漏もらしている。あのティンが鼻歌である。これはそうとう上じよう機き嫌げんな証しよう拠こだ。

「ティ、ティン……このあとどうするの？」

「このままでいる」

「このままって、いつまで？」

「ずっと」

　え!?　ずっと？　それはどういうことだ？　ティンは、はっと意識を取り戻したかのように瞬まばたきをして、シュンを振り返った。

「……エルたちが上がるまで、このままの体勢でごまかす」

　あ、そういうことか。わかった、了りよう解かい、とシュンはうなずいた。

　しかし……正直だんだん熱くなってきた。湯気がすごいだけあって、お湯の温度がけっこう高い。このまま長時間隠れ続けると、正直湯あたりしそうだ……

「さて、そろそろ上がるとするかの」

　バシャァ、とエルたちが立ち上がる音が聞こえた。

「普ふ段だんならもそっとゆっくり肌をみがくところじゃが、レセプションを抜ぬけ出してきたからの。そろそろ戻らねばなるまいて」

「ですわね」

「宴うたげが終わった後、改めてまた入るとするかの、リリィ？」

「わたくしまでまた付き合いますの？」

「よいではないか。なにを今さら照れておるのじゃ」

「照れているわけではありませんけど……」

　きゃいきゃい女の子たちが会話している。なんで女の子ってこういうときムダに話が長いんだろう……少し頭がのぼせてきたシュンは、ボンヤリと思った。

「ティン、どうしたのじゃ。上がるぞよ」

「……先に上がってて。もう少ししたら、上がる」

　ティンが答える。てっきりエルたちについていくと思ったのに、どうしたのだ？

「兄、服ない」

　あ、そうだった。服がないシュンは、みんながいなくなったら全裸で皇城の廊ろう下かを歩かねばならない。どう考えても犯罪である。死し刑けい確定だ。ティンはそこまで配はい慮りよして残ってくれるのか。なんてやさしい妹だ……シュンは少し感動した。

「どうしたのじゃ、ティン。先ほどから変じゃのぉ。そなた、普段そんなに長風ぶ呂ろはしないじゃろう？」

　エルが怪あやしみはじめた。ティンが、ごまかすように告げる。

「今日は、そういう気分」

「じゃが、そなた体が小さいでな。長湯するとのぼせてしまうぞよ。このあたりでやめておいた方がよいのではないか？」

　確かに、ティンの真っ白な肌が、お湯のせいでだいぶ赤く染まっている。そういえばティンは昔から、夏とか暑い季節は苦手だった。もしかして、けっこうムリをしている？

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐ行くから、先いってて」

「ふむ、大丈夫かの？　そなた、もしやなにか隠しておらぬか？」

　カンが鋭するどい！

「まさか、調子が悪いのではないか、ティン？　ならば隠さず余に話すのじゃぞ」

「大丈夫、平気」

「本当かの？」

　バシャバシャ……エルが湯船の中を歩いてこちらへ近づいてくる。まずい！　いくら湯気がスゴイとは言っても、近づかれたらばれてしまう。なんとかしないと……その辺の岩の上に立って彫ちよう像ぞうのふりをしたらごまかせないかな、ムリかな、ムリだな、絶対ムリだ。

「ん」

　ティンが、シュンの頭を鷲わしづかみにした。なにを、と思うまもなく、シュンの頭がそのまま湯船の中に沈しずめられた。ティンの細い腕うでとはいってもそこは剣けん聖せい。すごい力である。シュンは頭を万まん力りきで固定されたかのように、お湯の中で身動きがとれなかった。そして乳白色のお湯なので、シュンの姿は完全に見えなくなった。

「大丈夫かの、ティン」

「平気」

　モゴモゴ……お湯の中に隠れたシュンは、必死に息を止めていた。さっきからシュンものぼせぎみで、心臓がバクバクいっている。あまり長い間息を止めてはいられない。早くどこかに行ってほしい、と祈いのるシュン。

「……あまりムリをするでないぞ、ティン」

　最後にそう言い残し、エルは湯船から出て、脱だつ衣い場じようへと消えていった……しばらくしてティンの手の力が弱まり、プハッ、とシュンが顔を出す。

「ありがとう、ティン、おかげで助かったよ」

「ん」

　ティンはすまし顔だが、エルが言っていたとおり、少し顔が赤い。

「大丈夫？　のぼせてるんじゃない？」

「ん……嬉うれしすぎてちょっと興奮しただけ」

　ティンが喜ぶことなんて、なにかあったかな？　シュンが首をひねっていると……

「おぉ、ティンよ。言い忘れておったが、そなたは……」

　バンッ、入り口の扉とびらが開き、全ぜん裸らのエルが浴場に戻もどってきた。そして……エルの視界には、湯船の中にいるティンとシュンの姿があった。

「な!?　そ、そなたらは……いったい、なにを……」

「あ、いやそのこれはそのあれだよその……」

　シュンは一いつ瞬しゆんだけ口ごもった後、やおら湯船の中で仁に王おう立だちとなり、堂々と言った。

「悪いね、エル。ボクは今入浴中なんだ。話なら、あとにしてくれないかな？」

　さわやかな笑顔で告げるシュン。エルは、そうじゃったか、とつぶやき、シュンの腰こし辺りに視線を向け、はっとあわてて視線を外した。

「ジャ、ジャマをしたのじゃ。余はそなたの入浴をのぞきにきたわけではないのじゃぞ。本当じゃ、信じてたもれ」

「うん、もちろん信じてるよ、エル。だってボクたちは、友達じゃない」

「おぉ、さすがシュンじゃ。心が広いのぉ。では余は退散するでな」

　扇おうぎで口元を隠しつつ、浴場から出て行くエル。その足音が遠ざかっていく。

　……ふぅ、なんとかごまかせた。シュンは、全裸のまま、額の汗あせをぬぐった、が。

　バタバタバタバタバタ、スゴイ勢いで足音が戻ってきた。

「待つのじゃ！　どう考えてもおかしいのじゃ！　どうしてそなたが余の湯船に入っておるのじゃ！　しかもさっきまで余が入っていたはずなのに！　どういうことじゃ！」

　気づかれた！　まぁ、気づいて当たり前だが。

「そ、それには、話すと長い事情があるんだけど……」

「申してみよ、長くてもかまわん」

「その……月夜が美しかったからです」

「短っ！　しかも意味不明じゃ！　なんなのじゃ、その言い訳は！　幼おさな子ごでももそっとマシな言い訳をするぞよ！」

「そしてエル、キミはその月夜の百倍は美しいよ」

「む……うむ、余が美しいのは事実じゃが、改めて言われると恥ずかしいの」

　テレテレ、エルはちょっとだけ頬ほおを赤くした。うん、初対面のときから少しだけ思っていたけど、この子バカだ。

「……はっ、ごまかされぬぞ。まさかシュン！　そなた、余の入浴を、のののののの、のぞき見ていたのではあるまいな！　いかに余の友人といえど、ゆるさぬぞ！」

「見ていない、見ていないよ！」

「本当か？　余の玉のように美しい肌はだや豊かな胸を見たのではないか？」

「どう考えても豊かには見えなかったけど……」

「見ていたのではないかぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　はっ、誘ゆう導どう尋じん問もん!?「ち、ちがうよ、だっていま、エル裸はだかだよね？」

「ん？……うひゃんっ！」

　予想外にかわいらしい悲鳴をあげ、手で体を隠かくしながらしゃがみ込むエル。が、すぐさま立ち上がると、ぎこちない笑みを浮うかべながらその場で仁王立ちとなった。

「ふ、ふん、余を甘く見るでないぞ、シュン。余はシャンミュニ皇国皇こう帝ていエルミタージュ・ル・ヴォルト・ギガティエじゃ。たとえ一糸まとわぬ全裸を男に見られたとて、生き娘むすめのごとく恥はじらうような無ぶ様ざまは見せんのじゃ！」

「強がってるけど、今かわいい悲鳴あげてたよね？」

「う、うるしゃいのじゃ！」

「噛かんだね」

「うるしゃいうるしゃいうるしゃいうるしゃい！　えぇい、もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたわ！　ティン！　このうつけものを斬きり捨てるのじゃ!!」

　叫さけぶエル。まずい、やりすぎた！　完全に怒おこらせてしまった！　目が本気だ！

「……エル、落ち着く。興奮しすぎ」

　だがティンは冷静に、自分の主あるじをなだめた。

「えぇい、ティン、そもそもそなた、なんでシュンと一いつ緒しよにいるのじゃ！　シュンと二人きりで、余の湯船でいったいなにをしていたのじゃ！」

「…………ん」

　ティンが、眉まゆをひそめて口ごもった。さすがのティンも、この場を切り抜ける言い訳が咄とつ嗟さに思いつかないようだ。

「ティン。余はな、そなたを信しん頼らいしておる。そなたが理由もなしにこんなことをするような者ではないと、わかっておる。ティン、どんな事情があったのじゃ？」

「…………」

　だがティンは無言だ。ティンとシュンが兄妹きようだいであることは他人には秘密である。下手に言い訳をして、ボロが出ては大変なことになる。ティンもシュンも、黙だまることしかできなかった。

「ティン。余にも言えぬ事情か？」

「…………」

「余はそなたを信頼しておるが、そなたは余を信頼してくれぬのか？」

「…………」

「……わかったのじゃ。もういい」

　悲しげに顔を歪ゆがめ、エルはくるりと背中を向けた。

「ティン……しばらくそなたを、余の護衛役から外すのじゃ」

「待って、エル！」

　エルは足早に浴場から出て行き、あわててティンも追っていった。

　口をはさむタイミングを逃のがして湯船に立ちつくすシュンは、一人呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「えっと……ボクの服は？」



　その後、ティンが着き替がえの服を持ってきてくれたので、なんとか無事に脱だつ出しゆつすることができた。制服の予備を持ってきてよかった。

　そのまま会場に戻ったら、リュリシアとアンジュにどこに行っていたのかと責められた。先ほどのお風ふ呂ろで見た二人の姿を思い出してしまい、なにごともなかったようにふるまったらすごい罪悪感に責め立てられた。心からごめんなさい、不ふ可か抗こう力りよくです。

　ただ問題なのはエルのほうである。エルには、シュンがお風呂に忍しのび込んだとバレた。もしかして逮たい捕ほされるかとビクビクしていたが、不思議となんのおとがめもなかった。結局その後、会場にエルが戻ってこないまま、レセプションは終しゆう了りようとなってしまった。

「……エル、部屋から出てこない」

　ティンが、悲しそうに肩かたを落として報告した。従者のティンとも会わないとは、よほど怒っているらしい。

　現在シュンたちがいるのは、皇こう城じよう内の一室である。リュリシアたち王国のメンバーと別れた後、シュンはこっそり自室を抜ぬけ出し、ティンが用意してくれたこの部屋にやってきたのである。

　シュンとティンだけではない。ソフィー、アリア、クロロと、シュンの姉妹たちが部屋にはそろっていた。もちろん他人に気づかれないよう、極ごく秘ひ裏りに集結したのである。

「兄さんとティンは、いったいなにをやったのですか？」

　ソフィーが怪け訝げんに思ったか、たずねてくる。シュンはまさかお風呂をのぞいた、などと言うわけにもいかず、笑ってごまかした。

「ははは、いやぁ……そんな、たいしたことじゃないよ？」

「そうですか。まぁ詮せん索さくはしませんが、遊び歩くのもほどほどにしてください。今は、目の前の問題が優先です」

　ソフィーが言う。そう、シュンたちがこの部屋に来たのは、エルの問題を話すためではないのだ。

「やっぱりモニカの奴やつが現れたのです」

　イスに座ってお菓か子しを食べながら、クロロが言った。この子は自分が食べる分だけお菓子を用意して来たのである。どうやら会場で余っていたものを包んでもらったようだ。姉妹の中でも年少なせいか、クロロはちゃっかりしていた。

「おまけにヴィオとシラーの奴らまで来てるとなると、あいつらかなり本気なのです」

「そうですね。《滅神咒具エルカトロイ》が相手では、並の騎き士しでは相手にならないでしょう。それこそ剣聖クラスでもないと」

　シュンの姉妹はみな、《滅神咒具エルカトロイ》を持っている。当然ヴィオやシラーも同様だ。

「久々にモニカちゃんと話せたけど、あの子はあいかわらずね～」

　アリアが少し困ったような顔で告げる。

「シュンちゃんもなにか話しにいったみたいだったけど、どうだったの～？」

「え？　いや、その……」

「ふんっ、シュンごときがモニカとまともにやりあえるはずねーのです」

　クロロが小こ馬ば鹿かにしたように言う。

「おーかた、いいように言いくるめられてすごすご帰ってきたのです。その落ち込んだ顔見ればすぐわかる……イタッ、なのです」

「クロロ。あなたはもう少し言い方というものを考えなさい」

　ソフィーがクロロをたしなめた。クロロは涙なみだ目めで姉を見上げる。

「だってホントーのことなのです！　シュンが落ち込んでるのは明らかだし、モニカはあいかわらず守しゆ銭せん奴どだし……」

　守銭奴──クロロはモニカのことをそう呼ぶが、シュンはそうは思わない。

　モニカは確かに日ひ頃ごろから金が全てと公言する拝金主義者ではあるが、決して吝け嗇ちではない。むしろ気前はよく、昔からシュンにはよくお小こ遣づかいをくれていた。そんな姉を、シュンは慕したっていた。なのになぜ、モニカはシュンを拒きよ絶ぜつするようなことを……

「まぁいいわ～。それで、クロちゃんは今までモニカちゃんのこと調べてたんでしょ～？　どこまでわかったの～？」

「モニカのいるサンドルージュ・ミリオン社を調べてきたのです」

　シュンたち五人の中で、最年少ながら最高の頭脳を持つクロロは、情報収集能力や状じよう況きよう分ぶん析せき能力に長たけていた。いわゆる参さん謀ぼう役である。

「サンドルージュ・ミリオン社、通つう称しようミリオン社は、モニカが起たてた会社なのです。フォローヌ共和国に本社がある多た国こく籍せき企き業ぎよう。ここ数年、すさまじい勢いで他業種を買収合がつ併ぺいしながら成長しているのです」

「モニカちゃんの商才は～、昔からすごかったもんね～」

「ふん、大天才であるあたくし様ならもっとすごい会社作れるのです」

　ムダにプライドの高いクロロが不満そうだった。

「ミリオン社はもはや企業というより、包ほう括かつ的経済統合体と呼んだ方がいい規模の存在です。私たちがいる大陸東部ではさほどでもありませんが、バーガント西方諸国の経済活動全ぜん般ぱんを実質的に支配しているといっても過言ではないほどです」

　ソフィーが告げる。つまり、シュンなどでは想像できないほど巨きよ大だいな会社ということか。

「そのミリオン社が最も力を入れているのが軍ぐん需じゆ産業──騎士の装備や武器、最新魔導工学を応用した〈魔元素スクレ〉の精製などで、トップクラスの技術を持っていやがるのです。剣けん定ていに出場したのも、自社の武器の優ゆう秀しゆうさを大陸中に見せつけるつもりなのです」

　なるほど。それでわざわざモニカ本人がやってきたのか。

「それだけがモニカちゃんの目的ならいいんだけどね～」

　アリアが頬ほおに手を当てながら首をひねった。

「お姉ちゃんの集めた情報だと、そのミリオン社からこのシャンミュニ皇国に多量の武器が運び込まれたらしいのよね～」

「そうなの？」

「剣定の時期は人の出入りが激しいのです。どさくさで武器を運ぶには最適なのです」

「でもそんなことをして、モニカ姉さんはなにをする気なの？」

「モニカのことだから、絶対ロクでもねーことなのは間ま違ちがいないのです」

「まぁ、武器を他国に持ち込むというのは常識的に考えて、おだやかではない話です」

　と、ソフィーも賛同する。

「ミリオン社の人間がかなり多く入国したという話も聞きました。この剣定で、モニカ姉さんはなにか騒さわぎを起こすつもりかもしれません」

「あんまりケンカは好きじゃないけど、なにかあったらすぐ動けるようにみんな準備しててね～。万が一のときは、モニカちゃんを押さえないといけないわ～」

　アリアが告げる。そう、シュンたちの目的は人類の平和だ。不要な争いをモニカが引き起こそうとするならば、それを食い止めなくてはならない。

「そのときはソフィーちゃんとティンちゃんにがんばってもらうわ～」

「はい、もちろんです」

「……ん」

　戦せん闘とう能力の高い二人の妹、ソフィーとティンがうなずく。だが、ティンはどこか気のない返事をしただけだった。

「ティン、なにか変なのです。今日はいつも以上に無口なのです」

　クロロまで訝いぶかしみだした。ティンの事情を知っているシュンとしては、あんまり詮索されてもまずいな、と思い、話題をそらすことにした。

「えっと……ボクは、どうすればいいのかな？」

「シュンなんて最初から期待してねーのです！　戦力外、問題外なのです！」

「でもボクだって今は《滅神咒具エスカトロイ》があるわけだし……」

「自由に使えない《滅神咒具エスカトロイ》なんてアテにならねーのです」

「あ、でもさ、今日の昼間、少しだけ使えたよ。あのヴァントって、剣聖と戦ったとき」

　シュンは、昼間のアリーナでの出来事を簡単に説明した。

「……そんな感じで、そのときはちょっとだけ《凱旋門兜ドウリオンフ》が使えたんだ」

「ん～、あいかわらずシュンの《滅神咒具エスカトロイ》はよくわからねー理り屈くつで動くのです！」

「クロでもわからないの？」

「大天才のあたくし様にわからないことなんてねーのです！　実際、シュンの《滅神咒具エスカトロイ》もある程度解かい析せきしてきたのです！」

「え、そうなんだ？」

「実物がないから推測なのですけど……《凱旋門兜ドウリオンフ》は、シュンの『敵』、すなわち、『家族に危害を加える存在』と戦うときだけ力を発揮するのです」

　それは知っている。

「ティンとかソフィーの実力は、人間の域を超こえているのです。それに危害を加える存在となると、それこそドラゴンとかそーゆーバケモノみたいな相手じゃなきゃムリなのです」

「ティンより強い人なんていないもんね……けど、ヴァントって人には使えたよ？」

「まー、『剣聖ロワ』ってのは人にん間げん離ばなれした騎士ですから、使えても不思議ではねーのです」

　そういうものなのか、シュンは首をひねった。

「まとめると、シュンの《滅神咒具エスカトロイ》は、あたくし様たちに敵意があってなおかつ超ちよう強い奴相手じゃなきゃ使えねーのです」

「なるほど……あれ？　じゃぁ、あのヴァントさんも、敵意があるの？」

「自分が剣聖クビになって、かわりにティンが剣聖になったのです。ティンを恨うらんでて当然なのです」

「ヴァント卿きようには、少し気をつけたほうがいいかもしれません」

　ソフィーが告げる。

「先ほどのレセプションで、彼からはあまりよくない気配を感じました。単純な敵意ではすませられないような……」

「そうね～。お姉ちゃんもそう思ったわ～」

　アリアもうなずきながら、一同を見た。

「でもとりあえず優先すべきはモニカちゃんね～。明日あしたはモニカちゃんたちの動きに注意しつつ、なにか気づいたことがあったらお互たがい連れん絡らくしましょ～。ヴァント卿のことも少しは気にとめておく、ってことでお願いね～」

「わかったよ」「はい、わかりました」「わかったのです」「ん」

　シュンたちが返事をして、その日の打ち合わせは終わった。その後それぞれがこっそりと部屋を出て、自分たちの場所へと戻もどっていく。

　明日はなにもなければいいな、とシュンは内心で祈いのったものの、その願いが叶かなう見込みが低いこともなんとなくわかっていた。



　シュンたちは知らないことだが──シュンたちが密会をしていたのと同様、やはり皇城内の別室で、とある人物たちが密会を行っていた。

「……予定が変わった。今夜決行するぞ」

　押し殺したような声が告げる。渋しぶい男性の声だった。

「性急だな。あまりいい手とは思わん」

　それに答えるのは、低い女性の声だった。

「あと一日待て。明日には我わたしの部下どもが到とう着ちやくする。計画では、その後行動を起こすはずだったろう」

「予定が変わった。皇こう帝ていがティンと仲なか違たがいした。皇帝は今夜一人で寝ねるそうだ。好機だ」

「予定通りに行動すべきだと思うがな」

「みすみす好機を逃のがせるか。貴様の部下がいなくても、わたしの手の者だけで動ける」

「……わかった。ではあなたの言うとおりにしよう、ヴァント卿。今ある我たしの手て駒ごまだけで、サポートはする」

　と、女性──モニカは告げ、ふぅ、と葉シガ巻ールの紫し煙えんを吐はき出した。

「明日の早朝には、ジュヴレーヌの連中を拘こう束そくする。後は予定通りだ」

「だがヴァント卿──皇帝は殺すなよ。まだ早い」

「わかっている。わたしとて、ムダに血を流すつもりはない」

「ティンはどうする気だ？　あれを倒たおすのは、我たしの手駒では厳きびしいが」

「わたしの部下を向かわせるとしよう」

「それで倒せるか？　仮にも剣聖だぞ」

「わかっている。いざというときはわたし自ら始末する」

「剣聖様が出で張ばるならば安心だな」

「ちゃかすな……では行くぞ。わたしはすぐ準備にうつる」

「わかった。我たしも妹たちを動かそう」

　会話は終わり、二人は別れ、それぞれの場所へ向かって歩き出した。

　そこでモニカは一人歩きながら、ふとつぶやいた。

「皇帝も、剣聖も、あの愚おろかな姉妹と弟も、全て我たしの手の平の上にある」

　ゾッとするほど冷たい声が、誰だれもいない通路に響ひびく。

「誰も彼も好きに踊おどるがいい──所しよ詮せん我たしに勝てる者など、ない」



    

  
    
      
　第五章　信しん頼らいと裏切りと〈天聖騎士エヴアンジル〉






　翌早朝、シュンは目を覚ました。なんだか外が騒さわがしい気がする。シュンが着き替がえて集合場所の大部屋に向かうと、シュン以外のジュヴレーヌ王国のメンバーがそろっていた。

「おはよう、みんな早いね」

「なにをのんきなことを言っているのですか、あなたは」

　アンジュがキッとシュンを睨にらむ。いきなりなんなの、と思ったが、みんなの表情が暗い。

「なにかあったの？」

「ラドワ卿きようが昨晩倒たおれたのです」

　ソフィーが言う。ラドワって……そうだ、五人目の代表メンバー。初日にアイサツしたっきりあまり話してないので、シュンも半分忘れかけていた。

「倒れたって、どういうこと？」

「盲もう腸ちようらしいです。昨夜、苦しげな声で助けを求めた後、そのまま失神したそうで、現在病院で手術を受けています」

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「エフィ卿が病院に付つき添そっています」

「剣けん定ていは、どうするの？」

「ですから、昨夜からそのことでみんな頭を悩なやませているのです！　なにも知らずにのんきに寝ていたのはあなただけです！」

　アンジュから厳きびしい叱しつ責せき。ごめん、と謝りつつ、そんなにたいへんなら、誰だれか起こしてくれてもよかったのに、と思った。起こされてもシュンにできることなんてなにもないけど……そうか、だから誰も起こさなかったのか。納得できたけど、なんとなく悲しくなってきたシュンである。

「いやぁ諸君、ただいま」

　と、エフィが部屋に入ってきた。その表情は明るい。大丈夫だったのだろうか。この人の場合、深刻な状じよう況きようでも明るいからよくわからない。

「やーれやれ、まったくこの国に来てから次から次へと問題ばかり起こって落ち着いているヒマがないね。もしかして呪のろわれているのかな」

　ははは、と冗じよう談だんめかしてエフィが言うが、誰も笑わない。

「それでエフィ卿。ラドワ卿は、どうでしたの？」

「虫ちゆう垂すい炎えんが悪化して腹ふく膜まく炎えんになってました。しばらく前から自覚症しよう状じようもあったはずなのですが、どうやら限界までガマンして、かえって悪化させてしまったようです」

「なんてこと……」

「かなり危険な状態でしたが、偶ぐう然ぜん名医がいあわせまして、緊きん急きゆう手術で一命を取り留めました。ただ、医者によると、とても手術直後に剣定に出るのはムリだと……」

「そうですの……やむをえませんわね」

「はい。本人は、痛み止めを打ってでも出ると主張して、本当に病室を飛び出しかねなかったので、睡すい眠みん薬やくを打ってムリヤリ眠ねむらせました」

　ともあれ、命は助かったということなので、シュンもホッとした。

「ラドワ卿にはわたくしの名で御お見み舞まいの品を送っておきなさい、アンジュ──それで、剣定はどうしますの？」

　リュリシアが問う。問題はそちらである。剣定本番は今日なのだ。

「補欠を出すしかないでしょう」

　エフィが答える。

「剣定には、一人だけ補欠メンバーを登録できます。メンバーがなんらかの理由で出場できなくなった場合、一度だけ補欠と交代できます」

「なるほど……それで、補欠メンバーとはどなたですの？」

　エフィは、背後を振ふり返った。

「ミュスカ卿です」

「え、わたし!?」

　初耳だったか、ミュスカがすっとんきょうな声をあげた。

「学園長、どういうことですか！」

「言葉通り、補欠は君だよ」

「だ、だって、わたしはただの、学園長の補ほ佐さ役のはずですよね……」

「悪いね。あれはウソだ」

　ほがらかに告げるエフィ。この人ひどい、とシュンは思った。

「補欠は監かん督とくであるわたしの権限で決めさせてもらったんだよ。ほら、登録用紙にも君の名前が書いてある」

　エフィが紙を取り出した。シュンも、それを見てみる。リュリシアやソフィー、シュンの名前が並び、一番最後にその名はあった。

『・補欠選手：‥ミュスカ・ニャン（一六）』

「ちょっ！　なんですか、これ！　ミュスカ・ニャンって、わたしのフルネームじゃないし……そもそも一六歳ってなんですか、一六って、年ねん齢れい詐さ称しようじゃないですか！」

「リュリシア殿でん下かとかソフィー卿とか、メンバーのほとんどが一五歳。ラドワ卿でも一七歳だ。そんな中、ミュスカにゃんだけ二十うん歳なんて書いたらきっと君のプライドが傷つくと思ってわたしの独断で修正しておいたよ」

「こっちのほうがよっぽど傷つきますよ！」

　ミュスカは涙なみだ目めだった。まぁムリもない。

「年齢なら問題ないさ。別に君の本当の年齢は、剣定に出場できない年齢じゃないしね、皇こう国こくも見み逃のがしてくれるよ」

「年齢は問題じゃないです……いや、少しは問題ですけど……でもわたしはそんな、剣定なんて……」

「これは命令だよ、ミュスカにゃん。君が補欠であることは事実だし、登録もされている。君は我らが祖国の命運を背負って戦わねばならない。この意味、君ならわかるよね？」

「う……ううううううううううう」

　うなり声をあげ、ミュスカは胸を押さえながらまた胃薬を飲んだ。

「……わかりました、やります」

「安心したまえ、ミュスカにゃん。君の実力は、わたしが一番よく知っている。君は最初から代表選手に選ばれてもおかしくないくらいだ。心配せず戦えばいい」

　シュンは小声で隣となりのアンジュにたずねた。

「ねぇ、ミュスカ先生、そんなに強いの？」

「当たり前です。ミュスカ卿は以前、上級騎き士しにさそわれたことがあるほどの腕うで前まえです。その実力は、王国内でも十の指に入るでしょう」

「そんなに!?」

　意外だった。いつも胃痛に苦しむ情けない姿しか見たことがなかったのに……

「そういうわけですので、殿でん下か。五人目のメンバーとして、ミュスカ卿を入れることにします」

「やむをえませんわ。ミュスカ卿。よろしくお願いしますわね」

「……はい」

　うなずくミュスカ。もはや逃にげ道はないと、覚かく悟ごを決めたようだ。

「さて、では着替えようか、ミュスカにゃん」

「え？　着替えるって、なにをですか？」

「制服だよ。君の服を用意したから、これに着替えたまえ」

　渡わたされた服を見て、ミュスカが悲鳴を上げた。

「これ、学園の生徒用の制服じゃないですか！」

「学生の格好で出場すれば、ミュスカにゃん（一六）の正体がまさか婚こん期き逃のがしぎみな二十うん歳のくたびれた女教師なんて誰もわからないよ、ぷふっ」

「大きなお世話です！　婚期逃してくたびれてて悪うございました！　そもそも学園長だって独身だし、というか、あなた今笑いましたね！」

「笑ってないよ、わたしは大マジメだ」

　この人ひどすぎる──シュンは心底そう思った。

「大丈夫だよ。実際は二十うん歳のミュスカにゃんも、学生の制服を着て『ミュスカにゃん一六歳です、ずっきゅ～ん☆』とでも決めゼリフを言えば、みんなだまされる」

「絶対イヤです、そんなの！」

「あー……なんだろう、ミュスカにゃんの昔の思い出話をしたくなっちゃったなぁ。あれはミュスカにゃんが二回生だった頃ころ、あこがれていた先せん輩ぱいの……」

「ぎゃぁぁぁぁぁっ　それを言わないでっ！　わかりました、着ます、着ますよ、着ればいいんでしょ、この制服！」

「セリフも忘れないでね」

「うっ……わ、わかりました、もうなんでもやってやりますよ、どーせわたしには拒きよ否ひ権なんて最初からないんですしね」

　ミュスカは大人の悲ひ哀あいのこもった眼まな差ざしでエフィから制服を受けとり、着替えるために隣りん室しつに消えていった。目のハイライトが消え、死んだ魚のような目だった。騎士ってたいへんなんだ、とシュンは改めて思った。

　そこでシュンは、先ほどからソフィーが静かだな、と気づいた。ソフィーは会話には加わらず、先ほどから窓の外を見ている。なにやら表情が険けわしい。

「どうしたの？」

　ソフィーに近づき、小声でたずねる。ソフィーは、城の庭を歩く騎士を見ていた。

「あの騎士の剣を見てください」

「あれが、どうかした？」

「あれはミリオン社の製品です」

　モニカの会社だ。そういえば昨日、アリアが、ミリオン社の武器がこの国に大量に運び込まれたって言ってたけど……

「私の見た限り、昨日までの皇国騎士で、ミリオン社の武器を使う者はほとんどいませんでした」

　そんなのよく見ているな、シュンは全然気にしていなかった。

「あの人は、たまたまじゃない？」

「先ほどから五人ほど、同じ武装の騎士を確認しました」

「それって、どういうこと？」

「出で遅おくれたかもしれません……事態は、我々が思っていたよりも厳しいようです」

　顔を上げるソフィー。その時、ドンドン、扉とびらを叩たたく音があった。

「すいません、王国のかたがた。少しお話をうかがいたいのですが、よろしいでしょうか」

　皇国の騎士が来たようだ──だが、次の瞬しゆん間かん、部屋の中にいたジュヴレーヌの騎士たちの表情が険しくなった。なぜなら、すさまじい殺気を感じたからだ。

　そして誰だれよりも早く動いたのは、ソフィーである。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉

　ソフィーの全身を青い〈魔元素スクレ〉の輝かがやきが包み込むと同時に、窓の前から部屋の入り口へと一直線に跳とび、そのまま扉を蹴け破やぶるや、腰こしの剣を振るった。

「な、いきな……」

「応戦、グッ！」

「バカ、な！」

　一瞬の出来事だった。超ちよう高こう速そくで動くソフィーの動きを、皇国の騎士たちはまともに見ることもできなかったようだ。またたくまに廊ろう下かにいた皇国騎士は、倒たおされてしまった。

「ソフィー卿、いったいなにがあった？」

　エフィが鋭するどくたずねる。全員が部屋から飛び出し、倒された皇国の騎士たちを見た。

「彼らは、明らかに私たちを襲おそう気でした。それはみなさんも気づいたはずです」

　静かに答えるソフィーは、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を解除した。ガチャッ、ソフィーの剣けんがスライドして、〈魔弾テイリユル〉が排はい莢きようされた。

「とりあえずは全員気絶しているだけです」

　シュンは周囲を見た。皇国の騎士が十数人倒れている。今の一瞬でこれだけの人数を倒すとは、さすがソフィーの実力はズバ抜ぬけている。

「どういうことですの？　なぜこんなことを、皇国の騎士が……」

「事情を聞いてみるしかないようですね」

　エフィが言い、倒れていた騎士一人を掴つかみあげた。持っていた武器を取り上げた後、容よう赦しやなく顔をビンタして目を覚まさせる。

「……ぁ、顔が痛い……」

「気づいたかい？　いったいなんでこんなことをした？　わたしたちがジュヴレーヌの代表だと、知ってやったのか？」

「トボけるな……お前たちが、皇こう帝てい陛へい下かを誘ゆう拐かいしたんだろう」

　騎士の口から漏もれた言葉に、全員が息を呑のんだ。

「なんだと？　陛下が誘拐されたのか？」

「そうだ……門に異常はない……犯人は、お前たちしかいないと、ヴァント卿が……」

「わかった、もう休みたまえ」

　エフィが合図すると、スタッフの一人が騎士を殴なぐり、相手は再び昏こん倒とうした。

「どうやら、ハメられたようですな、我々は」

　エフィが淡たん々たんと告げる。

「誤解ですわ。事情を説明して誤解を解きなさい」

　リュリシアが言う。

「誤解かどうか、怪あやしいですね」

　ソフィーが告げる。

「わたしたちをムリヤリ逮たい捕ほ拘こう束そくすれば、国際問題です。なのに相手はそれをしようとしてきた。相手に話し合う気があるなら、こんな強引な手は使いません」

「では、どういうことですの？」

「ヴァント卿が犯人かと」

　あっさり、ソフィーが断定する。

「賊ぞくが侵しん入にゆうした形けい跡せきがないのに皇帝陛下が誘拐された。だから犯人は昨日城内に宿しゆく泊はくした私たちだ、というのが相手の理り屈くつです。普ふ通つうに考えれば、あまりに単純すぎる理屈です。そんな理屈でヴァント卿が命令したとなると、ヴァント卿自身が逆に怪しいです。そもそも皇帝陛下を本当に誘拐したとなると、皇国内でもかなり重要な地位にいる人間の協力がなくては不可能です。そして、ヴァント卿が最近皇帝陛下と不仲だというウワサを聞いています。状じよう況きよう証しよう拠こは全て、ヴァント卿が怪しいと告げています」

　スラスラと、ソフィーが理屈を並べる。誰もが驚おどろいたが、ソフィーの説明に反論できるものはいなかった。みんな信じられないと思いつつも、納得せざるをえないようだ。

「……とりあえず、ここに滞たい在ざいするのはまずそうだね。いったん外へ出ようか」

　エフィがそう言いつつ、部屋に戻もどり、隣室の扉を開けた。

「ミュスカにゃん、緊きん急きゆう事態だ。ここは撤てつ収しゆう……」

「うん、わたしもこの制服着たらまだまだ学生でも通用するわよね、けっこう似合っているじゃない」

　満まん更ざらでもない顔で姿見をのぞく制服姿のミュスカは、そのまま決めポーズをとった。

「ミュスカにゃん一六歳です、ずっきゅ～ん☆」

「…………」

「…………」

「…………」

　全員絶句である。なんていうか……もう、コメントのしようがなかった。

「……え？　学園長！　そんな、ノックもなしにいきなりなんで……」

「あぁ……いいからミュスカにゃん、すぐ出るからついてきたまえ」

「え？　でもわたしこんな格好……」

「その服のままでいいから、早く行くよ」

「ち、ちがうんです。今のはそんな、ちょっと若かった頃を思い出して調子に乗ったっていうか……みんな、ちがうんです！」

　ミュスカが涙なみだ目めで必死に叫さけぶ……シュンは、見なかったことにしようと心に決めた。





　剣定特別戦が行われる日の朝──シャンミュニ皇国剣けん聖せい、ティン・ダ・ロリスは一人、目を覚ました。

　寝ね起おきは悪くないほうである。意識はすぐさま覚かく醒せいし、部屋の中を見回す。皇国の重じゆう鎮ちん、剣聖の部屋とは思えないほど質素で、生活する上で必要最低限の家具が並べられただけである。



    

  
    
      「……ん」

　つぶやくティン。いつもなら──ティンは、皇帝であるエルの隣となりの部屋で寝ねる。日によっては一いつ緒しよに寝たりもする。だが、昨夜はそれができなかった。エルが、ティンを拒きよ絶ぜつしてしまったからである。

　普ふ段だんから無表情なティンの顔は、今日も特に変化はない。だが、心持ち肩かたを落とした姿勢で立ち上がったティンは、すぐさま服を着き替がえ、腰に剣を挿さす。そうしている間に城の女給仕が水の入った洗面具を持ってきてくれたので、それで顔を洗って歯をみがく。

　身み支じ度たくを調ととのえたティンはそのまま自室を出た。すると、廊下でティンを待つ人物がいた。

「おぉ、これは剣聖様。あいかわらずお早いですな」

　話しかけてきたのは、若い男だった。皇国の若手騎士であり、今回ティンと同様、剣定の皇国代表チームのメンバーとなった男である。名前は……一回聞いたけど、忘れた。

　ティンを待っていたのは、彼だけではない。他に三人の騎士。全員、代表チームのメンバーである。ティンを入れて五人。このチームで、今日は剣定を戦うことになる。

「……なに？」

「いえいえ、今日は剣定本番。我々の力を大陸中に知らしめる大切な日ですからな。早めに集まって、最後の確認をしようと思ったのです」

　なるほど。ティンには正直そんなもの必要ないが、チームメートとしてつきあうのはやぶさかではない。

「……すぐ行く。ちょっと待って」

　その前に野や暮ぼ用をすませようとするティン。だが、目の前の騎士が告げた。

「皇帝陛下でしたらまだお目覚めではありません。誰とも会わないと、おっしゃっているそうです」

「……そう」

　昨日のこと、まだ怒おこっているのか──ティンは少しだけ落らく胆たんしたが、表面上は変わらず、わかった、とうなずいた。

「なにするの？」

「ご存知の通り、剣定の戦いでは、剣定専用の模も擬ぎ剣けんで戦うこととなっております。剣聖様用に調整した模擬剣を持ってきました。ご確認、いただけますか？」

　鞘さやに納められた剣をうやうやしく差し出す騎士。ティンはかぶりを振ふった。

「別になんでもいい。どの剣でも、一緒だし」

「そうおっしゃらずに、剣聖様用の剣です。技師も特別に力を入れたそうです。万が一ということもあるので、今のうちにご確認ください」

　そこまで言うなら、とティンは差し出された模擬剣を受けとった。

「長さはいいですか？　腰に挿してご確認いただけますか？」

「……ん」

　ティンは腰の剣を外し、受けとった模擬剣を代わりに挿した。長さと重さはちょうどいい。ティンが使いやすい大きさだった。

「お預かりします」

　と、騎士が手を伸のばす。ティンが外した剣のことだ。ティンは無造作に、その手に剣を渡わたした──次の瞬間、騎士は受けとったばかりの剣を、背後の仲間に投げ渡した。そしてその仲間は、受けとったティンの剣をかたわらの窓から外へ投げ捨てた。

「……どういうこと？」

「やっと、剣を手放してくれましたね、剣聖、いや、ティン・ダ・ロリス」

　先ほどまでにこやかな笑みを浮かべていたはずの騎士が、憎にく々にくしげにティンを睨にらんだ。

「我々にとって、剣聖はヴァント様ただ一人。貴様のような小こ娘むすめが剣聖とは認めない！」

　言いざま、そこにいた四人の騎士が一いつ斉せいに剣を抜いた。

「……ん、わかった」

　四人が敵だということが、よくわかった。模擬剣であろうと、ティンの手にあるならそれは立派な武器である。この剣でさっさとこの四人を倒そうと、ティンは思った。

「バカめ、まだ気づかないのか」

　ティンは、腰の剣を抜こうとした。が、鞘から抜けない。明らかに、なにかで固定されている。これではただの棒である。ティンは無表情に、使えない模擬剣を捨てた。

「確かに貴様は強い。だが我々とて、剣聖ヴァント様の下で剣を学んだ身！　剣聖との戦い方は心得ている！　貴様に勝ち目はない！」

「……ん」

　剣を構えた四人に完全に囲まれたティンは丸腰。しかもこの四人は皇国の国家代表に選ばれるほどの腕うで前まえで、連れん携けいもとれている。状況は、圧あつ倒とう的てきに不利だった。

「丸腰の貴様など、我々の相手ではないっ！」

　叫び、一人目が斬きりかかってくる。全身を青い〈魔元素スクレ〉の輝かがやきが包みこむ。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉。速い。風のような速さでティンに斬りかかってくる。

　が、ティンは慌あわてることなく、わずかに体を反そらせ、相手の攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えというきわどさで回かい避ひした。同時に。

「……妹蹴撃シスター・キツク」

　シュパッ、すれ違ちがいざま、ティンの細い脚あしが目にも止まらぬ速さで閃ひらめき、相手の手首を直ちよく撃げきした。

「ヌグッ」

　相手が思わずうめく。雷らい撃げきをくらったような衝しよう撃げきが、相手の腕を完全に痺しびれさせてしまったのだ。手に握にぎっていた剣けんを、取り落としてしまう。

　その剣をすかさず奪うばい取ったティンは、振り向きざま、その騎士の後頭部を剣の腹で殴った。相手はそのままうめき声も漏らさず床ゆかの上に倒たおれ、失神した。

　この間、一秒にも満たない一いつ瞬しゆんの出来事である。追おい詰つめられたかに見えたティンは、瞬まばたき一つしている間に相手の剣を奪い、一人を無力化してしまった。その桁けた外はずれの強さに、残った三人は顔を引きつらせた。

「……丸腰じゃなくなったけど、まだやる？」

　剣を片手に持ち、剣聖の少女は無表情にたずねた。





　そして城を出たシュンたちだったが──いきなり行ゆき詰づまった。城門はすでに完全封ふう鎖さされ、誰だれも通れない状況だったのである。城内は皇国の騎士たちが行きかい、誘ゆう拐かい犯はん捜さがしに躍やつ起きになっていた。皇こう帝ていが誘拐されたというのは、事実のようである。

「困ったね」

　シュンたちは中庭にあった納屋の中に身を潜ひそめていた。リュリシアが悔くやしそうにうめく。

「屈くつ辱じよくですわ、わたくしが、こんな盗ぬす人つとのようにこそこそしないといけないなんて」

「リリィ様、おいたわしや」

　リュリシアは理り不ふ尽じんな状況への怒いかりと、親友が誘拐された事実への悲しみ、それらが複雑に混ざった感情にわなないていた。

　ちなみにここには、シュンにソフィー、リュリシア、アンジュ、エフィにミュスカ、それ以外にエフィの部下の騎士が二人の合計八人の王国メンバーがいた。

　ソフィーやエフィなどは、先ほどから魔ま導どう端たん末まつを使用し、どこかに連れん絡らくを取って情報を収集している。

「……調べた限りでは、本日の剣定は中止が発表されたようです。同時に首都全域に戒かい厳げん令れいが出されて、人が自由に出歩けない状況です。ジュヴレーヌ大使館も混乱していて、まともに身動きできないようです」

　エフィが肩をすくめた。早い話、助けはすぐには来ないということだ。

「……他国の知人に聞きましたが、他の国の代表チームも似たような状況で、宿しゆく泊はく地ちから出歩けないそうです」

「どうしてこんなことに？」

「ヴァント卿きように加えて、ミリオン社も怪あやしいようです」

　ソフィーが告げる。シュンは、昨日会った姉、モニカを思い出した。

「ミリオン社の武器を持つ皇国騎士が今朝から目立っていました。状況判断ですが、ヴァント卿はミリオン社の助けを借りて、クーデターを起こすつもりのようです」

「クーデター？」

「この国の実権を握る気です」

「そんなこと、できるはずがありませんわ。ヴァント卿は一いつ介かいの騎士にすぎませんのよ」

「ですが英えい雄ゆうです。国民の人気も高い。決して不可能ではないかと」

　エフィは、考え込むようにうなずいた。

「ありえなくはないね。少なくとも、わたしたちの巻き込まれた状況と矛む盾じゆんはしない」

「えっと……ボクたち、どうするんですか？」

「ここに隠かくれていても時間の問題で発見される。抵てい抗こうするか、大人しく捕つかまるかだね」

「エルを捜すのですわ」

　リュリシアが言う。

「エルさえ無事なら、誤解も全部解けるはずですわ。誘拐されたというなら、わたくしたちの手で捜して助けるのですわ！」

「それができるのならやりたいところですが、行動を起こすには情報と人手が足りません」

「いいえ、そうでもありません」

　ソフィーが、自分の魔導端末を操作しながら答えた。

「今有力な情報が入りました。首都北部の丘きゆう陵りよう地ち帯たいに、ヴァント卿の別べつ荘そうがあるそうです。現在、その別荘周辺にヴァント卿の手勢が集まって防備を固めているそうです。今の状況を考えると、明らかに不自然な行動です。ここに皇帝陛下がいる可能性が高いです」

「たしかに……だが、君はいったいどうやってそんな情報を手に入れたんだね？」

「私個人の情報網もうです」

　ソフィーがすまし顔で答える。エフィは、その情報をどう扱あつかうべきか、迷っているようだった。情報の信しん憑ぴよう性せいが問題なのだ。

「信じますわ、その情報」

　と、リュリシアが言う。

「ソフィー卿はこういったとき、憶おく測そくだけでしゃべったりするような人ではありませんもの。わたくしは信じますわ」

「ふむ……殿でん下かがそうおっしゃるなら、わたしに異論はありません」

　エフィはミュスカたち自分の部下を振ふり返った。

「聞いていたね、諸君。そういうわけだから、我々は今から独自行動をとって、皇帝陛下の救出に向かうとしよう」

「正気ですか、学園長」

　ミュスカが青ざめた顔で聞くが、エフィは大まじめに答えた。

「冗じよう談だんでこんなことは言えないよ」

「はぁ……わかりました。どーせわたしに選せん択たく肢しなんてないんだし……」

「さすがミュスカにゃん。制服を着き替がえて若返ったら素直だね」

「誰のせいですか！」

　この二人は相変わらずだな、とシュンは感心した。ある意味すごい二人だ。

「北東側の通用門に行くのですわ。あそこなら、比ひ較かく的てき簡単に抜ぬけ出せるはずですわよ」

　リュリシアが言う。

「なんでそんなこと知ってるの？」

「わたくし、子供のころは毎年この国に遊びに来ていましたもの。エルと一いつ緒しよにお城をこっそり抜け出すとき、よくそこを通りましたの」

　皇城の防衛網が筒つつ抜ぬけだった。いいのだろうか、そんな簡単で。まぁ、おかげで今は助かっているけど。

「全員剣はあるね？　皇国の騎士と戦うことになるだろうけど、こちらに攻撃してくる相手には容よう赦しやなく反はん撃げきしていい。けど、こちらから先に攻撃はしないように。後々面めん倒どうになるからね」

　そういったわけで、一同は手に剣を持って納屋を飛び出し、ヴァントの別荘を目指して駆かけ出した。シュンももちろん、自分の力がどこまで通じるかはわからないが、最後まで戦うつもりだ。

『ねぇ、ソフィー』『なんでしょう？』

　併へい走そうしながら、シュンは視線でソフィーと会話する。兄妹きようだいならこれくらい余よ裕ゆうだ。

『さっき言っていた情報網って、もしかして？』『はい、クロロが調べてくれました』





「で、クロちゃん。状況はどうなのかしら～？」

　アリアの問いかけに、クロロは振り向かないまま答えた。

「出で遅おくれたのが痛いのです。シュンとソフィーたちは完全に皇国騎士に包囲されていやがるのです」

　二人は今、アリアが滞たい在ざいしているモレサンド合衆国の宿舎に集まっていた。ここなら皇国騎士も、簡単には手が出せない。

　剣定が中止になり、朝から戒厳令が出された首都は異様な空気に包まれていた。その異常に気づいた二人はすぐさま行動に移ったのだが、昨夜別れたシュンとソフィー、ティンは城内に残ったままで、合流できなかったのだ。完全に後ご手てに回ってしまっていた。

「こーやって人の裏をかきつつ罠わなにはめる手口、絶対モニカの奴やつが裏で指図していやがるのです！」

「そうね～。まさかあの子がこんな急な手に出るなんて、ちょっと予想が外れたわ～」

　クロロは今、イスに座ってヒザの上に本を広げていた。古びた革の装丁がなされた大型の書しよ籍せきであり、クロロはその本のページの上で目にも止まらぬ速さで小さな指を動かし続けていた。

　この本こそ、クロロの受うけ継ついだ《滅神咒具エスカトロイ》である。知識の神〔賢けん爛らんアラドゥ・ノエラ〕の《禁書庫読ビブリオテーク》。〈魔元素スクレ〉を媒ばい介かいとして周辺の情報を収集、伝達することができる。

　クロロが指を動かすと、クロロの周囲の空間にあらたな窓が次々と開いていく。それぞれの窓には大量の文字と数字、映像などがすさまじい勢いで流れていく。クロロはその全ての情報に目を通していた。

「ん～。皇帝はまだ生きているけど、モニカの手中にいるから正直やべーのです。早く助けるべきなのです」

「ティンちゃんは？」

「あのバカ、端末持ってねーのです。皇帝を助けに飛び出して、音信不通なのです」

「シュンちゃんたちをそこへ早く誘ゆう導どうしてあげて～」

「わかっているのです。まかせとけ、なのです！」

　タタタタタタタタタ──クロロが軽快に指を動かす音が、部屋の中に響ひびいていた。

「とりあえず皇国騎き士し団の魔導端末の情報網に侵しん入にゆうして、ニセの命令を出して混乱させてやったのです。これでシュンたちも少しは楽に進めるはずなのです」

「だといいんだけどね～」

「このまま皇国の情報網を引っかき回してやるのです……もうちょっとで皇こう城じようの監かん視しカメラにも接続できそーなのです。うまく情報を引っ張れば……」

　すさまじい速さで流れていく情報を、クロロは瞬き一つせず並外れた集中力で処理していた。それがクロロの才能。情報戦のエキスパートである。

　今回の一件、皇帝の誘拐も、ヴァントの反乱も、それらは皇国内部の問題だ。モニカやクロロなど、他国の人間が表立って動くわけにはいかない。事件に巻き込まれて動かざるを得ないシュンやソフィーたちを陰かげながらサポートするくらいしか、彼女たちにはできることがなかった。

　アリアは内心、もどかしいわ～、と思いつつ、妹たちの奮戦を見守るしかなかった。





「……む、いたたたたた……なんじゃ、ここは、いったい？」

　鈍にぶい痛みによって、エルは目を覚ました。

　全身が、痛い。なんというか、寝ねている間に体を持ち上げられて乱暴に運ばれたような痛さである。まだ視界がボンヤリする。いったいなんでこんなことに……

　確か、夜明け前になにか変な気配を感じて目を覚ましたら目の前に真っ黒い人ひと影かげがあったので、思わず悲鳴を上げようとしたのだが、その瞬しゆん間かん殴なぐられて意識を失って……

「思い出したのじゃ！　余は何者かに誘拐されたのじゃ！」

「ご明察だな、皇帝陛下」

　答える声があった。見ると、すぐそばに目立つ女が立っていた。目つきが少し鋭するどいが、目も覚めるような美女である。なぜか男物のスーツ姿だが、彼女には似合っていた。

「そなた……確か、アルトゥス殿どの」

　周囲を見回すエル。見覚えのない場所だった。どこかの屋や敷しきの中だろうか。ベッドの上にエルは寝かされていた。誘ゆう拐かいされたはずだが、とくに縛しばられたりはしていない。

「手て荒あらな招待をして悪かったな。我わたしの妹たちは少々やりかたが強引すぎて困る」

　この口ぶり、モニカがエルをここへ連れてきたのか。

「余をどうする気じゃ。天下のミリオン社が身みの代しろ金きん目的の営利誘拐などするとは思えんが」

「ご明察。我たしはその程度のはした金には興味が、ない」

　モニカは葉シガ巻ールをくわえていた。その甘ったるい香かおりが、エルにはひどく鼻についた。

「我たしは大きなビジネスチャンスを求めてこの国に来た。あなたには、その犠ぎ牲せいになってもらうことになる」

「……ムダなことを。こんなことをしてもムダじゃ。ティンが、すぐに助けに来るでな」

「ティンをあなたはずいぶん信しん頼らいしているが、愚おろかだな。人間をいくら信頼しても、いつかは必ず裏切られるだけだとなぜわからん」

　冷笑するモニカ。エルは、虚きよ無むを映すモニカのその眼に少し恐きよう怖ふを感じた。

「現に、あなたは我たしの手中にある。ティンは、あなたを護まもれなかった」

「それは……」

　普ふ段だんなら、そんなことはなかった。ティンはいつもエルの隣となりにいた、寝るときでさえも。だが昨日は浴場での一件で、ティンと離はなれて寝てしまった。そのせいで……

「……それでもティンは、助けに来るのじゃ。そなたなどティンがケチョンケチョンのメタメタにしてくれるのじゃ」

　モニカの冷笑は止まらなかった。

「確かにティンは強い。だがこちらも手は打ってある。大陸最強の剣けん聖せいを倒たおせるのは、同じ剣聖だけだ」

「なん、じゃと？」

　そのタイミングを待っていたかのように、部屋の入り口が開き、ノソリと背の高い男が部屋に入ってきた。それは、エルのよく知る男だった。

「ヴァント！……そうか、そなた、裏切りおったな、卑ひ怯きよう者め！」

「裏切った？　どの口がそれを言うか、白々しい。わたしを先に裏切ったのは貴様の方だろう、皇こう帝ていエルミタージュ」

　そうつぶやくヴァントは、憎にく々にくしげにエルを睨にらみつけてきた。元剣聖の老人の眼からは、本気の敵意と憎ぞう悪おが感じられた。エルは、ヴァントが本気で裏切ったのだと知り、ショックを受けた。確かに最近エルとヴァントは対立気味だった。だが、皇国のために長く働いてきたヴァントのことを、エルはそれなりに尊敬していたのである。

「なぜじゃ、ヴァント……そなた、なにが不満だったのじゃ」

「そんなこともわからないから、貴様は皇帝失格なのだ」

　ヴァントは吐はき捨すてるように言う。

「わたしは、この身を皇国に捧ささげてきた。三十年前の魔族との戦争でも、わたしは最前線で戦い、皇国を護った。わたしの人生は、皇国とともにあったといってもいい。だがエルミタージュ。お前は即そく位いするやわたしから剣聖の称しよう号ごうを奪うばい、ティンなどという小こ娘むすめを剣聖にした。これは、ゆるしがたい裏切りだ！」

「それはしかたなかろう。剣聖は、大陸最強の騎士にのみゆるされる称号じゃ。そしてティンは、そなたよりも強い。これは確実じゃ。余の〈神判眼ジヨシユマ〉がそう判断したのじゃ」

〈神判眼ジヨシユマ〉──大陸中でもシャンミュニ皇国歴代皇帝のみが持つとされる能力である。

　皇帝は騎士を一目見ただけで、その騎士の強さを正確に把は握あくすることができるのである。その能力でエルの先祖は皇帝となることができたのだ。剣定という制度そのものも、皇帝の〈神判眼ジヨシユマ〉があったからこそ成り立つ祭典だったのである。

「そうだな。確かにティンは強い。正直、わたしでも勝てるか怪あやしい強さだ。それは認める。だからこそ、貴様はゆるしがたい裏切りをしてしまったのだ！」

　ヴァントが、断罪するように叫さけんだ。

「おかしいと思わなかったのか？　ティンは子供だぞ。あんな小さな子供がどうしてあれだけの力を持っている。どうしてあれだけ強い。どうして大陸最強、どんな騎士でも敵かなわないほどの実力を、あんな子供が持っている」

「それは……余にもわからん。じゃが、余の眼はティンが剣聖にふさわしいと判断した」

「それが貴様の未熟さだ。貴様は若すぎる。だからなにもわからないままティンを剣聖にしてしまったのだ」

　いったいなんだ、とエルは思った。ヴァントは、なにが言いたいのだ。

「わたしには、わかったぞ。なぜなら、わたしはあの戦争を生き抜ぬいたからだ。三十年以上前に起こった北方侵しん略りやく戦争で、わたしは奴らをイヤというほど見てきた」

　ヴァントは、決定的な言葉をエルに告げた。

「あの小娘、ティンは魔族だ」

「ウソじゃ、そんなの！」

「ウソなものか。でなければあの強さは説明できん。若い貴様は知らんだろうが、わたしは戦場であの憎にくき魔族どもとイヤになるほど戦い、何百匹ぴきと葬ほうむってきた。だからこそわかる。間ま違ちがいなく、奴は魔族だ」

「そんなの……」

　エルは、ショックだった。確かにエルは魔族を知らない。エルたちの世代では、魔族との戦争は全て過去の出来事だ。ただ、魔族が卑ひ劣れつな侵略者であり、人類の天敵であるとは教えられてきた。

　そしてティンが……あのティンが、魔族だなんて……

「ヴァント卿きよう。冥めい土どの土産みやげはそのくらいでよかろう」

　モニカが、熱弁するヴァントを諭さとすように言う。

「あまりゆっくりしてはいられんぞ。ジュヴレーヌの連中が、動き出したようだ」

「わかっている……連中はなぜか昨夜は眠ねむらずに一晩中騒さわいでいて、拘こう束そくするチャンスがなかったのだ」

「だから我たしの手て駒ごまが合流するまで動くなと忠告しただろう」

「結果論だ。昨夜の段階で、わたしの判断は間違ってなかった」

　ヴァントは断言した。そのヴァントに向かって、エルが叫んだ。

「ヴァント！　ティンが魔族だというなら、なぜもっと早く余に言わなんだ!?」

　ヴァントは顔を歪ゆがめた。

「言えるはずなかろう──魔族は、現在バーガント大陸にはいないことになっている。もし万が一、人間に魔族がまぎれているなどというウワサが流れたりすれば、世界がひっくり返る。全ては極ごく秘ひ裏りに始末せねばならないのだ」

「そのために、そなたは余を裏切ったのか」

「このヴァント、皇国のためならばあえて汚お名めいも着よう。わたしはこの世から魔族を一いつ掃そうするために、戦ってきたのだ」

「いや、余は信じぬぞ！　ティンが魔族など、まやかしじゃ！」

「ほぅ……ならばいい。本人に直接聞くのが、一番手っ取り早いからな」

　次の瞬しゆん間かん、ズガァァン、と屋敷内で爆ばく発はつが起こった。エルたちがいる部屋の壁かべが一いち撃げきで切断され、ガレキが崩くずれ落ち、外の景色が丸見えとなる。

　そして残ざん骸がいの上には仁に王おう立だちとなる小さな影──ティンの姿があった。





「……なんというか、意外にあっさりここまで来れましたわね」



    

  
    
      「だねぇ」

　走りながらつぶやくリュリシアに相づちを打つシュン。

　あの後シュンたちは強きよう行こう策さくで通用門を越こえたのだが、皇国の騎士が少なく、あっさり突破できた。首都の町並みは戒かい厳げん令れいのせいで人ひと気けがなく、ほとんど素通りで進むことができている。てっきりたくさん追っ手が来ると思ったのに、今のところ皇国騎士の反はん撃げきがほとんどない。どういうことだろう？

「クロロが相手を攪かく乱らんしてくれているようですね」

　ソフィーがシュンにだけ聞こえるように説明してくれた。なるほど。クロロの能力はこういうとき、本当に役に立つ。

　走りながら、シュンは考えていた。もちろん、自分がどうすべきかを。

　シュンは自分が弱いということを知っていた。《凱旋門兜ドウリオンフ》は確かに強力だが、同時にシュンを誰だれよりも弱くしてしまう副作用がある。このままでは、自分は足手まといだ。いったいどうすればいいのか……

「またなにか悩なやんでいますね」

　並走するソフィーが、シュンの内心を見み透すかしたように言う。

「ご安心ください。私がいる限り大だい丈じよう夫ぶです。少なくとも兄さんだけは、絶対になにがあっても護ってみせます」

「ははは……できればそのセリフ、ボクが言いたかったんだけどなぁ」

「私も言われたかったですね」

「え？」

「いえ、なんでもありません……見えてきました。あれが目標です！」

　走りながら、ソフィーが前方を指さした。町を出た先にある丘きゆう陵りよう地ち帯たい。その奥に、一いつ軒けんだけ大きな館やかたが建てられていた。そこがヴァントの別べつ荘そうらしい。

　そしてその建物からは煙えん突とつもないのに煙けむりが出ていた。火事だろうか？　とにかくあそこでなにかが起こっているのは間違いなかった。

「さて……ここらでいったんわたしたちは足を止めます」

　丘おかへ続く道の途と中ちゆう、エフィがそう告げた。そこはちょうど道が細くなった場所だった。

「後ろから追っ手がせまっています。このままだと前後から挟はさみ撃うちにされます。わたしたちがここで奴やつらを食い止めますから、その間に殿でん下かたちの手で皇帝陛下をお助けください」

「はいはい、了りよう解かいです、学園長」

　エフィが合図すると、ミュスカと他二人の騎士が、その場から散開していった。

「エフィ卿。大丈夫ですの？」

「なに、わたしたちだって死ぬ気はありません。皇帝陛下さえ助け出せれば、誤解は解けるはずですからね。それまでの辛しん抱ぼうです。幸いここは護まもりやすい地形ですから、なんとかなるでしょう」

「頼たのみますわよ……さぁ、わたくしたちは先へ行きますわよ」

「了解です、リリィ様」

　リュリシアが合図する。リュリシアについて行くのは代表チーム、すなわちシュン、ソフィー、アンジュの三人だ。

　エルがとらわれているはずの館までは、もうすぐである。いよいよ正念場だと、シュンは気を引き締しめた。





　一方のヴァントの別荘では──

「ティン！」

「ん」

　自分の名を呼ぶエルを見て、うなずくティン。だが、そのティンの前にヴァントが立ちふさがった。

「よくここがわかったな」

「……あなたが犯人だと、すぐわかった。あなたの気配、どんなに離れててもわかる」

「わたしの部下が、ここにくる道を護っていたはずなのだがな」

「みんな、倒たおした」

　あっさりティンが告げる。ヴァントは舌打ちした。

「使えぬ部下どもだ……やはりわたし自ら、魔ま族ぞくを始末せねばならぬか」

「……ん」

　冷たい目で、ティンはヴァントを見た。

「ちょうどいい。皇帝の前でたずねよう。ティン。お前は魔族だな？　隠かくしてもムダだ。お前のその能力、人間の常識をはるかに超こえている」

「……違ちがう」

　ティンは、静かに首を振ふった。

「ティンは、人間」

「本当じゃな、ティン！」

　エルが、叫んだ。

「ティン、信じていいのじゃな！　そなたを、余は信じていいのじゃな！　そなたは人間なのじゃな！」

「…………」

　ティンは、押おし黙だまってしまった。昨夜の浴場と一いつ緒しよだ。ティンはエルのことが好きだ。大好きである。だからこそヘタな言い訳で、ウソをつきたくない。結果、ティンは口ごもることしかできなかった。そしてそれは昨夜と同様、最悪の選せん択たく肢しだった。

「答えは出たな」

　そう告げるのは、エルのかたわらに立つモニカだった。ティンは、自分の姉をいまいましそうに睨にらんだ。

「口ごもるのがなによりの答えだ。あの小こ娘むすめは、自分が魔族と認めたも同然だ」

「そん、な……」

「皇こう帝てい陛へい下か。わかったろう？　あの娘は、あなたをずっとだましていた。あなたのことを愚おろかな人間の娘だと、心の中では嘲あざ笑わらっていた。それが奴の正体だ。だから我わたしは常々言っているのだ。人間は信用できないと。信用すれば必ず裏切られる。なのになぜあなたがたは、そうやってたやすく人を信じようとするのか」

　モニカは言こと葉ば巧たくみにエルの心を乱した。エルも、ティンのことを信じたかった。だが昨日からティンの様子がおかしいとエルは思っていた。エルの心の中にわずかにわきでたティンへの疑ぎ心しん暗あん鬼きの気持ちを、モニカは見み逃のがさなかった。

「エル！」

　ティンは叫さけび、地面を蹴けって、エルを助けようと駆かけ出した。だが、同時にヴァントも剣けんを構え、ティンの前に立ちふさがる。

「ティン。お前とは一度本気で戦いたかった。お前に真の剣聖の戦い方を見せてやる！」

　ティンの眼前、すさまじい勢いでヴァントの剣が迫せまる。ティンはとっさに受け止めたが、受け止めた剣が一いつ瞬しゆんで粉々になってしまった。

　すさまじい剛ごう力りき。ヴァントの一撃は、ティンごと地面を斬きり裂さき、地割れを引き起こしてしまった。ティンの小さな体は衝しよう撃げきではじき飛ばされた、が、ティンは空中で身をよじって一度地面に手をつき、身を翻ひるがえして脚あしから着地した。

　ツーッ、とティンの額から赤い血が滴したたり落ちてきた。ヴァントの一撃を、受け止め損そこねた。その強さは、まさに大陸最強クラスと呼ぶにふさわしいものだった。

「ティン。確かに貴様は強い。老おいて衰おとろえたわたしよりも、その実力は上かもしれない」

　ガギンッ、ヴァントの剣が〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようする音が響ひびいた。

「だが、わたしには何十年も戦場で戦い続けた圧あつ倒とう的てきな経験がある！　お前たち魔族との戦い方も、わたしは三十年も前に編みだしたぞ！」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉。ヴァントを〈魔元素スクレ〉の輝かがやきが包み、その動きが加速する。ティンは歯がみしつつ、後ろに跳とんでヴァントの鋭するどい攻こう撃げきを回かい避ひするので精せい一いつ杯ぱいだった。

「そんな……ティンが、圧おされているじゃと……」

　エルがうめく。ティンたちの戦いは、常人では眼で追うのも困難なくらいの高速で展開されているが、エルの持つ〈神判眼ジヨシユマ〉はその動きをとらえていた。

　ティンとヴァント。この二人ではティンの方が強いと、エルの〈神判眼ジヨシユマ〉は判断していた。だが、今は明らかにヴァントが優勢だった。

「武器の差だよ」

　モニカが、ゆっくりと葉シガ巻ールをくゆらせながら告げた。そういえば、とエルは気づく。ヴァントが使う剣は、エルも見たことがない剣だった。細かい部品が複雑に絡からみ合って剣の形を構成しており、それは武器というよりなにかの精密機械のようだった。

「ヴァント卿きようには我がミリオン社が製造した最新式の騎き士し剣を渡わたしてある。ヴァント卿のために特注したものだ。あの剣が、ヴァント卿の力を一二〇％引き出しているのさ」

　モニカの言葉通り、ヴァントはエルも見たことのないほどの戦せん闘とう力を発揮していた。ティンと互ご角かく、いや、場合によってはティンが圧されていた。

「人間はもろい」

　モニカが重々しく告げる。

「人間は、簡単に裏切る。簡単に裏切られる。大陸最強と信じたティンが、今こうして敗北しようとしている。あなたはまたもティンに裏切られた」

「違うのじゃ、余は、ティンを……」

「信じていると、あなたはまだ言うか？　ではたずねるが、あなたはティンのことをどれだけ知っている？　なにを知っている？」

「それは……」

　エルは、気づいた。自分は、ティンのことをなにも知らない。なんでも知っているようにふるまっていたのに、なにもわからない。自分は、なにもわからない……

「あ、あ、あ……」

　目を見開き、エルは自分の頭を抱かかえた。痛い。ひどい頭痛がする。自分はなにを信じていたか、自分がなにを目指していたか、なにもわからない……

「本当に、もろいものだ」

　ゆっくりと、紫し煙えんを吐はき出しながらつぶやくモニカ。

「皇帝も、所しよ詮せんは思春期の小娘。心が未熟すぎる……それは、我が妹も同様か」

　モニカが見つめる先では、ティンとヴァントの戦いが繰くり広げられていた。剣を失ったティンは、ついに切り札とも言うべき《滅神咒具エスカトロイ》〔剣けん帝ていギュベル・ツェトラ〕の《霊廟籠手モゾーレ》を召しよう喚かんしていた。それはティンの右手を覆おおう籠こ手てであり、その手で触ふれたものから剣を生み出す能力を持つ《滅神咒具エスカトロイ》である。

　一度は剣を砕くだかれたティンだが、《滅神咒具エスカトロイ》の力で再度剣を手にし、ヴァントと激しく斬り結びを繰り返している。だが、互角に見えて、ティンの方があきらかに消しよう耗もうしていた。すでにここにくるまでに連戦だったというのもある。小こ柄がらなティンは、もともと持久戦が苦手だというのもある。だがやはり問題なのは、エルが今、モニカの手の内にあるという事実だ。

　モニカが恐おそろしい姉であることを、ティンはよく知っていた。金こそが全てと断言するモニカは、人間の命をゴミクズ程度としか思っていない。そんなモニカがエルをどうするか、ティンは気になってしかたがないのだ。

「ティン！　お前に見せてやる。剣聖のみにゆるされた、最強の奥おう義ぎを！」

　叫ぶヴァント。同時に、ヴァントの姿が分ぶん裂れつした。ヴァントが十人に分裂したように見える。それはシュンが剣定会場で見た〈残オン像ブル〉という技に似ていた。本来は目くらましの技だが、ヴァントのそれは必殺の威い力りよくを持つ奥義だった。

　ティンは、目の前に迫るヴァントの斬ざん撃げきを受け止めた。が、すぐさまヴァントの分身が反対から斬りかかってくる。分身の攻撃だが、幻げん影えいではなく本物の攻撃だった。十人のヴァントが縦じゆう横おう無む尽じん、四方八方から同時に襲おそいかかり、ティンの全身が一瞬でズタズタに斬り裂かれていった。

「うっ……」

　うめくティン。さしものティンも、劣れつ勢せいである。ティンは傷つきながらも地面に着地し、頭上のヴァントを見み据すえ、飛び出そうとした。が、脚が動かなかった。

　ハッと、振り返る。ティンの足元、地面から伸のびた黒い腕うでがティンの足首を鷲わしづかみにしていたのだ。そのせいでティンはその場から動けなかった。

　ティンはすぐさま剣を逆さか手てに構え、地面に突つき刺さした。だが、土を斬り裂く感覚しか手には伝わってこない。そして。

　ザシュッ、肩かたに、焼け付くような痛み。見ると、ティンの小さな肩を矢が貫つらぬいていた。真っ赤な尾お羽ばねを持つ太い矢だ。狙そ撃げきされた、と気づいたときには、もはや手て遅おくれだった。

　ザザザザザッ、ティンの全身を、無数の矢が貫いた。全身を真っ赤な鮮せん血けつが染め上げる。ティンは、こふっ、とうめき声をもらした。

　そのティンを、地面から伸びた腕が逆さまに持ち上げる。そのままティンの体が投げ飛ばされ、地面に叩たたきつけられた。すさまじい勢いで地面に激げき突とつしたティンの体は、ボールのようにバウンドし、何度も何度も転がり、叩きつけられた。ようやく地面に半ば埋うもれるようにして停止したときには、血と泥どろで汚よごれたティンの小さな体はもはやピクリとも動かなくなっていた。

「にゅふっ、やってやったよ。油断したね、ティンのやつ」

　スタリと、屋根の上からモニカのかたわらに下りてくる少女。それはモニカの妹、ヴィオだった。いつも通り露ろ出しゆつの多い服装に、小柄な体には不ふ釣つり合あいな巨きよ大だいな弓を持っている。ティンを狙撃した矢は、彼女が放ったものだ。

「…………」

　そのヴィオの隣となり、影かげの中から這はい出るように、もう一人の少女が姿を見せた。やはりモニカの妹、シラーである。ティンの動きを地面から止めたのが、彼女である。

「どういうことだ、モニカッ！」

　ヴァントがモニカたちへとつめよってきた。その顔は、怒いかりによって赤く染まっていた。

「どうかしたのか、ヴァント卿？」

「どうもこうもあるか！　騎き士しの一騎打ちに水を差すとはなにごとだ！」

「少し手助けしてやったのだ」

　感謝しろ、と言外に言うモニカ。だがヴァントの怒りは収まらなかった。

「貴様の手助けなどなくても倒せたのだぞ！」

「なに、オッサン。あたしらとやる気ぃ？」

　前に出るヴィオを、ヴァントは睨みつけた。ヴァントの眼光には桁けた外はずれの殺気と圧力が込められており、まともにそれを見たヴィオは思わず後じさってしまった。

「な、なにさ。そんな眼で見てさぁ」

「小物が粋いきがるな」

　吐き捨てるヴァント。彼から見れば、ヴィオたちなどとるにたらない弱兵だった。

「もういい、ヴィオ」

　一人、葉シガ巻ールをくわえたモニカはまったく動じることなく、ヴァントの視線を受け止めていた。

「ヴィオ。ソフィーたちがここに向かっているようだ。お前とシラーはそちらの相手をしてこい」

「け、けど、モニ姉ねぇ……」

「我たしは、行けと言ったのだぞ？」

　実の姉からも睨まれ、ヴィオはバツが悪そうな顔でうなずいた。

「わかったさ、行けばいいんでしょ、行けばぁ」

「…………」

　シラーとともに外へ走っていくヴィオ。そんな二人の妹を見送り、モニカは再度ヴァントを見た。

「そう怒おこるな、ヴァント卿。確かにあなた一人でも、勝てていたのかもしれない」

「かも、ではない。わたしは勝っていた！」

「そうだな、あなただけでも勝っていただろう。だが、より確実な手段があるのに、手をこまねいてなにもしないのは愚おろか者もののやることだ。一〇〇％勝てる相手との戦いでも、二〇〇％勝つ手段があるならそれを選ぶべきだ」

「それを卑ひ怯きようというのだ、商人！」

「合理的、と言って欲しいな、剣聖様」

　ヴァントとモニカ、二人の間に緊きん張ちようが高まった。自分の父親よりも年かさな男と対たい峙じしているのに、モニカにはまったく気き後おくれした様子がない。

「……いいだろう、モニカ。このことは一いつ旦たん置いておく。それで、皇こう帝ていはどうした？」

「首しゆ尾びは上々だ」

　モニカが床ゆかの上に座り込んだエルを指した。エルはうつろな目で、ボンヤリとしている。

「これで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「今は軽い暗示状態なだけだ。しばらくたてば話せるようになる。そしてそのときにはもう、完全にあなたの操あやつり人形だ」

　そうだ。モニカには、他人の心を操るという力がある。その力を使えば、皇帝さえも操り人形にできるとヴァントに話を持ち込んできた。だからこそヴァントはモニカと手を結び、今回クーデターを起こすことを決意したのだった。

　モニカが余よ裕ゆうぶった表情で、葉シガ巻ールを指にはさんだ。

「誘ゆう拐かい事件でヴァント卿に救出された皇帝陛下は、あなたに感謝して今まで以上に頼たよるようになる。国家の緊きん急きゆう時にはあなたに全てを任せるという遺ゆい言ごんを書かせたあと、頃ころ合あいを見て皇帝は殺せばいい。あなたは誘拐事件の真犯人としてジュヴレーヌ王国を糾きゆう弾だんし、戦争を引き起こす。戦時となればいやがおうにも騎士の発言力が増す。あなたが国家の全てを掌しよう握あくするのに、もっとも都合がいい展開だ」

「そうだな、当初の計画通りだ」

「もちろん戦争となれば多くの騎士と武器兵器が必ひつ須すだ。言うまでもないことだが、我がミリオン社が優先してそれらは提供しよう。あなたは全てを手に入れる。我たしは大きな市し場じようを手に入れる。これで問題ないな」

「あぁ、わかっている。最初からそういう約束だ」

　モニカとヴァント、それぞれは互たがいの思おも惑わくを胸に、うなずきあった。

「後はジュヴレーヌの連中をさっさと始末せねばなるまい。王女殿でん下かがいるから、連中は殺すよりも捕ほ虜りよにしたほうが利用価値は高いだろう」

　モニカが言いながらヴァントに背を向けた。

「そうだな、モニカ。そうしよう……ところで、貴様には前から言いたかったことがある」

「なんだ？」

「わたしは、タバコの臭においが嫌きらいなんだ」

　シュバッ、モニカの背後から、ヴァントが剣けんを一いつ閃せんさせた。元剣聖の一いち撃げきはモニカの体をあっさり斬きり裂さき、モニカはその場に倒たおれた。





「なんだか……みんな、もう倒されてない？」

「ですわね」

　シュンたち四人はヴァントの別べつ荘そうに迫せまっていた。ここまでくればヴァントの手下がたくさんいるだろう、そう思っていたのに全然いなかった。

　正確に言うと、それらしい騎士はいたが、全員道ばたに倒れていたのだった。

「誰だれかが倒したようですけど……全員気絶しているようですね」

　アンジュがつぶやく。ありえない、と言っていた。相手は全員正規の騎士。それを一方的に気絶させるなど、よほどの実力差がないとムリだ。

　シュンにはすぐわかった。ティンだ。そんなことができる人物を、シュンはティン以外知らない。きっとティンはエルを助けるため、シュンたちよりも早くここに来たのだ。

　場合によったら、ティン一人でもうエルを助け出しているかもしれない、シュンはそんな楽観的なことを考えた──そのせいで、反応できなかった。

　ズブッ──走っていた脚あしが、いきなり地面に沈しずみ込んだ。

「え？」

「なんですの、これ？」

「リリィ様！」

　まるで地面が底なし沼ぬまになったかのようだった。シュンとリュリシア、アンジュの三人はそのまま地面に沈みこみ、抵てい抗こうむなしくそのまま完全に消えてしまった。それこそ瞬まばたきをしている間に起こった一いつ瞬しゆんの出来事である。

　そしてそこにはただ一人、ソフィーだけが残った。彼女はあわてなかった。こんなことができる人物は、一人しかいない。

「シラーの《滅神咒具エスカトロイ》ですね……ならばいるのでしょう、ヴィオニエ」

「にゅふふふ、まさかお前のほうから来てくれるなんて、手間が省けたさぁ」

　ニヤニヤと笑うヴィオが、前方に姿を現した。その手には、赤い巨大な弓がにぎられている。ヴィオの《滅神咒具エスカトロイ》、《天楼閣弓ドンジヨン》である。

「シラーはどうしたのですか？」

「あいつには、他の奴やつらの相手をしてもらってるのさ。ちょうどいい機会だし、お前の相手はあたしがするよ。腹の立つこともあったし、憂うさ晴ばらし、って感じさぁ」

「そうですか。あまり時間の余裕がないのですが、軽く相手をしてあげましょう」

　ソフィーが剣を構える。その剣こそソフィーの《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》である。

「そーやって、姉貴面づらをしていられるのも今だけさ。あたしのほーがお前より強いって、教えてやるさぁ」

　ヴィオの手の弓が、赤く輝かがやいた。同時にヴィオの全身を同じ輝きが包み込み、ヴィオの頭のクセッ毛が波打つように逆立った。

「《天楼閣弓ドンジヨン》の異能、［狂暴化フオルバール］。本来は魔ま獣じゆうを強化する技だけど、応用すれば自分の能力だって強化できるのさぁ」

　ヴィオの全身を強きよう烈れつな〈魔元素スクレ〉が包んでいるのが、ソフィーにも見えた。

「どんなに強化されたところで……弓兵など、接近すればどうとでもなります」

　言いざま、ソフィーの全身を青い〈魔元素スクレ〉の輝きが包み込んだ。同時に、常識ではありえない速さで駆かけ出す。即そつ行こうで終わらせるつもりだった。

「甘い、見え見えさ、ソフィー！」

　ヴィオが叫さけび、後ろに跳とんだ。体は正面を向いたまま、後ろに向かって走る。同時に手の《天楼閣弓ドンジヨン》を引ひき絞しぼり、頭上に向けて矢を放った。

　一旦上空に飛んだ矢は、空中で無数に分ぶん裂れつし、地上へと降り注いだ。それはあたかも矢の雨のようである。しかもただの矢ではない。矢は地面に突つき刺ささるや、次々と爆ばく発はつしていったのだ。真っ正面に走っていたソフィーは、まともにその爆発に頭から突っ込むことになった。全身を襲おそう衝しよう撃げきに、うっと思わずうめくソフィー。

「ははは、口ほどにもないね、ソフィー！」

　ヴィオは戦果にほくそえみながら、次の矢を弓につがえた。





「い、いったいなにが起こりましたの？」

「わかりません」

　リュリシアとアンジュは、二人そろって見知らぬ場所にいた。周囲に木が生おい茂しげるどこかの森林地帯らしい場所のど真ん中である。いきなり地面に足を取られ、そこに沈んでしまったかと思うと、次に気がついたらこの場所にいたのである。

「…………」

　そして二人の目の前には無口な少女、シラーがいた。体のラインが浮うき出るような黒いボディスーツを着て、腕うでを組んだ姿勢で木こ陰かげにたたずんでいる。

「あなたは……確か、剣定のミリオン社の代表でしたわね」

「…………」

　シラーは無言のまま、両手に剣を構えた。それは小型の剣、あるいは大型のナイフともいうべき大きさの武器である。シラーはそれを一本ずつ、左右の手に持っていた。

「リリィ様。どうやら、ミリオン社が敵対しているというのは事実のようです」

　アンジュはリュリシアを護まもるべく、剣を構えて前に出た。リュリシアもうなずきながら、改めて剣を構え直す。

「そのようですわね」

「リリィ様、ここはお任せください！」

　言い、アンジュが先に動いた。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使用。超ちよう高こう速そくで駆け出しつつ、相手の直前で真横に跳んだ。横に生えていた木の幹を足場にして、急反転。相手の横から強きよう襲しゆう。森の中という地形を生かした攻こう撃げきだった。

　ガギンッ、シラーはその場から動くことなく、片手の剣でアンジュの攻撃を受け止めた。受け止められたアンジュは、まるで鉄の塊かたまりを殴なぐったような重い手て応ごたえに思わずうめいた。

　自分の全力の攻撃を、自分と同年代の少女が片手であっさり受け止めるなど、アンジュにとってはかなりショックな事実であった。

「はぁっ！」

　リュリシアの気合いの声。同時に、アンジュの向かいからリュリシアがシラーに斬りかかった。が、ガギンッ、とシラーはやはり反対の手の剣で、その攻撃を受け止めた。

　リュリシアとアンジュは互いに視線で合図をするや、左右から猛もう烈れつな勢いで連続攻撃を放った。学園でも、アンジュに勝てる生徒はリュリシア以外にいない。そのリュリシアとアンジュの二人同時の攻撃、受けられるはずがない。

　が、シラーはそのできないはずの芸当を、あっさりとこなしてみせた。両手の剣を自在に動かし、二人の攻撃を受け、完かん璧ぺきにさばいていく。

　なっ、とアンジュが息を呑のんだそのスキを、シラーは見み逃のがさなかった。

「…………」

　シラーの長い脚が雷らい光こうのようにひらめき、アンジュの胴どうに強烈な蹴けりが入った。アンジュはボールのように吹ふっ飛とび、近くの木に叩たたきつけられた。

「アンジュッ！」

　リュリシアが悲鳴をもらす、と同時にシラーが両手の剣でリュリシアに斬りかかった。リュリシアはもちろんその攻撃を防ごうとしたが、相手の右手の剣を受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。左の剣が、リュリシアを斬り裂いた。

　パッと、リュリシアの右の脇わき腹ばらで華はなが咲さくように、鮮せん血けつが飛び散った。





「ついでに教えてやる」

　別荘の中庭で、ヴァントに背後から斬られたモニカは、地面に崩くずれおちていた。そのモニカを見下ろしながらヴァントが告げる。

「わたしはタバコの臭いと同じくらい、貴様のことが、初対面の時から嫌いだった」

「そうか……では我わたしも、いいことを教えてやる」

　モニカが静かに告げる。

「我たしがこの世で信じるものは金だけだ。人間など、信用できない。だからあなたがこうして我たしを裏切ることも、我たしにとっては想定済みの事態だ」

「説得力がないな。いくら予想していても、今の貴様はたった一人、わたしの前で無ぶ様ざまに転がることしかできんではないか」

　ヴァントが嘲ちよう笑しようする。が、モニカは落ち着き払はらった声で告げた。

「無様に？　なにを勘かん違ちがいしている。我たしは無傷だ」

「強がり、を……」

　ハッと、ヴァントは気づいた。たった今斬り捨てたはずのモニカが、いない。瞬きをした瞬しゆん間かん、目の前に倒れていたはずのモニカが消えてしまった。

「あなたが斬ったのは、我たしの幻げん影えいだ」

　背後からモニカの声。ヴァントが振ふり向くと、そこでゆったりと葉シガ巻ールをくゆらせるモニカの姿があった。

「貴様……なにをした。今の動きは、わたしでも見えなかったぞ」

「ヴァント卿きよう。どうやらあなたとの関係はここまでのようだな」

　モニカが、冷たく告げた。

「すでに我たしの最初の目的は達成された。これ以上あなたにつきあうメリットが、ない」

「そうか。わたしも貴様とこれ以上つきあう気はない」

　ヴァントが改めて剣けんを構えなおした。だがモニカはゆっくりと首を振った。

「あわてるな、ヴァント卿。我たしはまだあなたと戦うつもりは、ない──あなたを裁く者は、別に用意してある」

「裁く者？　いったい、なんのことだ？」

「ティン!?　いったい、なにがあったの!?」

　新たな声にヴァントが振り返ると、そこにはシュンが立っていた。ここまで走ってきたせいか、息が荒あらい。その顔は驚きよう愕がくに歪ゆがみ、血まみれで倒たおれているティンを見つめていた。

「貴様は、ジュヴレーヌの小こ僧ぞう。まさか、貴様がわたしを裁くというのか？」

　とんだ拍ひよう子し抜ぬけだ、とヴァントは鼻で笑った。

「この小僧がわたしに勝てると思っているのか、モニカ？」

　だがすでに背後にモニカはおらず、半はん壊かいしたヴァントの別べつ荘そうがあるだけだった。

「逃にげたか……まぁいい。あの女とはいずれ決着をつけるとしよう」



　──シュンは、気がついたら目的の別荘の入り口に移動していた。リュリシアたちと一いつ緒しよに地面に呑み込まれたと思ったら、シュン一人だけがここに移動していたのである。

　たぶんあれをやったのはシラーだろう、とシュンにはわかった。だがなぜ彼女がシュンだけをここに連れてきたのか、その理由は不明だった。

　理由はどうあれ、ここまで来たのなら、あとは内部へ突とつ入にゆうするしかない──シュンが大きな屋や敷しきの門をくぐると、屋敷の一角から煙けむりが出ていた。中庭に面した部分だけが派手に破は壊かいされ、内部が丸見え状態である。

　その中庭にヴァントがいた。そして、庭の真ん中でティンが血まみれで倒れているのも見えた。

「ティン!?　いったい、なにがあったの!?」

　叫びながら思わず駆け寄るシュン。ティンを抱かかえ上げると、シュンの手に生温かい血がついた。

「……兄にい」

「大だい丈じよう夫ぶ、ティン？」

「……ん、平気。それより、エルを、助けて……」

「わかっている、任せておいて」

　シュンはうなずき、ヴァントを振り返った。ヴァントは嘲笑を漏もらす。

「小僧。なにをしにここまで来た？　わざわざ殺されに来たのか」

「……あなたか」

「ん？」

　シュンが、怒いかりに震ふるえる眼でヴァントのことを睨にらんでいた。

「あなたが、ティンをこんなに傷つけたのか！」

　厳密には、ヴァントだけではない。ヴィオとシラーが不意打ちでティンを倒したのである。だがヴァントにとって、そんなことはささいな問題だった。

「だとしたら、なんだというのだ、小僧」

「ボクは、絶対にあなたをゆるさない！」

「ほぅ……では、どうゆるさないのか、教えてもらおうかっ！」

　ヴァントの剣がシュンを直ちよく撃げきした。シュンが構えていた剣が、その一いち撃げきで粉々に砕くだけ散ちった。シュンの体は吹っ飛ばされ、建物の壁かべに激げき突とつ。ゴフッ、息が詰つまる。全身に激痛。ノドの奥から血が吐はき出された。腹の中が、痛い。内臓が傷ついたのかもしれない。

「やはりこの程度か、小僧」

　圧あつ倒とう的てきな力を見せつけたヴァントは、ジャギッと〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようしつつ、かつかつと靴くつ音おとを響ひびかせてシュンに近づいてきた。

「わたしも忙いそがしい身だ。さっさと終わらせることにしよう」

「……まだ、終わってない、よ」

　口の中が痺しびれて、声もうまく出なかった。それでもシュンは、背中を壁にあずけながらなんとか自力で立ち上がった。ヴァントがつまらなそうにつぶやく。

「そのまま倒れていれば楽になれたものを」

「……ボクは、あなたがどんな人か知らない。今回の件も、あなたなりの理由があって起こした行動なのかもしれない……けど、どんな理由があったって、ティンやエルを傷つけてもいい理由にだけは絶対にならない！」

　力を貸して欲しい、《凱旋門兜ドウリオンフ》──シュンは心の中で叫さけんだ。その途と端たん、シュンの脳のう裏りで声が響く。

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　前方の生命体の敵性如何いかんの審しん議ぎを開始します。　】

　それはシュンの《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》が発する声だった。

【　──審議中、審議中、審議中、審議中──審議完かん了りよう。　】

【　前方の生命体を敵性個体と認定します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》の使用を承認します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの全身を、光が包み込んだ。それは金色の輝かがやきである。

　シュンの頭部に、黄金の兜かぶとが装着された。それは神こう々ごうしい外見をした兜であり、光がそのまま固まったかのように輝いていた。

「なん、だと……バカな、小僧！　なぜ貴様がそれを持っている！」

　ヴァントが目を見開いた。ヴァントは、シュンのその兜を知っている様子だった。

「奴やつは死んだはずだ。なぜ貴様があの〈天聖騎士エヴアンジル〉と同じ力を持っている！」

【　新規武装を錬れん成せいします。　】

　シュンの目の前に、剣が現れた。それは《凱旋門兜ドウリオンフ》が生み出した武器である。シュンはそれをつかみ、両手で構えた。

「ありえん。奴は死んだのだ……貴様が〈天聖騎士エヴアンジル〉であるはずがない！」

「そんなことはどうだっていいよ──ボクは、必ずあなたをあの世の果てまでぶっ飛ばす!!」

　シュンとヴァントの剣が、正面から激突した。





「この人、なんて強さですの……」

　思わずそうつぶやくほど、リュリシアは苦戦していた。

　相手はシラー一人。こちらはリュリシアとアンジュの二人がかり。圧倒的に有利な状じよう況きようでありながら、むしろ追い詰められているのはリュリシアたちだった。リュリシアたちの攻こう撃げきは相手にかすりもせず、相手は確実にリュリシアたちを斬きり裂さいている。このままでは確実に敗北してしまうだろう。

「世界は、広いですわね……」

　リュリシアはそうつぶやいた。同年代の騎士でリュリシアに勝てるものなど、ソフィーくらいしかいないと思っていたけど、まだ他にもいたのだ。

　ガッ、ギンッ、ジャンッ、バッ……アンジュとシラー、双そう方ほうの白はく刃じんがひらめき、何度もぶつかり、火花を散らし、二人は森の中を駆かけ回りながら戦い続けていた。今はアンジュが一人で引き受けてくれているおかげで、リュリシアは一息つくと同時に冷静に状況を分ぶん析せきできていた。

　相手が自分たちより強いということは、くやしいが認めるしかないようだ。彼女は、自分とアンジュの二人がかりでも勝てない相手なのだ。

　やむを得ませんわね……リュリシアは、決意する。勝つためには手段など選んではいられない。

　ガキッ、とリュリシアは自分の剣の弾だん倉そうを入いれ替かえ、〈魔弾テイリユル〉を補ほ充じゆうする。予備の弾倉はもう残っていない。次で確実に決める。

「アンジュ！」

「はいっ！」

　リュリシアとアンジュは主人と従者であるだけでなく、学園の同級生であり、今まで何十回、何百回と訓練で剣を交えてきた仲である。互たがいの呼吸は完全に把は握あくしていた。

　アンジュが横に跳とぶと同時に、アンジュが今まで立っていた場所にリュリシアが飛び込み、シラーへ斬ざん撃げきを放った。シラーはあっさりその攻撃を受け止める。

「まだまだ、ですわっ！」

　リュリシアはさらに激しく、連続攻撃を放つ。その全てをシラーはガッチリ防ぼう御ぎよしていく。今までと、変わらない。

「はぁっ！」

　間かん髪はつ入れず、下がったかに見えたアンジュも再度参戦。リュリシアとは反対側から同様に連続で斬撃を放つ。シラーはやはりこれまでと同様、両りよう腕うでをたくみに動かして二人の攻撃をガードしつつ、受け流していく。

　ギャンッ、ギンッ、ガンッ、ジャリンッ、三人はもつれ合うように森の中を激しく動き回った。二人の攻撃を受け止めるシラーが、わずかに眉まゆをひそめた。リュリシアとアンジュ、二人の攻撃が今までよりも激しい。この二人はほとんど捨て身でシラーへ攻撃をしてきていた。

　二人の攻撃は、ともすればシラーだけでなく、相方までも斬ってしまいそうなほどの激しさだった。だが、二人は相手の攻撃がどこから来るかを完全に把握しているかのように、完かん璧ぺきに互いの攻撃を回かい避ひしていた。すさまじい同調だ。ここまで息のあったコンビの攻撃は、シラーも初めて体験するものだった。

「行きますわよ、アンジュ！」

「はい、リリィ様！」

　声に出して合図をした二人は、シラーの左右から、大きく振ふりかぶった斬撃を入れてきた。シラーは、その攻撃も両手の剣で受け止める。

　そして、攻撃を受け止めたシラーはその場から動けなかった。

　リュリシアは美しい金きん髪ぱつが乱れるのも構わず、白い歯を食いしばり、渾こん身しんの力で手の剣を相手に押し込んでいた。アンジュもまた同様、満身の力を手の剣に集中し、腕うでずくでシラーを押しつぶそうとするように力を込めていた。その二人の捨て身の攻撃に、シラーは受け止めた状態から身動きできなくなってしまった。完全に膠こう着ちやく状態だ。

　ジャジャジャジャジャジャジャジャジャジャジャジャギンッ！　リュリシアとアンジュ、二人の構える剣で連続して排莢が起こる。全ての〈魔弾テイリユル〉が使用され、二人の全身を大量の〈魔元素スクレ〉が駆けめぐる。

　ミシッ。二人の剣を受け止めるシラーの小剣が、悲鳴を上げた。ズンッ、急速に増大する圧力に耐たえかねたように、シラーの足あし下もと、地面が割れ、足が沈しずむ。もはや、限界だった。均きん衡こうが、崩くずれる。

　ピ、ピシッ、キィンッ、高い音と共に、シラーの持つ双剣が砕け散った。リュリシアとアンジュ、二人の粘ねばり勝がちである。力の均衡が崩れたことで、シラーの姿勢が崩れた。二人の剣が、シラーの長身を左右から斬り裂いた。

「…………」

　だが、シラーは平然としていた。

「なっ!?」

「どういう、ことですか」

　二人の剣は、間ま違ちがいなくシラーを両断していた。なのにシラーは無傷で、ダメージを受けた様子がない。

「ありえません！」

　平然としているシラーに、アンジュが再度斬りかかった。リュリシアは、そこで信じられない光景を目もく撃げきした。

　アンジュの剣が、なんの抵てい抗こうもなくシラーの胸を貫かん通つうした。それでもシラーは平然と立ったままで、傷口からは血の一いつ滴てきすら出なかった。

　いや、違う。そもそも手て応ごたえがなにもないのだ。まるで煙けむりを斬っているかのように、剣はシラーの体を素通りしてしまう。

「どういう、ことですの？」

「バケモノめ……」

「…………」

　無言のまま、シラーは自分に剣を突つきたてるアンジュを見た。バケモノ、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、シラーの表情がわずかに変化した。少しだけ、もの悲しそうにアンジュを見るシラー。シラーはそのまま手を振り上げた。

　と、その時、シラーはハッと眼を見開き、背後を振り返った。

「なんですの？」

「…………」

　シラーはパッと、後方に跳ちよう躍やくした。リュリシアとアンジュが見守る中、宙を跳んだシラーは地面に着地すると、まるで水面に飛び込んだかのように、そのまま地面の中に吸い込まれて消えてしまった。

　一いつ瞬しゆんの出来事である。最初と同様、唐とう突とつな退場だった。

　残った二人はシラーがまた戻もどってくるかも、あるいは次の敵が現れるかも、と警けい戒かいしていたが、しばらくしても森の中にはなんの変化もなかったため、ようやく構えをといて一息ついた。

「……あのかたは、いったいなんでしたの？　本当に人間ですの？」

「わかりません。少なくともわたしの知る限り、あんなことは人間には不可能です」

　リュリシアは、思わず手を押さえた。鳥とり肌はだが立っている。こんなに恐おそろしい思いをしたのは、生まれて初めてかもしれない。

「リリィ様、申し訳ありません。わたしが不ふ甲が斐いないばかりに、リリィ様まで危険な目に……」

「これくらい、かすり傷ですわ。それよりもアンジュ、あなたこそ大だい丈じよう夫ぶですの？」

「はい、わたしは問題ありません」

　二人とも傷の数は多いものの、軽傷だった。だが負傷よりも、体をつつむ強い疲ひ労ろう感かんが問題だった。〈魔弾テイリユル〉ももうない。これ以上の戦せん闘とうは、厳きびしい状態だった。

　だが、ここで立ち止まるわけにはいかない。エルをまだ助けてないのだ──リュリシアは、周囲を見まわした。

「ところでアンジュ……ここはどこですの？」

　まったく見覚えのない森の中、静かな木こ立だちの間で、リュリシアはつぶやいた。

「確か、ヴァント卿きようの別べつ荘そうがあった丘おかの奥が、森林地帯になっていたはずです。ここがそうだとすれば、南側に進めば森を抜ぬけることができるはずです」

　アンジュは真まっ直すぐ右の方向を指さした。

「太陽の位置から考えれば、南はこちらです。行ってみましょう」

「さすがですわ、アンジュ。頼たよりになりますわね」

「やめてください、リリィ様。この程度、全然たいしたことではありません」

　アンジュは少しだけ照れた顔を隠かくしながら先へ進んだ。リュリシアも、それに続く。





　ソフィーとヴィオの戦いは、一方的に展開されていた。

「にゅふふふ、どうしたのかな、ソフィー。遅おそいじゃないのさぁ」

「……くっ、チョコマカと素早い」

［狂暴化フオルバール］の能力を使用するヴィオは、輝かがやく赤毛を振り乱しながらすさまじい速さで動き回りつつ、すばやく弓ゆ弦づるを引ひき絞しぼり、矢を放っていた。

　矢の牽けん制せいもあるせいで、ソフィーはヴィオに接近することができなかった。接近戦にもちこめば、ソフィーにもまだ勝ち目はあった。だが、ヴィオもそれはわかっている。だから近づけさせないように逃にげながら、遠えん距きよ離り攻こう撃げきを繰くり返しているのだ。

　ソフィーは自分に迫せまる矢を回避した。が、その矢が背後で爆ばく発はつ。背中に爆ばく風ふうを浴びて、ソフィーは新たな痛みをおぼえた。先ほどからこうやって、ヴィオの矢は確実にソフィーを傷つけているのだった。

「そろそろ限界だろうさ、ソフィー？」

　言いざま、ヴィオの放った矢が分ぶん裂れつした。真っ正面から無数の矢が嵐あらしのごとく飛来し、ソフィーを襲おそう。ソフィーは剣をふるって自分にぶつかりそうな矢を次々と斬り落としていくが、斬るそばから矢が爆発。その爆風がさらにソフィーにダメージを与あたえる。

「にゅふふふ。これでもあたしはお前の力を研究しておいたのさ。次戦うとき、どうすればお前を倒たおせるかって、ずっと考えてた。だから今日のあたしは絶対に負けないのさぁ！」

　そのヴィオの言葉は、ウソではないだろう。ソフィーにはわかった。

「なるほど。確かに家にいる間、昼ひる寝ねばかりしていたあなたにしては珍めずらしく、本気を出しているようですね」

「そうだよ。あたしは三年前に変わったのさ。父さんと母さんを殺した犯人は人間さ！　だからあたしたちは戦争を引き起こす！　人間たちを戦争で、同士討うちで殺させまくる！　それが、あたしらにとって最高の復ふく讐しゆうなのさ！」

　ヴィオが叫さけぶ。そうだ。三年前、ソフィーたちの両親が死んだとき、ソフィーとヴィオの意見は真っ向からぶつかり、ケンカ別れをしてしまった。

「いいえ、違います。父さんたちは、人間と魔族が共存する平和な世界を望んでいたはずです。なぜそれがわからないのですか！」

「それで結局人間たちに殺されてたら、父さんたちが全然報むくわれないじゃないのさぁ！」

　二人の意見は平行線で、決着はつかなかった。言葉だけではやはり説得できない。矢が雨あられと降り注ぐ中をソフィーは駆かけ回りながら歯がみした。言葉ではダメだ。ヴィオのような妹を大人しくさせるには、やはり実力行使しかない！

　ガキッ、ソフィーは手の《聖堂光剣カセドラル》をスライドさせ、弾だん倉そうを交こう換かん。新たな〈魔弾テイリユル〉を装そう填てんした。

「ヴィオニエ。私は信じていました。父さんたちが作る平和な世界を。そして今、私は信じています、兄さんたちと一いつ緒しよに自分で作る、平和な世界のことを。あなたがそれをジャマするのなら、容よう赦しやはしません！　私の理想の世界のために、あなたを犠ぎ牲せいにしてでも私は先へ進みます！」

「できるものならやってみるがいいさ、ソフィィィッ！」

「超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉」

　ガジャジャジャジャジャジャジャジャッ、《聖堂光剣カセドラル》に込められていた全ての〈魔弾テイリユル〉が消費された。ソフィーの全身を熱い〈魔元素スクレ〉が駆けめぐっていく。同時に力がみなぎる。ソフィーの世界の中で、全てのものが凍こおり付いたように動きを止めた。

　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──《聖堂光剣カセドラル》を使うソフィーだけが使える切り札。騎き士しが使う通常の〈皇覇刻オーバー・クロツク〉をさらに超こえる超ちよう々ちよう高速で動くことができる超々々加速である。

　全てが凍り付いた世界の中、ソフィーは、地面を蹴けった。体が、重い。いや、体の動きが、ソフィーの感覚とずれているだけだ。実際のソフィーは、騎士でも目視できないほどの神速で動いている。

「はぁぁぁぁっ!!」

　ヴィオが、弓弦を引き絞り、無数の矢を一度に放った。矢が分裂する。さらに分裂、分裂、分ぶん裂れつ分裂分裂分裂分裂分裂分裂分裂……すさまじい勢いで増ぞう殖しよくした矢は一瞬でソフィーの視界を埋うめ尽つくしてしまった。どんな原理かは知らないが、《滅神咒具エスカトロイ》に常識は通用しない。ヴィオの使う《天楼閣弓ドンジヨン》もまた、反則級の力を持つ《滅神咒具エスカトロイ》だった。

「どんなに速くたってこれはよけられないだろうさぁ！」

　無数の矢が、壁かべのようにソフィーに迫る。確かにこれではよけようがない。だが、ソフィーは動じない。手の《聖堂光剣カセドラル》を、ソフィーは前方に突きだした。瞬間、鋭するどい剣の先から眩まばゆいばかりの光が放たれた。

　それは光の奔ほん流りゆうだった。周囲が見えなくなるほどの光。太陽の輝き。全てを貫く光の槍やりが、ソフィーの前方にあった矢を全て焼やき払はらった。矢は、圧あつ倒とう的てきな光量に耐えられず、一瞬のうちに蒸発してしまった。

　光によってできた道を、ソフィーはくぐり抜けていく。だがその瞬間、まだ残っていた矢が一いつ斉せいに爆発した。矢は回かい避ひしても爆発によってソフィーにダメージを与えるのだ。

　だがソフィーの足は止まらない。そのまま一瞬のうちに爆風をくぐり抜けてしまう。まさに閃せん光こう。あまりにソフィーの動きが速すぎて、爆風はソフィーに追いつくことができなかった。よって、ソフィーはダメージを受けることなく矢の嵐をくぐり抜けた。

「なんっ……」

［狂暴化フオルバール］状態のヴィオは、かろうじてそのソフィーの動きを目で追うことができた。だが、それだけだ。息を呑のんだ瞬間には、ソフィーは自分の目の前に迫っていた。速い、速すぎる、ヴィオの足では、逃げることができない。

　シュッ、ソフィーの手の《聖堂光剣カセドラル》が、ヴィオとすれ違いざまに一いつ閃せんした。

　ヴィオは衝しよう撃げきに備えて目をつぶる──が、なんともなかった。あれ、と自分の体を見るが、まったくの無傷だった。

「は、はは、なにさ、ソフィー。カッコつけて外してるじゃないのさぁ」

「いいえ、斬きりましたよ」

　ヴィオを通り過ぎて背後に移動したソフィーは静かに答えると、《聖堂光剣カセドラル》を腰こしの鞘さやに戻した。ガギッ、空になった弾倉が外れて地面に落ちる。

　その瞬間、ぷるんっ、ヴィオの胸が爆発した。

「うにゃんっ!?」

　思わずヴィオは目を丸くして声を上げた。小こ柄がらな体に反比例するかのように、大きくふくらんだヴィオの胸。その胸をおおっていたチューブトップの生地が散ちり散ぢりに千ち切ぎれ、暴力的なくらいの大きさをほこる双そう丘きゆうが解放され、ぶるっと重そうにゆれた。

「な、なにするのさ、ソフィー、このヘンタイ！」

　顔を赤くし、手で胸を隠すヴィオ。だが大きな胸は片手では隠しきれず、今にもこぼれそうだった。

「意外ですね、ヴィオニエ」

　そんな妹を振ふり返るソフィー。

「いつも痴ち女じよみたいな格好をしている割に、かわいい反応です」

「誰だれが痴女なのさ！　あたしは楽な格好をしてるだけで、ヘンタイじゃないさぁ！」

「その服で言われても説得力ありませんが……ヴィオニエ。降こう伏ふくなさい」

　ソフィーは、胸を隠してその場にしゃがみ込んだヴィオに近づいた。

「あなたにはいろいろと聞きたいことがあります。ついてきてもらいますよ」

「ふんっ、誰がお前なんかにぃ！」

「では、まだ戦う気ですか？」

　ソフィーの目が冷たく光る。うっと、ヴィオは声を詰つまらせた。

「今のは警告の意味を込めて、服を斬るだけにしておきました。けれどあなたがまだ抵てい抗こうするなら、次はその皮ひ膚ふを斬ります」

　びくっ、ヴィオのむき出しの肩かたが震ふるえた。ソフィーの声が本気だと、気づいたからだ。

「それでも抵抗するならその次は肉を斬ります。まだ抵抗するなら、最後は骨まで斬ります。それでもいいのですか、ヴィオニエ。私は本気ですよ。あなたには前回、いろいろ痛い目にあわされましたからね」

「う、うにゅぅぅぅぅぅ」

　くやしげにうめくヴィオ。

「さぁ、ヴィオ。そろそろ……」

「…………」

　背後に殺気。ソフィーはとっさにその場から跳ちよう躍やく、背後からの奇き襲しゆうを回避した。

「シ、シラー！　遅いよぉ！」

「…………」

　突とつ然ぜん現れたシラーは、上半身が裸はだかのヴィオを見て目を見開いた。

「シラー、服貸して！」

「…………」

「え？　一枚しか着てないから貸せない？　いいから貸しなよ、お前どーせおっぱいないから見られても平気でしょ！」

「…………」

「え？　やだ？　いいじゃないのさ、お前の小さなおっぱいなんて誰も気にしないからさぁ！」

「…………」



    

  
    
      「これでもある？　いやいや、ないって。あたしが百だとしたらお前のおっぱいなんてマイナス百くらいの大きさじゃないさぁ」

　ヴィオとシラーはいきなり二人で口論を始めた。というか、シラーはしゃべってないのでヴィオが一方的にしゃべっているだけだが、その状態でよく会話が成立するものだと、ソフィーは感心した。

「……で、いつまで漫まん才ざいをやっているのですか？」

「そうだった！　と、とにかくソフィー、これで勝ったと思うんじゃないさぁ！」

「…………」

　胸を手で隠かくしたヴィオが捨てゼリフを叫ぶと、シラーがヴィオを背後から抱だきしめた。次の瞬しゆん間かん、二人の姿がそのまま地面の中に沈しずみ、一瞬で消えてしまう。

「あいかわらずシラーの能力は反則ですね……」

　アッサリと逃げられてしまったが、しかたないか、とソフィーはつぶやいた。

　ソフィーも実はそこまで余よ裕ゆうはない状態である。〈魔弾テイリユル〉の残ざん弾だんも少なく、これ以上ヴィオ相手に浪ろう費ひしたくはなかったので、逃げてくれて助かったくらいだ。

「今はヴィオたちのことは置いておいて、早く、兄さんと合流しないといけませんね」

　目指すのは、もはや目前に迫ったヴァントの別べつ荘そうだ。シュンもそこにいればいいのだが、と内心で祈いのりながら、ソフィーは先を急いだ。



　シュンとヴァントはほぼ互ご角かくの速さで激げき突とつしていた。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉で超加速した二人の体は地面と空中を自由自在に駆けめぐりながら、互たがいに何度も斬ざん撃げきをぶつけあった。

「小こ僧ぞうにしてはできるようだな。だが、あの男はもっと強かったぞ！」

　ヴァントが戦いながら叫んだ。シュンは、ヴァントが誰のことを言っているのか、よくわからなかった。いや、正確に言えば、余計なことを考えているヒマがなかった。それほどにヴァントは強い、強すぎる！

「小僧、これだけは言っておく。剣定会場で貴様の不意打ちを食らったのはわざとだ！」

　ヴァントが攻こう撃げきの手をゆるめることなく叫んだ。

「お前のあの模も擬ぎ剣けんは、暴発するように細工をしておいた」

「どういうこと？」

「まだわからんのか、愚おろか者ものめ！　あの会場でわたしと戦う相手は、最初からジュヴレーヌの関係者にする予定だったのだ。たまたま貴様があの会場に来たから、予定を変えて貴様にしただけだ。ジュヴレーヌの騎士がわたしを不意打ちする姿を全国民に見せることで、ジュヴレーヌへの敵対心を増大させた。ジュヴレーヌとの戦争を速すみやかにはじめるには、ジュヴレーヌへの悪感情が必要だからな！」

　なんということだ！　まさかあれが全部仕組まれていたことだったなんて！

「諦あきらめろ小僧、貴様は最初からわたしの手のひらで踊おどっていただけなのだ！」

「それでも……どんな理由があろうと、ボクの妹を傷つけていい理由にはならない！」

「バカめ。むざむざここに来なければ、死なずに済んだものを」

　ヴァントが獰どう猛もうに口元を歪ゆがめた。

「ならば貴様にも見せてやろう、剣けん聖せいの実力を！　そして、己おのれの無力を噛かみしめて死ね！」

　ヴァントの全身から、光が飛び出た。否いな、光はそのまま人の形となり、それはヴァントそっくりの姿となった。その数、総勢十人。

【　警告。　】

【　敵性個体、『剣聖ロワ』専用特技〈分身ブリユム〉を発動しました。　】

【　きわめて危険です。緊きん急きゆう回かい避ひを推すい奨しようします。　】

　シュンの脳内で、幻げん聴ちようが緊きん迫ぱくした声を漏もらす。が、言われなくてもわかっている。この技は、ヤバイ。シュンの全身をすさまじい悪お寒かんと戦せん慄りつが包み込む。全身の震えが止まらず、心臓が恐きよう怖ふのあまり爆ばく発はつしそうなくらい鼓こ動どうしている。

「行くぞ」

　ヴァントが言う。いや、その言葉が聞こえるよりも前にヴァントは動いていた。超ちよう音おん速そく。自分のしゃべった言葉を追い越してしまうほどの速度で、十人のヴァントが一斉に動いた。

　ヴァントの剣が閃ひらめく。瞬間、剣先から〈魔元素スクレ〉が刃やいばの形となって放たれた、命中、爆発、地面がえぐれ飛んだ。それだけでは終わらない。十人が一斉に同じ技を、連続で放ってくる。シュンの目の前の景色、全てが爆発した。背後の屋や敷しきが、粉々に砕くだけ散ちっていく。

　その爆ばく煙えんを抜ぬけて、ヴァントが突とつ貫かんしてくる。シュンは、剣を構えてその攻撃を受け止めた。だが、すさまじい衝撃でシュンの手が跳はね上げられる。無防備になったシュンの胴どう体たいを、ヴァントの剣が貫つらぬいた。

「こん、な、ものでぇっ！」

　シュンは、戦意を奮ふるいたたせた。まだだ。ヴァントは目の前にいる！　攻撃の直後はヴァントでも多少のスキがある！　そこをねらえば！

　シュンは歯を食いしばり、焼け付くような胴体の痛みをこらえながら、目の前のヴァントめがけて剣を振り下ろした。ヴァントは、よけなかった。シュンの剣が、ヴァントを斬り裂さく。だが、そのヴァントはかき消すように目の前で消えてしまった。

「残念。それはわたしの分身だ」

　声。シュンは、はっと頭上を見た。ヴァントがいる。残り九人のヴァントが、完全にシュンを包囲していた。

　シュンは、絶ぜつ叫きようした。自分でもなんだかわからない、ノドの奥から声を張り上げ、剣を両手で構えて目の前のヴァントを斬りつけた。その剣は、ヴァントを傷つけたように見えた。だが、それも分身だった。

「終わりだ」

　他のヴァントたちが一いつ斉せいにシュンの体を斬り裂いた。全身を切り刻まれたシュンは、血を撒まき散らしながら地面に崩くずれた。

【　警告。　】

【　致ち命めい的てき損そん傷しようを受けました。　】

【　緊急修復モード起動。自己再生開始。　】

【　再生終しゆう了りようまで動けません。　】

　シュンの全身から、力が抜け落ちる。地面に転がって、腕うでを持ち上げる力さえ入らない。シュンの、完全敗北だった。

「ふんっ、やはりこの程度か」

　分身を解除、ヴァントは一人に戻もどった。ジャギジャギジャギジャギジャギンッ、と剣が排はい莢きようする。ヴァントは手慣れた様子で新しい弾だん倉そうを剣に装着した。

　地面に倒たおれたシュンは血まみれだった。ヴァントの眼から見ても致命傷だ。頭にかぶっていたはずの金色の兜かぶとが、いつのまにか消しよう滅めつしていた。

「あの男と同じ力を使えたようだが、所しよ詮せんわたしの敵ではなかったな」

　つぶやくヴァント。取り越こし苦ぐ労ろうだった、と肩をすくめる。剣聖技を使うまでもなかったかもしれない。

「ふん、モニカは始末できなかったが、まぁいい。おおむねわたしの計画通りにコトは進んでいる」

　つぶやき、ヴァントは剣を振り上げた。足元には、シュンが倒れている。

「これで終わりだ、小僧。そして今度こそおしまいだ、〈天聖騎士エヴアンジル〉……」

「お待ちなさいっ！」

　鋭するどい声と共に、ヴァントに横から襲おそいかかる影かげがあった。ガギンッ、ヴァントは、手だけを動かして相手の攻撃を受け止めた。

「ほほぅ、これはこれは、リュリシア殿でん下かではありませんか」

　ガッ、ヴァントはリュリシアを片手ではじき飛ばした。リュリシアは少し離はなれた場所に着地し、剣を構えたままヴァントを見み据すえた。

「ヴァント卿きよう。おやめなさい。あなたの前に倒れているのは、わたくしの大切なクラスメートですわ。殺させなど、するものですか！」

「ヴァント卿。もうおやめください。こんなことをしてなんになりますか!?」

　リュリシアに続き、アンジュも現れてヴァントを説得する。だが、ヴァントは二人の言葉を鼻で笑った。青あお臭くさい言葉だった。子供同然の少女騎士たちの言葉など、ヴァントの心には全く響ひびかなかった。

「これは……また、私がいない間にずいぶん状じよう況きようの変化があったようですね」

　そこにソフィーもかけつけた。ソフィーは、ヴァントと対たい峙じするリュリシアとアンジュ、破は壊かいされた別荘をながめ、最後に血まみれのシュンを見て、静かな怒いかりを燃やした。

「小こ娘むすめばかりが三人も、わざわざ死にに来たか。物好きな連中だ」

　ギラリ、血に染まった剣を手に、一歩前に出るヴァント。アンジュが目を剥むいた。

「正気ですか、ヴァント卿!?　リリィ様を殺せば、もはやこの国の問題だけではすみませんよ！」

「そちらこそなにを勘かん違ちがいしている」

　ヴァントが堂々と告げた。

「貴様たちはなんだ？　王女であろうとなんだろうと、その前に一人の騎士だろう。騎士である以上、いつでも戦場で死ぬ覚かく悟ごはできているはずだ。その程度の覚悟もないものに騎士を名乗る資格などない！　そしてわたしは、自分に敵対する騎士に手加減はせん！」

「……正論ですわね」

　リュリシアがうなずいた。ヴァントの言うとおり、リュリシアは王女であると同時に騎士でもあるのだ。

「どうやら、戦うしかないようですね」

　ソフィーが剣を構え、リュリシアに目配せする。

「ご注意ください、リュリシア殿下。このかたは、かなり強いです」

「そんなこと、言われるまでもなくわかっていますわ！」

「いや、わかってないな」

　そうつぶやいたヴァントは、リュリシアの背後に立っていた。リュリシアの顔色が青ざめる。信じられない、いつ回り込まれたのか、全然わからなかったのだ。

「お前たちは、剣聖の実力をなにもわかっていない」

　リュリシアの背後から、ヴァントが容よう赦しやなく斬きりつける。

「リリィ様！」

　アンジュがリュリシアをかばい、ヴァントの剣を受け止めた。だが、そのすさまじい力に、剣を受け止めたアンジュはその場でヒザをついてしまった。

「お前が先か、娘」

　ヴァントは無感かん慨がいにアンジュを見つめた。

「確かにお前はそれなりに強い。だが、所詮人間の範はん疇ちゆうだ」

　ザシュッ、アンジュの胸を、ヴァントの剣が斬り裂いた。

「人間では、剣聖たるわたしに絶対勝てんよ」

「アンジュッ！」

　ヴァントがさらに振ふり上げた剣を、リュリシアが横手から弾はじいた、かに見えた。だが、次の瞬しゆん間かんリュリシアの視界が暗転した。胸に、ヴァントの剣が刺ささっている。

「王女という立場に甘んじることなく、剣の腕をみがいているようだ。そこは評価できる。だが、やはりわたしには遠くおよばん」

　なにをされたのかもわからないままリュリシアは意識を失い、昏こん倒とうした。

「これは……想像以上の実力ですね、ヴァント卿」

　ソフィーも思わずうめいてしまった。ヴァントが戦う姿を見るのは、実はソフィーも初めてである。だからこそすぐにわかった。その力は圧あつ倒とう的てきだ。剣聖の称しよう号ごうは伊だ達てではない。

「最後は貴様だ」

　背後から、声。ソフィーの背後に一瞬で回り込んだヴァントは、そのままソフィーの背中を斬りつけた。

「くっ！」

　だがソフィーはそれに反応。《聖堂光剣カセドラル》でヴァントの攻撃を弾くことに成功した。

「ほぅ、今のを受けるか。お前は違ちがうな……そうか、お前は人間ではなく、魔族か」

「なっ！」

　核かく心しんを突つくヴァントの言葉に、ソフィーは息を呑のんだ。一目でそれを看破されるなど、初めてのことだった。

「ティン以外にもまだいたのか、魔族め」

　淡々とつぶやき、ヴァントは目にもとまらぬ速さでソフィーに斬りかかってきた。ソフィーは、まずい、と歯がみした。この男、本当に強い！　ソフィーでも勝てるかどうか怪あやしい相手だ。本気で戦うしかない。ソフィーはそう決意し、《聖堂光剣カセドラル》の力を使おうとした、のだが。

「その剣は使わせん！」

　ヴァントの剣が、ソフィーの手首を斬り裂いた。手の力が抜けるスキを逃のがさず、ヴァントの脚あしがソフィーの手から《聖堂光剣カセドラル》をはじき飛ばした。

「その気配には覚えがあるぞ。〈魔王コシユマル〉の使っていた剣と同じだ。その剣で、わたしの戦友は何十人も殺された」

　ヴァントの眼が、怪しく光った。

「だが、お前はその剣を使いこなせていない。〈魔王コシユマル〉には遠くおよばん」

　ザシュッ、ソフィーの胸を、ヴァントの剣が貫いた。全身から力が抜ける。ヴィオとの戦いで〈魔元素スクレ〉と体力を浪ろう費ひしてしまったのも響いていた。結果、ソフィーはほとんどなにもできないまま敗北し、その場に崩れ落ちた。

「これで全員か。まったく、つくづくジュヴレーヌの騎士は手間取らせてくれるな」

　敵は全員倒した、その場に立っているのはヴァント一人だ。そういえば、味方が誰だれもいない。ティンに倒されたようだが、一人くらいはここに来てもいいはずなのに……ヴァントは懐ふところから魔ま導どう端たん末まつを取り出し、部下を呼び出した。

「……つながらない、だと？」

　端末からは雑音が響くだけだった。ヴァントは知らないが、それはクロロが皇国の通つう信しん網もうを妨ぼう害がいしているのが原因だった。

「だからこの手の機械は嫌きらいだ。肝かん心じんなときに役に立たん」

　苦々しげに顔を歪ゆがめたヴァントは片手で端末を握にぎりつぶし、残ざん骸がいを投げ捨てた。

「いや、なにより役に立たんのは、不ふ甲が斐いないわたしの部下どもか……あの戦争と同じだな。結局最後に頼たよりになるのは、自分の力だけだ」

　独白し、ヴァントは背後を振り返った。

「まぁいい。今度こそ終わりだ。あとは皇こう帝ていを……」

　だが、ヴァントの声が詰つまった。なぜなら、意識を失って倒れていたはずのエルの姿がなかったからだ。

「なん、だと？」

　慌あわてて周囲を見回す。ありえない。ヴァントに気づかれずにただの人間が逃にげることなど、できるはずがない。

　だがそこでヴァントは気づいた。エルだけではない。血まみれで倒れていたはずのティンまで姿が消えていた。ティンが倒れていた場所からエルのいたところまで、なにかを引きずったような血の跡あとが残っていた。

「ティン……あの小娘、あの傷でまだ動けたのか」

　ヴァントが戦っているスキにティンは息を吹ふき返し、エルを連れて逃とう亡ぼうしたのだ。

「だが、奴やつは重傷だ。おまけに皇帝を連れていては、そう遠くまでは行けまい」

　つぶやき、ヴァントは剣を構え、エルとティンを追って疾しつ走そうした。



【　──修復中、修復中、修復中、修復中──修復完かん了りよう。　】

【　再生が終了しました。　】

　シュンは頭の中で響くその声で目が覚めた。だが、全身がひどくけだるく、首を動かすだけでも一苦労なくらい体が重かった。

「ここ、は……」

　シュンは、ヴァントの別べつ荘そうの敷しき地ち内で倒たおれていた。てっきり殺されたと思ったのに無事である。傷も、塞ふさがっていた。どうやら《凱旋門兜ドウリオンフ》が治してくれたらしいが……

「って、ソフィー！　リュリシアさんにアンジュさんも！」

　敷地内に、先ほどまでいなかったはずの三人が倒れていた。全員がぐったりと地面に倒れ、負傷しているようである。あわてて駆かけ寄よるが、全員意識がない。が、かろうじて生きてはいる。

「いったい、誰がこんなことを……」

　いや、犯人などわかっている。ヴァントだ。他には考えられない。シュンは、ギリッと奥歯を噛かんだ。自分がヴァントを倒せなかったから、そのせいで三人にまで凶きよう刃じんがおよんでしまったのだ。シュンは、自分の無力を噛みしめた。

「そうだ。ティンと、エルは？」

　周囲を見回すが、二人の姿がない。ヴァントもいない。よく見ると、地面になにかを引きずった血の跡がある。この血は、たぶんティンのものだ。

「……ティンが、エルを連れて逃げていったのかな？」

　残された跡を見る限り、そのようであった。となると、ヴァントがそれを追ったのか？　状況を見る限り、たぶん時間はまだそれほどたってはいないはずだ。シュンが意識を失っていたのはごく短時間のようである。

　その時、ピピピピピ、と音が響いた。これは、魔導端末の呼び出し音だ。

　音はソフィーの胸から聞こえてきた。いったいなんだろう、と手を伸のばすシュンだったが……気を失った妹の胸に手を伸ばす兄というかなり危険な構図であることに気づき、慌てて手を引っ込めた。

　しかし呼び出し音は全然止まらないし……シュンは、できるだけソフィーにさわらないように細心の注意を払はらって、ソフィーの制服から端末を取り出すことに成功した。

『やーっと出やがったのです、ソフィー！　いったいなにしてやがるのです！』

「その声。クロかい？」

『え？　シュン。なんでシュンがソフィーの端末もってやがるのですか!?』

「それにはまぁ、いろいろあってさ……」

『まぁいーのです。そんなことより、そっちの状況をさっさと教えやがれ、なのです！　ソフィーも定期連れん絡らくを全然しないし、まったく……』

「あぁ、そうなんだよ。こっちはソフィーやリュリシアさんたちが大変なんだよ。全員ケガして倒れてる！　病院に運ばないとマズイんだよ！」

『げ、ソフィーまでやられたのですか？　ソフィーに勝てる奴なんてそうそういるはずがねーのです！』

「あのヴァントって元剣聖だよ。ボクの《滅神咒具エスカトロイ》でも勝てなかった。ティンも負けちゃったみたい」

『げげげ、ティンとソフィーで勝てないとか、どーゆー強さの人間なのですか！』

　クロロが悲鳴じみた声を上げた。

『えっと、シュンちゃん、いいかしら～？』

「姉さん？」

　急にアリアの声が割り込んできた。

『まずは落ち着いて～。そっちの状じよう況きようがこっちはわからないのよ～。敵と味方の状況と皇こう帝ていちゃんのことを、できるだけ簡単にくわしく教えて～』

　簡単にくわしくとか、アリアも無茶を言う。シュンは、できるだけ簡潔に状況を伝えた。

『う～ん。だいたいわかったわ～』

　いつもののんびりした口調で、だけど力強くアリアが言う。

『とりあえず待機させといたうちの国の医い療りようチームをそこに送るから、ソフィーちゃんたちは動かさないでね～。クロちゃん、シュンちゃんたちの場所わかる～？』

『端末の位置情報は逆探知済みなのです』

「姉さんたち、動けないんじゃないの？」

『クロちゃんががんばってくれたから、大だい丈じよう夫ぶよ～』

『皇帝がいなくなった上にヴァントも音信不通、トップ不在状態で皇国の命令系統が混乱してるのです。そこを大天才のあたくし様がニセの命令とかを送り込んで、戒かい厳げん令れいは解除させてやったのです』

　得意そうにクロロが語る。

『けど皇帝誘ゆう拐かいの噂うわさが広まったせいで、民衆の不安が高まっていろいろヤバイ状況なのです。なにか大きな刺し激げきがあったら、爆ばく発はつしそーな感じなのです』

『たとえばヴァント卿きようが、皇帝誘拐の犯人はジュヴレーヌ王国だ、とか言い出したらね～』

　そしてそれがヴァントの狙ねらいなのだろう。

『皇帝ちゃんがまだ生きているなら、なんとしてでも助けるのよ～。そうしないと、本気で戦争になるわ～』

「ゴメン、姉さん。ボクじゃ、あの人に勝てなかった……絶対に勝たなきゃいけなかったのに、ボクじゃ勝てなかったんだ。そのせいでソフィーたちまで傷ついてしまって、ゴメン……本当にごめんなさい」

　端末に向かって話しながら、シュンは涙なみだをこぼした。

　勝たねばならなかった。ヴァントは、倒さねばならなかった。なのに負けてしまった。

　せっかくシュンも《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れたのに、なんの役にも立たないまま、負けてしまった。いくら悔くやんでも悔やみきれない。

『ねぇ、シュンちゃん。あなたが今やるべきコトは、謝ることなのかしら？』

　アリアが言う。いつになく、マジメな口調だった。

「でも、ボクじゃ、あの人に勝てなかったんだ」

『シュンちゃん。いいことを教えてあげるわ──一人で勝てないなら二人で、二人でも勝てないなら全員集まって袋ふくろだたき！──これが我が家の家訓よ』

「……そんな家訓、初耳なんだけど」

『お姉ちゃんが今決めたの』

　ひどい家訓だ。

『確かに、シュンちゃん一人じゃ勝てなかったのかもしれないわ。でもね、忘れないで。お姉ちゃんやクロちゃん、ソフィーちゃんにティンちゃんは、いつもシュンちゃんを支えているわ。たとえシュンちゃん一人しかいないように見える状態でも、お姉ちゃんたちはいつでも、シュンちゃんの後ろにいるのよ』

「……うん」

『そのことさえ忘れなければ、シュンちゃんは、絶対に負けないわ』

　シュンは一人ではない──それは、わかっている。わかっていたはずだ。

　だが家族でただ一人血の繋つながりがないシュンは、ずっと孤こ独どくを感じていた。

　けど、そのわだかまりのせいで、シュンはヴァントに敗北し、ティンやエル、ソフィーにリュリシア、アンジュたちまでも危険な目にあわせてしまったのだ！

　変わらないといけない──決意したシュンは、ガン、と自分の頭を地面にぶつけた。痛い。額から血が出る。けど、その痛みが自分の目を覚まさせてくれる気がした。

『シュンちゃん、なに、今の音？』

「ちょっと気合いを入れただけだよ、姉さん。ゴメン。ちょっと弱気になってた」

『もう大丈夫？』

「うん。大丈夫──あの元剣聖は、ボクのこの手で、絶対にあの世の果てまでぶっ飛ばしてみせるよ」

『あらら、シュンちゃんも男の子ね～。かっこいいこと言うようになって、お姉ちゃんきゅんきゅんきちゃうわ～』

　アリアの口調がいつもの間延びしたものに戻もどった。

『じゃあ、ガンバってね、シュンちゃん。お姉ちゃんたちも裏方でがんばるからね～』

『やい、シュン！　そんだけ大たい言げん壮そう語ごしといて負けたりしたら承知しねーのです！　次は絶対勝つのですよ！』

『そうよ～。シュンちゃんが負けたらクロちゃんが大泣きしちゃうからね～』

『シュ、シュンなんかのために泣いたりなんて絶対しねーのです！』

「わかったよ。クロが泣いたら大変だから、ちょっとがんばってくるよ」

『ぶ～、だからあたくし様は泣かねーのです！』

　シュンは吹ふっ切きれた顔で、前に向かって駆け出した。





　剣聖ティンの才能は早くから目覚めた。

　ティン自身は全く覚えてないが赤あかん坊ぼうのころ、偶ぐう然ぜん食器のナイフを持ったとき、家にあったあらゆるものを真っ二つに切断してしまったらしい。そのために両親は、家中のあらゆる刃は物ものをティンから遠ざけねばならなかったそうだ。

　三歳のときには一人で大型魔ま獣じゆうを退治した。五歳になるともう誰だれも敵かなわなくなり、剣を持てば姉妹最強、と姉たちからも一目置かれるようになった。

　しかしティンは、そんな自分の才能を誇ほこったことなど一度もなかった。

　三年前、両親が死んだときも──ティンは、むしろ自分の才能を呪のろった。なぜなら、ティンが気づいたときには両親はすでに死んでいたのだ。両親を護まもることもできない自分の力に、なんの意味があるのだろう。

　大好きな兄シュンは、両親の死でひどくショックを受けていた。なのに口べたなティンは、シュンをなぐさめることも満足にできなかった。

　幼いティンは、自分の無力さに絶望を覚えた。

　それを見かねた姉のアリアに誘さそわれ、行動を共にすることになった。

　ティンはその後、姉の指示でシャンミュニ皇国に来た。前回の剣定に参加するつもりだったが、幼すぎるという理由でティンは門もん前ぜん払ばらいを喰くらった。力を証明すればいいのかと思って、とりあえず受付にいた騎き士しを倒した。そうしたら怖こわい顔をした騎士が次々とティンをつかまえにきた。

　もちろん全員返り討うちにした。

　エルと初めて会ったのはそのときだ。

　エルだけは一目見ただけでティンの才能を見み抜ぬき、『そなたが剣聖じゃ』と断言した。

　そしてヴァントに替かわり、ティンが剣聖になった。

　前皇帝である母親が急きゆう逝せいし、当時エルは皇帝に即そく位いしたばかりだった。皇帝即位直後の剣聖交代劇に家臣団は大おお騒さわぎになったが、当時はヴァント本人がさほど文句を言わなかったため、騒ぎは収まった。

　エルによって『剣聖ロワ』に任命されたティンは、その後エルと共に行動することになった。

　転機が訪れたのは二年前──国境の視察に行ったエルを、狂きよう暴ぼうな大型魔獣が襲おそった。魔獣は一いつ瞬しゆんで警備の騎士を倒たおしてしまい、エルに迫せまった。

　ティンは無論、すぐさまその魔獣を倒した。だが、絶命した魔獣の巨きよ体たいがエルの上に倒れ、エルは負傷してしまった。

　そのタイミングを待っていたかのように、家臣団にティンの能力を疑問視する声がわき出た。『やはり幼すぎたのでは』『どんなに強くても所しよ詮せん子供』『陛下も護れないようでは剣聖失格』『子供の遊びではない』『ヴァント卿を再任すべきでは』

　だが、ケガをしたエル本人が反発の声を全てはねのけ、ティンをかばった。

　なぜかばってくれるのか、ある日ティンはたずねた。

『ティン、そなたは余を護ってくれたではないか。そなたがいなければ、余はあの魔獣に殺されたかもしれん。そなたに感謝こそすれ、どうして文句を言わねばならぬのじゃ』

　でも、ティンはエルを負傷させてしまった。

『ケガなぞほうっておけば治る。気にするでない』

　エルは、どうしてそこまでティンを信しん頼らいしてくれるのか。

『ティンよ。初めてそなたを見たとき、余は驚おどろいた。余の〈神判眼ジヨシユマ〉はそなたがヴァント以上の騎士だと見抜いたのじゃ。じゃが、同時にあのときのそなたは捨てられた子犬のように見えたのじゃ。悲しいことがあったのに、泣き方を知らない子犬のようじゃった』

　エルが、静かに語る。

『そなたがどんな人生を送ってきたかは知らぬ。じゃが余が治める国で、そなたみたいな顔をした子供がいることが、余はガマンできなかったのじゃ。あのときのそなたは、母上を亡くした直後の余と似ていた』

　エルは、悲しく笑った。

『泣きたいときに泣くことができない──世の中にこれほどつらく悲しいことはないのじゃ。母上が死んだとき、余は泣きごと一つ言うことさえゆるされなんだ。あんな想いをするのは、余一人で十分じゃ。ティンよ、そなたは泣きたいときに泣くがよい』

『……別に、泣きたくなんて、ない』

『そうか……ティン。余はそなたを一方的に剣聖にしてしまったが、すまぬのじゃ。『剣聖ロワ』の称しよう号ごうはあらゆる騎士のあこがれじゃが、まだ幼いそなたには重荷でしかないのかもしれん。イヤなら『剣聖ロウ』を返上してもよいぞ。安心せい。家臣どもに文句は言わせん。剣聖でなくなっても、そなたは今まで通りずっと余の隣となりにいてよいのじゃ。そなたはもう、余の妹みたいなものなのじゃからな』

『…………』

『ティン。なにも言わずともよいぞ。そなたが泣きやむまで、余がそばにいてやろう』

　──その日、ティンは、両親が死んでから初めて泣いた。

　そして決意した。エルのために働こうと。エルはティンを救ってくれた。ティンの心につかえていたものを、エルが取り除いてくれた。その恩を返したいと、ティンは心から思った。

　ティンが皇国内で剣聖としての地位を固めたのは、それ以降のことである。





「……う、む……ここは、どこなのじゃ？」

「起きた、エル？」

「ティン……なのか？」

　ティンとエルは、薄うす暗ぐらい森の奥、大きな木の幹みきが曲がってできた陰かげにいた。今まで気絶していたエルが、ようやく目を覚ました。よかった、と安あん堵どするティン。だが……

「ティン……そなた、余をだましておったのか」

　エルの目が恐きよう怖ふに歪ゆがみ、ティンから逃にげるように遠ざかる。ティンは、悲しげに眉まゆをひそめた。

「エル、落ち着く」

「うるさいのじゃ、ティン……もう一度聞くぞ。そなた、本当に魔族なのか？」

　ティンは、少し悩なやんだ。なにを言っても、今のエルは信じてくれないだろう。モニカのせいで、精神が不安定になっている。だが、ティンはエルにウソをつきたくなかった。

「エル、落ち着いて聞いて……ティンは、人間じゃない」

「やはり、そうだったのか……」

「でも、魔族でもない」

「ウソじゃ！」

　エルが叫さけぶ。

「ウソじゃウソじゃウソじゃウソじゃ──信じておったのに、余はそなたを実の妹のように思っておったのに、そなたは余をだましていたのじゃ！」

「違ちがう。だましてない」

「ウソじゃ！」

　ダメだ──ティンは思う。とてもエルを説得できない。こういうとき、口べたな自分が恨うらめしい。

「見つけたぞ」

　背後から声。今、一番聞きたくなかった声だった。

　ティンが振ふり返ると、木の間をゆっくりとこちらに近づいてくるヴァントがいた。

「手間取らせてくれるな、ティン、エルミタージュ。そろそろわたしの言うことをきいてもらおうか」

「ヴァント……来るな！　お前の顔なぞ見とうない！」

「なんだ、モニカの奴やつ、話が違う。なにが言いなりだ。全然ダメではないか。やはりあんな奴を信用すべきではなかったか」

　ブツブツと、考え込むようにヴァントはつぶやいた。

「だが今さら変へん更こうはできん。生きた皇帝さえ残っていれば、どうとでもなる。むりやりにでもわたしに都合のいい遺書を書かせて、殺すか」

「させない」

　ティンが、ヴァントの前に立ちふさがった。手には、《滅神咒具エスカトロイ》、《霊廟籠手モゾーレ》で生み出した剣が握にぎられている。

「……エルは、ティンが護る」

「魔族め、まだ抵てい抗こうするか。いいかげん諦あきらめろ。獲え物ものをムダにいたぶる趣しゆ味みは、わたしにはないのだがな」

　ティンが地面を蹴けり、ヴァントに斬きりかかった。だがその攻こう撃げきはあっさり防がれ、ティンははね返されてしまった。

「剣筋が乱れているぞ、ティン。心が乱れているな。その程度でわたしと戦おうとは、片腹痛い！」

　ヴァントの攻撃──ティンは、額に汗あせを浮うかべ、それを受け止めるので精せい一いつ杯ぱいだった。体が重い。いつものように、体が動かない。ヴァントは容よう赦しやなくティンを追おい詰つめてくる。このままでは、勝てない──ティンの目に、絶望がよぎった。



　一方のエルは、ティンとヴァントの激げき突とつを、どこか虚うつろな目で見つめていた。

　なぜこんなことになったのか──エルは、ぼんやりと思う。

　全て順調だったはずなのに。母の死からも立ち直って、国も平和で、ティンとも仲良く、すべて順調だったのにどうして……

「ティン、どうしてそなたは余を裏切った……」

「裏切ってなんかない！」

　新たな声が、エルの耳に届いた。

「……誰だれ、なのじゃ？」

「キミはどこを見ているの？　ティンはいま、キミのためにあんなに必死に戦っているじゃない！　あの姿を見ても、エルはティンが裏切ったと言うの！」

　シュンである。シュンとエルの目の前で、ティンはヴァントを相手に激しい戦いを繰くり広げていた。だがヴァントに圧おされ、ティンはあきらかに劣れつ勢せいだった。それでも必死に戦うその小さな背中を、エルは見た。

「エル。ティンはキミの友達だったんじゃないの？　なのにどうしてそんな、信じてあげられなくなっちゃったの？」

「……余の母上は、余の一二歳の誕生日に死んだ」

　エルが、低い声で告げる。

「余には兄と弟がいたが、母上が死んだ途と端たん星位継けい承しよう争いを起こして、三日で共とも倒だおれで死んだ。余はたったの三日で、家族全員を失ったのじゃ。それでも余は国のため、涙なみだ一つ流さないまま皇帝に即位したのじゃ。なのに家臣どもは面めん従じゆう腹ふく背はい。余に従いながらも、心の中では余を若い、未熟とあざけっていた……余には、ティンしかおらなんだ。余が心を許せるのは、あの子しかおらなかったのじゃ！」

「なら、なんで……」

「けどティンにはそなたがいたではないか！　ティンにも余しかいないと思っていたのに……ティンは、余以外にも、そなたという存在がいたではないか！」

「それの、なにが悪いの？」

「ティンは……ティンだけは、いつまでも余のそばにいてくれると思うたのに……結局はティンも、いつかは余から離はなれていくのじゃ……もうイヤじゃ、誰も信じたくない。どうせまた一人になるなら、最初から一人でいいのじゃ……」

「ティンは絶対キミを一人にはしない！」

　シュンは叫び、エルの肩かたを掴つかんだ。

「そしてボクもだ。ボクは絶対キミを一人にはしない。なぜなら、キミはもう、ボクの家族だからだ！」

「家族……って、どどど、どういうことなのじゃ！」

　エルは大きく目を見開き、顔を真っ赤に染めた。だがシュンは本気だった。本気でエルも家族だと、思っていた。

　ティンはシュンの妹→エルはティンにとって新しい姉のような存在→ならばシュンとエルも兄妹きようだいみたいなもの。

　シュンの脳内ではそんな図式がすでに完成していたのである。

「家族ってそんな……」

「エルはイヤなの、ボクの家族になるのが」

「イヤではないというか……いや、でもムリじゃ！　余は皇帝じゃぞ。そなたとは、身分が違う」

「身分がなにさ！　家族になればそんなものは関係ない！」

　シュンの眼は真しん剣けんで、まったく迷いがなかった。至し近きん距きよ離りでそう言われ、エルは、ウッと口ごもった。

「ふ、ふん、また余をだます気じゃな……そなたとティンが好きおうておることなぞ、余はお見通しじゃぞ！」

「うん、そうだね。もちろんティンのことは大好きだよ」

　妹だもの。

「この男ヌケヌケと……やっぱりダメじゃ、信用できん！　そなたみたいなうつけの言うことなぞ信じられん！」

「どうして？　エルだってティンのこと好きでしょ？」

「それはそうじゃ」

「ボクもティンのことが好きだ。だからきっと、ボクたちは家族になれるはずだよ、いや、なってみせる！」

「ふ、ふんっ、もうだまされんぞ。そう言ってそなたは油断させて、また余の肉付きの薄うすい体をバカにしたり、からかったりする気なのじゃ」

「肉付きが薄いのがなにが悪いの？　ボクはバカにしたりしてないよ。バカにしてるのはエルじゃないの？　劣れつ等とう感で自分で自分をけなしているだけでしょ？　ボクは今のままのエルが好きだよ」

「ウ……ウソ、じゃろう？」

「ウソじゃない、好きだよ、肉付きの薄い今のままのキミが、大好きだ！」

「そ、そんな大声で言わずとも……シュン、本当に、そなたは余を裏切らぬのか？」

「もちろんだよ。信じられないなら、証しよう拠こを見せるよ」

　シュンは立ち上がり、背後を振り返った。

「証拠とは、なんじゃ？」

「ボクはキミを必ず護る。その証拠に──これから剣けん聖せいヴァントを、倒たおすよ」

　シュンは、断言する。が、思わずエルは叫んだ。

「ムリじゃ、そなたではヴァントに勝てん！」

　エルにはわかっていた。エルには〈神判眼ジヨシユマ〉がある。その眼があるから、エルにはシュンの実力もわかる。はっきり言って、シュンの実力は最低だ。ヴァントには遠くおよばない。絶対に勝てるはずがない。

「言ったはずだよ、エル。ボクはキミを裏切らない」

　シュンは、自信たっぷりに言い放った。

「あの人を倒して、キミもティンもみんな助けてみせる、たとえ世界の滅めつ亡ぼうが来ようとも今のボクの決意だけは果たしてみせる」

　シュンが、任せろ、と親指を立てた。

「ボクは、キミを護ってみせる」

「シュン……」

　きゅんっ、と、エルの頭の中でなにかが弾はじけるような、そんな感覚がした。同時に、気分が晴れやかになる。なぜだろう。さっきまであんなに世界のなにもかもが疑わしく思えたのに、その気持ちがキレイに消えてしまった。

　決して大おお柄がらではないシュンの背中が、今のエルにはなによりも頼たのもしく見えた。



　ジャギンッ、ヴァントの放った斬ざん撃げきが、ティンの剣を打うち砕くだき、ティンはまたも地面に叩たたきつけられた。

「粘ねばるな、ティン。今のでお前のクビを落とすつもりだったが、うまく護ったな」

「……ん」

　ティンは、ボロボロだった。ヴァントの実力はやはり圧あつ倒とう的てきだ。今のティンでは、勝つことができなかった。

「エルは、ティンが護る」

「愚おろか者ものの魔ま族ぞくめ！　魔族と人間の間に信しん頼らい関係など生まれるものか！」

「…………」

　ティンが、悲しげにうつむいた。ヴァントは絶対に魔族を認めないだろう。そして今の大陸に住む大多数の人間が、ヴァントと同意見であることをティンは知っていた。

　エルも同じなのだろうか……ティンの胸の中を、重苦しい圧あつ迫ぱく感かんが満たした。

「そんなことないよ、ティン」

　ファサッ、傷だらけのティンの小さな肩に、なにかがかけられた。振ふり返るティン。そこにあったのはシュン──ティンの兄の姿だった。ティンにかけられたのは、シュンの制服の上着だった。

「ティンがエルのことを信じるなら、エルだってティンのことを信じてくれる。ボクが保証してあげるよ」

「……ん」

「エルのところに行ってあげな、ティン。後は、ボクがやっておくから」

「でも……兄にいじゃ、勝てない」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ティン。ボクは、負けない。ボクがティンとの約束を破ったこと、ある？」

「…………ん、わかった」

　最終的にティンはうなずき、エルのいる場所へと下がっていった。さて、とシュンは改めてヴァントと向き合う。ヴァントが眉まゆをひそめた。

「妙みようだな。貴様の傷は確実に致ち命めい傷しようだったはずだ。貴様は……魔族ではない、人間のはずだ。なのになぜ動ける？」

「さぁね、そんなのはどうだっていいよ……ただ、もう、ボクは迷わない。ボクの家族と友人を傷つけたあなたを、ボクは絶対にゆるさない！」

「貴様のゆるしなどいらん！」

　ブンッ、風切り音とともにヴァントの姿が消え、シュンの背後に現れた。

「今度こそ確実に息の根を止めてやる！」

　背後からの斬撃を、シュンは受け止めた、素手で。

「なん、だと！」

　ヴァントはうめく。ヴァントの剣を、人間が手で受け止められるはずがない！　なのにシュンは、その不可能をやってしまったのだ。

【　敵性個体と再遭そう遇ぐうしました。　】

【　情報更こう新しん。敵性個体の脅きよう威い度が上方修正されました。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能の使用が承認されました。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を再召しよう喚かんします。　】

　シュンの全身を金色の輝かがやきが包むと同時に、シュンの頭に黄金の兜かぶと《凱旋門兜ドウリオンフ》が装着された。全身からわき上がるすさまじい光の圧力が、ヴァントを弾はじき飛ばす。

「忌いま々いましい〈天聖騎士エヴアンジル〉め、またしてもわたしの邪じや魔まをするか！」

　ジャギジャギジャギンッ、ヴァントの剣が動き、連続で〈魔弾テイリユル〉を装そう填てんした。

「いいだろう。貴様がまたわたしの前に立たち塞ふさがるなら、わたしはそのたびにお前を倒す！　何度来ようとも、なんどもなんどもなんどもなんどもなんどでも倒してやる！」

　ヴァントが地を蹴けり、飛び出した。青い輝き、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉に包まれたヴァントの動きは速い。並の騎士とは比べものにならない超ちよう高こう速そくでヴァントはシュンに迫せまってきた。

【　敵性個体の情報解かい析せきが完かん了りようしました。　】

　シュンの頭の中で、《凱旋門兜ドウリオンフ》の幻げん聴ちようが聞こえた。

【　敵性個体の詳しよう細さい情報を入手しました。　】

【　個体名、バーガント人、ヴァント・デュ・ラフィエルム。　】

【　固有能力『剣聖ロワ』及および、〈超騎士イノンブラ〉を所有。　】

【　入手した情報から、敵性個体に最適化された武装を精製します。　】

【　敵性個体に最も有効な属性［無血開城スミツシヨン］［飛燕イロンデル］［反分身ヴエリテ］を武装に付ふ与よします。　】

　シュンの目の前に剣が生みだされた。それは金色に輝く刃やいばを持った、美しい剣であった。先ほどとは違ちがう、ヴァントを倒すために生み出された、最強の兵器である。

「行くよっ！」

　叫さけび、シュンもまた黄金の剣を手に前に飛び出した。

　ガギンッ、ヴァントとシュン、互たがいの剣が真っ正面からぶつかり合い、雷らい光こうのような爆ばく発はつが周囲に飛び散った。

　二人はそのまま超高速で動き回りながら、互いに恐おそるべき速さで剣撃を繰くり出していく。互いに攻こう撃げきし、互いに受け止め、弾き、斬きり結ぶその動きは、全くの互ご角かくだった。

「確かに先ほどよりはやるな……だがそれでも剣聖にはほど遠いわっ！」

　叫ぶヴァント。そのヴァントの全身を〈魔元素スクレ〉の強きよう烈れつなオーラが包みこみ、〈魔元素スクレ〉が分ぶん裂れつ。それぞれがヴァントと全く同じ姿になった。その数、十人。

「剣聖奥おう義ぎ〈分身ブリユム〉！　これを防いだものは未だかつてこの世に存在しない！」

　叫ぶヴァント。十人に増えたヴァントが、〈魔元素スクレ〉の輝きと共に一いつ斉せいに突とつ貫かんしてくる。幻げん影えいではない。一人一人がヴァント本人と互角の戦せん闘とう力を持つ分身たち。単純計算で戦力が十倍になってしまうという、剣聖だけが使える最高位の技。

【　敵性個体、『剣聖ロウ』専用特技、〈分身ブリユム〉を発動しました。　】

【　属性［反分身ヴエリテ］発動。自動迎げい撃げき開始。　】

　シュンの持つ剣が、強烈な光を放った。その光を浴びたヴァントの姿が、霞かすんでいく。

　ヴァントの分身が次々と、シュンに襲おそいかかる。だが、シュンに触ふれた瞬しゆん間かん、ヴァントの分身は風に吹ふかれた煙けむりのように、一瞬で霧む散さんしていった。

【　迎撃完了しました。　】

　ヴァントの分身九人が、消えてしまった。残った最後の一人は、ヴァント本人。

「どうやら、ボクがこの世で初めて分身を破っちゃったみたいだね」

「バカめ、その程度で破ったつもりか！」

　ジャリンッ、ヴァント本人がシュンに斬りかかりながら叫んだ。

「ここからが本番だ。本当の〈分身ブリユム〉の使い方を見せてやる！」

　ヴァントの姿がブレる。いや、分身したのだ。至し近きん距きよ離りからヴァントの分身がシュンに特とつ攻こうしてくる。シュンの剣が光り、分身をかき消す、かに見えたが、分身の剣は消える前にシュンの腹部を斬り裂さいていた。

「ぐっ！」

　さらにヴァントは横に滑すべるように走る。その背後に分身。生み出された分身が次々とシュンに迫る。剣の光が分身を消すが、分身は完全に消え去る前に確実にシュンを斬り刻んでいった。

【　警告。　】

【　敵性個体の攻撃速度上じよう昇しようしています。　】

【　自動迎撃、間に合いません。　】

「見ればわかるよ！」

　ヴァントは劫ごう火かの如ごとき激しさで次々と分身を生み出しつつ、シュンを攻せめつづけた。シュンは、ヴァントにせめて一いち撃げき、攻撃を入れようとあがく。だが、目の前にヴァントはいるのに、シュンの剣は届かない！

「諦あきらめろ、小こ僧ぞう！　確かに貴様は強い！　だがそれでも剣聖の高みにはおよばん！」

　ヴァントが吠ほえる。ヴァントの剣が強い輝きに包まれ、その剣先から巨きよ大だいな光の刃が放たれた。その刃はシュンの胴どう体たいをとらえ、ザシュッ、と腹を斬り裂く。シュンは森の木に叩きつけられ、その木をへし折りながら地面に激げき突とつした。

【　警告。　】

【　致ち命めい的てき損傷を受けました。　】

【　緊きん急きゆう修復モード起動。自己再生……　】

「いらない！」

　シュンは、血の噴ふき出る腹を片手で押さえながら叫んだ。

「あれをやったら動けなくなるから、やらないで！」

【　了りよう解かいしました。感覚を遮しや断だんし、応急処置を施ほどこします。　】

　腹の痛みが消えた。麻ま痺ひさせてくれたらしい。けど、傷口を押さえる手にはドバドバ生温かい血が流れ落ちる感覚が伝わってくる。痛みがないぶん、かえって不安になってきそうだった。

「シュン、なにをしてるのじゃ！　さっさとそやつを倒さんか、余を護まもってくれるのではなかったのか！」

　エルの声が聞こえた。見れば、ティンに肩かたを貸しながら、エルがシュンを見て応おう援えんしてくれていた。けど、エルは泣いていた。なんであんなに泣いているのだろう。応援するなら、もっと笑顔でして欲しいなぁ、とシュンは思った。

「もし負けたら絶交じゃ！　そなたなんて絶交じゃ！　そなたなんて家族でも友人でもなんでもないのじゃ！」

　それはイヤだなぁ……シュンは、両足を踏ふん張ばって剣を構えた。エルの声に背中を押されて、最後の力を振り絞しぼるシュン。

「小こ娘むすめどもが、五う月る蠅さいな」

　わずらわしそうに、ヴァントはエルを見た。

「もはやお前たちは手て詰づまりだ。いいかげん自分の運命を受け入れたらどうだ？」

「いいえ、手詰まりなのはあなたです！」

　スタッ、軽やかに森の中に降り立つ人ひと影かげがあった。それはソフィーだ。

「ソフィー。無事なの!?」

「はい、応急手当をしてもらい、追ってきました」

　見ると、ソフィーは胸に包帯を固く巻き付けていた。確か重傷だったはずなのに、ムリをしてここまで来たのか。

「ヴァント卿きよう。あなたの計画は完全に失敗しました。これをご覧なさい」

　ソフィーが、手に握にぎっていたものをヴァントに見せる。それは魔ま導どう端たん末まつだった。

　その端末から光が照射され、空中にとある映像が映し出された。それを見たヴァントが眼を見開く。

「なんだ、これは！」

　映像の中、ヴァントが映し出されていた。ヴァントが部下を連れて暗い部屋に押し入り、ベッドで寝ねていたエルをむりやり拉ら致ちしていく、その様子が一部始終撮さつ影えいされていた。

「ふざけるな！　わたしはこんなことはしていない！　そもそも、エルミタージュをさらったのはモニカの奴やつだ！」

　映像が、切り替かわった。全身を血に染めたヴァントが、リュリシアやアンジュを無む慈じ悲ひに斬るというかなり衝しよう撃げき的な映像である。

『……皇国の皆みな様さま、ご覧になっていますか？　これが今、この国で起こっている真実です』

　その声は、アリアだった。アリアの声が、映像とあわせて流れてくる。

『元剣聖ヴァント卿は自分が皇位を望むあまり、エルミタージュ皇こう帝てい陛へい下かの拉致監かん禁きんという暴挙に出たのです。卑ひ劣れつにも、彼はその罪を、たまたまこの国を訪れていたジュヴレーヌ王国の人々に押しつけました。その証しよう拠こが今の映像です』

　アリアの顔が映し出される。それは、シュンでも見とれるほど美しい横顔だった。

『あたくし、モレサンド合衆国副大統領、アリア・ニコ・ブルトゥレはこの事実を知ったとき、まず驚おどろき、そしてなにより大いに悲しみました。なにが彼をこのような暴挙に走らせたのかは知りません。ですが、わたしは皇国の皆様にこの事実を広く知らせると同時に、まずなにより、ヴァント卿を正しき司法の場で裁くのが大切だと考えます。そのために必要な助力を、我が国は惜おしみません』

「ウソだ、ウソだウソだウソだ！　そんなのは全てデタラメだ！」

「えぇ、もちろんウソです。今の映像は本物ではありません」

　ソフィーが、小声で告げる。

「クロロが朝から必死になって作ってくれました。ヴァント卿の姿を合成して作った特とく撮さつ映像です。ですが、クロロ渾こん身しんの作品です。常人では偽にせ物ものかどうか判別できません。そしてなにより、ヴァント卿が陛下を誘ゆう拐かいしたのはれっきとした事実です」

　ヴァントが、血走った目で叫んだ。

「ふざけるな！　こんなでっち上げ、誰だれが信じる！」

「いいえ、大半の人物は信じています。皇国騎士団は一斉に皇帝派に傾かたむきました。まだ残っていたあなたの派は閥ばつの騎士は、次々と身み柄がらを拘こう束そくされています。あなたのクーデターは、完全に失敗しました」

　ソフィーの言葉に、ヴァントが口ごもった。

「……ふ、そうか。わたしは、失敗したのか」

「そうだよ、だからあきらめて……」

「だが、それがどうした？」

　ヴァントが、ギラリとした目でシュンを睨にらむ。

「わたしは元々平民だ。地位も名めい誉よも財産も、なにもなかった。ただひとつ、剣の腕うでのみでここまで上ってきた。全てを失ったのだとしても、それは最初に戻もどっただけのこと！　そしてわたしにはまだこの腕が残っている！　わたしはまだ終わっていない！」

「諦めの悪い！」

　ヴァントが、動く。シュンもまた、同時に駆かけだした。ヴァントの背後から〈分身ブリユム〉が生みだされ、すさまじい勢いで次々とシュンへと突貫してくる。

「そんなもの！」

【　属性［反分身ヴエリテ］発動。　】

　シュンの手の剣が黄金の光を発し、分身をかき消す。だが、分身はすさまじい勢いでシュンに迫り、シュンを傷つけていく。

「まだだっ！　まだ、こんなことでボクは負けない！」

【　属性［飛燕イロンデル］発動。超ちよう機動戦闘開始します。　】

　シュンの動きが、加速する。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の高速状態から、さらにもう一段階加速する。シュンの視界の中、あらゆるものが静止する。あらゆる生物の限界反応を超こえた超加速が、シュンの肉体を突つき動かす。

　シュンの目の前に迫せまったヴァントの分身。跳ちよう躍やく。シュンは相手を飛び越えつつ、さらに空中を蹴る。なにもないはずの空間に、見えない足場の感かん触しよく。シュンの体は常識ではありえない軌き道どうで宙を舞まい、相手の背後へ回り込み、背中に剣を突き刺さした。その分身は、一瞬で霧散していった。

「なん、だと!?」

　ヴァントが、動どう揺ようした声を漏もらす。シュンの動きは止まらない。

　二人目の分身を、振ふり向きざまに斬り捨てた。

　三人目の分身が背後から迫ってきたので、さらに相手の背後に回り込んで斬った。

　四人目は流れるような動きで斬り、五人目は胸をつらぬき、六人目は振り返らないまま斬り、七人目は袈け裟さ懸がけに斬り、八人目と九人目は大上段からまとめて斬り捨てた。

　ヴァントが生み出す分身を、シュンは一瞬のうちに全て斬り倒たおしていった。

「馬ば鹿かな！　〈天位無鵬剣グラン・トロス〉だと！　それは私でも会え得とくできなかった──〈天聖騎士エヴアンジル〉の技だぞ！」

　シュンは、残ったヴァント本体に迫った。

「確かにあなたは強かった。ボクも、ティンも、ソフィーも負けた。けどボクは、諦めない！　なぜなら、ボクには、ボクを助けてくれる家族がいるからだ！」

　迫るシュンを、ヴァントが迎むかえ撃うつ。二人の剣が正面からぶつかり、周囲に稲いな妻ずまのごとき火花が飛び散った。

「ティンが、エルを護ってくれた。そのせいであなたは手間取り、ボクらが反はん撃げきする時間ができた！」

　ザシュッ、ヴァントの鋭するどい斬ざん撃げきが、シュンの肩をえぐった。だがその程度はかすり傷と、シュンは歯を食いしばった

「クロロが頑がん張ばってあなたの増ぞう援えんを食い止めてくれた！　クロロがあなたの悪事をみんなに知らせてくれた！」

　シュンが諦めずに何度も斬きりつける。ヴァントは、次第に防戦へと追い込まれてきた。その険しい顔に焦あせりの色が漏れる。

「アリア姉さんがみんなを説得して、クーデターを失敗に導いてくれた！」

　歯がみしたヴァントが、シュンの攻こう撃げきを受け止めた。その瞬しゆん間かん、ピシッ、不ふ吉きつな音が響ひびいた。ヴァントが構える機械のような剣。その剣けん身しんに亀き裂れつが走ったのだ。

「そしてソフィーやみんなと戦い続けたせいで、あなた自身、もう体力の限界だ！」

　シュンの攻撃が、正面からヴァントの剣を打った。瞬間、バギンッ、破は砕さい音が響き、ヴァントの剣が粉々に砕くだけ散った。



「　　　一人で勝てなかったら二人で！

　　　　二人で勝てないならみんなで袋ふくろだたき！

　　　　それが家族ボクらだァァァァァァァァァァァァァァァッ!!　　　　」



　シュンの剣が、ついにヴァントの胴どう体たいを斬り払はらった。ヴァントの体から、真っ赤な鮮せん血けつが周囲へと飛び散る。

「ばっ、ぬぐ……この程度でぇぇっ！」

　ヴァントは傷口を手で押さえながら、歯をむき出しにして絶ぜつ叫きようした。だが、その瞬間、ヴァントの口からどす黒い血けつ塊かいが吐はき出された。

「お、の、れ……〈天聖騎士エヴアンジル〉サンクト・タチアナ・ローレン。またも貴様に……」

　ドゥ、と地面にヒザをつき、ヴァントはゆっくりとうつぶせに倒れていった。

【　敵性個体の撃げき退たいを確認しました。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能を再封ふう印いんします。　】

　フッと、シュンの頭の兜かぶとが姿を消す。同時に手の剣も消えてしまった。

　倒した──倒したのだ、シュンが、大陸最強と謳うたわれた剣聖を、ついに。

　全身を、重い疲ひ労ろう感かんが包み込む。体が、限界だ。もう、一歩も動けない。今にも倒れそう……

「兄さ……」

「シュゥゥゥゥゥゥゥンッ!!」

　駆かけ寄よろうとしたソフィーよりも速く、弾だん丸がんのような勢いでエルがシュンに飛びついた。ドゴッ、胸に衝撃。忘れていた痛みが、今さらのようにシュンの全身を襲おそってきた。

「よぅやった、よぅやったのじゃ、シュン！　素晴らしいのじゃ、シュン！　そなたこそまさに天下無む双そうの騎士じゃ！」

「エ、エル、苦しいよ……」

「おぉ、ひどいケガじゃ。じゃがケガは騎士の勲くん章しようじゃぞ。安心せい。城に戻ったら国中の名医を呼んでやるでな。いや、なんなら、よよよよよよ、余が、そなたを看病してやってもよいのじゃぞ。いや、むしろそれがよかろう。安心せい。そなたが元気になるまで、余がみっちりつきっきりで看病してやるわ」

「ははは、それは、ありがとう……」

　きらきらと輝かがやく瞳ひとみでシュンを眩まぶしそうに見つめるエル。むにむに、エルは遠えん慮りよなくシュンに抱だきついてきて、とても困ったことになった。なんていうか、エルはヴァントにさらわれて色々と大変な目にあったわけで、その間に着ている服がだいぶはだけてしまっていて、それを直しもせずにシュンに抱きつくものだから、柔やわらかいものがむにょむにょシュンに当たっている。しかしあれだ、肉付きが薄うすいと最初に言ってしまったけどとんでもない。エルは小こ柄がらで痩やせているように見えたけど、実はこれでしっかり女の子らしい部分は成長していて、それがすさまじく柔らかい。さわればさわったぶんだけどこまでも指が沈しずんでしまいそうな、そんな極限の柔らかさの前には肉付きの問題なんて全然関係ない……

「いたっ！」

「…………」

　ティンが、いつのまにかシュンのかたわらに立っていた。どういうわけか、その無表情が微び妙みように不ふ機き嫌げんそうで、手はシュンのお尻しりをつねっていた。

「な、なに、ティン、どうしたの？」

「……別に」

「なんじゃなんじゃ、ティン、そなたもしや、すねておるのか」

　と、上機嫌なエルがティンにも抱きつくと、ティンに思いっきりほおずりした。

「安心せい。余は寛かん大だいじゃ。シュンを独どく占せんしたりはせん。シュンはそなたとの共有財産じゃ。そなたも思う存分シュンとイチャイチャしてよいのじゃぞ！」

　待って欲しい……なに、その共有財産って？　ボクってエルたちの持ち物なの？　ボクの意思は無視なの？

「……ん、わかった」

　そしてティン、なんでそこで嬉うれしそうな顔でうなずくの？　共有財産って認めちゃったの？　それで本当にいいの？

「……ほ、本当に、ハーベストさんは、私の知らない間に、皇こう帝てい陛へい下かとずいぶん仲良くなられたご様子で、おめでたいですね……」

　ソフィーが言うが……待って、ソフィー。なんでそんな怖こわい顔してるの。そんな、怒いかりと絶望と憎ぞう悪おを笑顔のコンクリートで必死に埋うめ隠かくそうとしているかのようなすさまじい表情、どうしてそんな顔なの？

「……兄さん、帰ったら説明してもらいますからね、事細かに、詳しよう細さいを、一切合がつ切さい、包み隠さず」

「……はい」

　ソフィーに耳元で囁ささやかれ、シュンは、ボクの戦いはまだ始まったばかりなんだ……と心の中で思った。

　けれど、こほん、と咳せき払ばらいをしたソフィーが、今度は耳元で甘く囁いた。

「お疲つかれ様さまでした、兄さん。兄さんが無事で、本当によかったです」



    

  
    
      
　終章　皇こう帝ていと皇こう女じよと秘密






　シュンの手で倒たおされたヴァントは逮たい捕ほされた。重傷ではあったが、逮捕後すぐに治ち療りようを受け、一命を取り留めた。今後皇こう国こく内で裁判にかけられるそうだが、極きよつ刑けいはまぬがれない、というのが大方の見方だった。

　あれだけの大事件が起きてしまったため、残念ながら剣けん定ていは中断したまま終しゆう了りよう、ということになった。ただエルは、次回の剣定は今回の分も含ふくめて盛大に開かい催さいする、と約束した。

　大事件ではあったが、被ひ害がいは少なかった。ヴァントはあまり他人を信用せず、信しん頼らいできる自分の側近にのみ、今回の計画を話したのだ。そのため、実際にヴァントの反乱に手を貸した騎き士しは、少数だったのである。

　ヴァントに手を貸したミリオン社は、追つい及きゆうの手が伸のびる前にシャンミュニ皇国から撤てつ退たい、本社のあるフォローヌ共和国へと逃にげ帰った。

　シャンミュニ皇国はフォローヌ共和国へ犯人引ひき渡わたしを要求したが、フォローヌは拒きよ否ひ。国家間の緊きん張ちようが高まることとなった。



　皇国内、とある収容施し設せつにて──

　施設内で爆ばく発はつが発生した。

　ただちに収容所中が警けい戒かい態勢になり、配備されていた騎士が警戒を強め、警報の音と共に周辺を強きよう烈れつな『魔導灯フアール』の光線が照らし出す。

「ヴァント卿きよう、こちらへどうぞ」

　収容所の裏手の門が開いており、そこから密ひそかに逃げ出す人ひと影かげがあった。ここに収容されていたヴァントである。ヴァントはそのまま塀へいの外に止まっていた黒くろ塗ぬりの車に乗りこむと、車が急発進した。

「助かったぞ、礼を言う」

「礼にはおよびません。あなたはこんなところで終わるべき人では、ない」

「うむ、そうだ。まだだ。わたしはまだ終わらん。幸いまだアテはある。奴らに連れん絡らくし、合流して再度チャンスをうかがうとしよう」

　ヴァントは、力強く拳こぶしを握にぎった。

「忌いま々いましい〈天聖騎士エヴアンジル〉め。まだわたしのジャマをするか……だが、これで終わると思うな。確かに今回は失敗したが、わたしはまだ、全てを失ったわけではない」

「そうだな。あなたはまだ全てを失って、ない」

　低い声が告げる。

「なぜなら、これから全てを失うからだ」

「なんだと、貴様、な、ん……」

　ヴァントは運転席に座る相手を見て、声を詰つまらせた。なぜなら、自分が誰だれと話しているかに、ようやく気づいたからだ。

「おや、どうしたのかな、ヴァント卿。剣けん聖せいともあろうおかたが、声が震ふるえているぞ。それとも……我たしの顔が、どうかしたのかな？」

「どうして貴様が……」

「ヴァント卿。我たしの手て駒ごまとして、あなたは実によく踊おどってくれた。我たしのこの国での目的はすでにおおむね達成された」

　運転席から、むせ返るように甘美な香かおりがたちこめてくる。

「そろそろ裁きの時間だ。ヴァント卿。我たしの独断と独善的思考に基づき、あなたは有罪と判定された」

「バカな、ならばなぜ、わたしを収容所から連れだした？」

「言ったはずだ。あなたはこんなところで終わるべき人間では、ない──裁判での死し刑けいなど生ぬるい。裏切り者には、それにふさわしい惨むごたらしき死を与あたえる」

「ふ、ふざけるな、お前に、なにができる……」

「声が震えているぞ、ヴァント卿、ムリをするな」

　運転席の人物の口元が歪ゆがみ、不気味な微び笑しようを浮うかべた。

「元剣聖のあなたならわかるはずだ。今の我たしの力が、どれほどのものか」

　ゆっくりと、声の主ぬしがヴァントを振ふり返った。

「光栄に思え、ヴァント卿。あなたには見せてやろう。誰にも見せたことのない我たしの本当の力──我たしの《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》の力を」





　──事件後、シュンはヴァントとの戦いで受けた傷が原因で、入院することとなった。皇国は責任をもってシュンたちジュヴレーヌの関係者に最高の治療を施ほどこしてくれた。おかげで数日もすると痛みも消え、日常生活には支障ないレベルまで回復した。

　ただ残念ながら、見み舞まいに来ると約束してくれたエルとは全く会えなかった。今回の大事件の事後処理でエルは多た忙ぼうをきわめ、とてもシュンたちのところに顔を出す余よ裕ゆうがないらしい。まぁ、それはしかたがない。

　その代わりではないが、アリアとクロロがこっそりお見舞いに来てくれた。剣定は中止となり、残念ながら二人はシュンたちよりも先に帰国するそうだ。

　ヴァントが暗殺された、と聞かされたのはそのときだった。

「ヴァントは何者かの手引きで脱だつ獄ごくしたものの、その直後死体で発見されたのです」

「いったい、誰がそんなことを？」

「十中八九、モニカの仕し業わざなのです」

　クロロが断言する。

「ヴァントもバカなのです。よりによってあの女を裏切るなんて……そんなおそろしいこと、あたくし様でもしねーのです」

　身み震ぶるいするクロロ。モニカ姉さん怒おこると怖こわいからなぁ、とシュンも思った。

「モニカ姉さんは、本気で戦争をする気だったのかな？」

「あの女の頭の中身なんて本人以外にはわからねーのです──ま、大天才のあたくし様には、ある程度予想はできるのですけど」

　えっへん、とクロロは胸をはる。

「モニカの奴はヴァントのクーデターが成功するなんて、最初からカケラも思ってなかったのです」

「え？　でも、それじゃ、なんで手を貸したの？」

「シュンちゃん。武器商人が一番儲もうけるには、なにをすればいいと思う？」

「それは……大きな戦争？」

「だからシュンはバカなのです。そんなはずねーのです」

　クロロが鼻を鳴らす。

「大戦争が起こればそれは一時的に武器商人が儲かるのです。けど全面戦争なんて長くは続かねーのです。血で血を洗う戦争をしたら最後、数年で戦争を続ける力がなくなって国は滅めつ亡ぼうして、武器商人は武器を売る相手がいなくなって自じ滅めつするだけなのです」

　確かにそうかもしれない。

「武器商人が一番儲かるのは、戦争勃ぼつ発ぱつ寸前の状態を維い持じすることなのです。いつ戦争が起こるかわからない状態なら、各国は軍備拡張で最新兵器をバンバン買いまくるのです」

「いわゆる冷戦よね～」

「モニカ姉さんは、それを目指しているってこと？」

　アリアがうなずいた。

「モニカちゃんは確かにヴァント卿に力を貸したわ。けどたぶん、ヴァント卿のクーデターが成功しても失敗しても、モニカちゃんはどっちでもよかった。ヴァント卿がクーデターを起こしたという事実さえあれば、モニカちゃんは満足だったのよ～」

　ヴァントが事件を起こすことで、社会の不安を拡大させることがモニカの狙ねらいだったのだ。おそらく、ジュヴレーヌの魔ま獣じゆう事件も、目的は同じだ。

「それじゃぁ……全部、モニカ姉さんの計画通りだったってこと？」

「あたくし様たちがどー動いたところで、ヴァントが行動を起こした時点でモニカはすでに目的を達成していやがったのです」

　クロロがいまいましそうに舌打ちした。アリアが首を振る。

「でも～、シュンちゃんたちががんばったおかげで、事件の被害は最小限に食い止められたのよ～。今回の事件なんて、最悪国同士の戦争になったかもしれなかったしね～」

「モニカの奴がこの程度で諦あきらめるはずがねーのです。とっとと首根っこつかまえて大人しくさせないと、いつか取り返しのつかねーことになりそーなのです」

　アリアとクロロはそう言って、帰っていった。

　一人残ったシュンは、でも、と考えた。モニカの真意は、他にもあったかもしれないと。

　ヴァントは〈天聖騎士エヴアンジル〉、シュンたちの父のことを知っていた。そして、明らかに憎にくしみを抱いだいていたように見えた。

　三年前、シュンたちの両親を殺した犯人は、未だにわかっていない。

　だが、あれだけ強かった両親を殺すには、相手もそうとう強くなくては不可能だろう。それこそ、『剣聖』と呼ばれるほどの実力がなくては。

　もしかして──ヴァントは、シュンたちの両親の仇かたきだったのだろうか。

　ならばモニカの本当の目的も……

　全てはシュンの推測だ。なにも確証はない。

　だがいつか、またモニカと再会できたなら、そのことを聞いてみたいとシュンは思った。





　事件が終結して一週間──シュンたちは、皇国首都の中央駅にいた。王国へ帰るためである。集中治療を受けた結果、シュンたちのケガはほぼ傷きず跡あともわからないくらいまで完治していた。

　エフィやミュスカ、他の騎士たちも無事だったが、唯ゆい一いつ、腹ふく膜まく炎えんで手術をしたラドワだけはもう少し入院が必要ということで残ることになった。

　今回の事件で王族であるリュリシアが負傷したのはかなりの大問題だが、その辺りに関しては、皇国と王国、双そう方ほうの偉えらい人が色々話し合って決めていくことになるので、シュンにはあまり関係のない話である。

「うぅ……学園長。今度こそわたしたちクビでしょうか？　リュリシア殿でん下かをお護まもりできずにケガをさせてしまうなんて、わたしたちクビですよね、やっぱり？」

「落ち着きたまえ、ミュスカにゃん。まぁ大だい丈じよう夫ぶだろう。さすがにおとがめ無しはムリだろうけど、減給程度でゆるしてもらえるようにわたしがまとめておくよ」

「減給……しばらくまたパンをガマンしないと……」

　ミュスカがなにやら涙なみだをそそる話をエフィとしていた。この人は、本当に苦労しているんだな、とシュンまで涙ぐんでしまいそうになった。

　リュリシアは、あの事件の後、なにやら元気がない。シュンが話しかけてもいつも生返事で、なにかを考え込むようにぼんやりしていた。ケガは治ったはずなのに、いったいなにがあったのだろう。

　そのリュリシアは、隣となりに立つアンジュと二人で会話をしていた。

「アンジュ……あなた、ケガの具合はいかが？」

「わたしは問題ありません。リリィ様こそ、大丈夫なのですか？」

「えぇ……わたくし、今回は痛感しましたの」

　ため息を吐つくリュリシア。

「わたくし、少し調子に乗っていたようですわ……世界には、わたくしでは遠くおよばないほど強いかたがたが、まだまだいますのね」

「はい、わたしも今回は、力不足を痛感しました」

「アンジュ。帰ったら、わたくしにお付き合いなさい。しばらくの間、特別訓練を毎日つづけますわ。少しでも自分の未熟を鍛きたえたい気分ですの」

「はい。もちろんです、リリィ様。どこまでも、お供させていただきます」



　来たときと同じ専用列車にシュンたちは乗り込んだ。

　列車の中、窓まど際ぎわの席に座るシュン。ソフィーも今日は珍めずらしく一人で物思いにふけっていて、隣には誰もいない。シュンは、このまま一ひと眠ねむりしようかな、と目を閉じた、そのとき。

『ご乗車の皆みな様さまにお知らせします。前方の線路で異常が発見されました。現在確認をしております。発車時間が多少遅おくれますが、どうかご容よう赦しやください』

「え？」

「どういうことですの？」

「なにがあったのです？」

　なにしろあんな事件が起きた直後である。全員が神経質になっていた。乗務員が質しつ問もん攻ぜめにあっている。

「も、申し訳ありません。線路が切断されていたらしく、現在急きゆう遽きよ路線変へん更こうの手続きを取っています」

「切断とは、どういうことですか？」

「すいません、わたしも、よくわからないのですが、言葉通り斬きられていたらしく……」

　どういうことだろう？　シュンは窓から駅の様子をのぞいてみた──と、駅の中に、見なれた小さな人ひと影かげが見えた。ティンである。

　ティンはシュンを真まっ直すぐ見つめながら、ちょいちょい、と指を動かして、シュンを手招きした。出てこいということだろうか？

　幸い列車はまだ出発しないようなので、シュンは適当に理由をつけて、車両から外に飛び出した。が、ティンの姿がどこにも見えない。

「あれ？　変だな、ティン、どこに……」

「おぉ、間に合ったのじゃ！」

　すぐそばで声。何度も荒あらく呼吸をし、肩かたを上下させる赤面した少女がシュンの目の前にいた。

「エ、エル？　どうしたの、その格好？」

　そう、その声はエルだった。だが、エルは見慣れた皇こう帝ていの服装ではなかった。タンクトップにショートパンツをはいて、脚あしにはニーソックス。長い髪かみはむりやりキャスケットの中に隠かくしている。

「ど、どうじゃ？　なにしろ余は有名人じゃ。こんなところにいるのがバレたら大おお騒さわぎじゃからの、変装したのじゃ。どこから見てもなんの変へん哲てつもない町まち娘むすめじゃろ？」

　エルが服をシュンに見せびらかすようにくるりとその場で回転する。確かに皇帝には見えないけど、町娘にしてはかわいすぎてちょっと目立っていた。

「どうしてここに来たの？」

「そなたに会うために決まっておるじゃろ。今日はいそがしゅうて、抜ぬけ出すのが大変だったのじゃ。ギリギリ間に合いそうになくて、ティンに先に行って列車を足止めするよう言ったのじゃが、なんとかなったようじゃな」

　微笑ほほえむエル──だが待って欲しい。線路が切断されたらしいけど、まさかその犯人は……いや、聞かなかったことにしよう。うん、それがいい。

　エルは、すまなそうな目でシュンを見た。

「シュン……すまんのじゃ。ヴァントをつかまえた一番の手て柄がらはそなたのものなのに、余は表だってそれを褒ほめてやることができんのじゃ……」

「しかたないよ、色々事情があったし」

　シュンとしても、シュンがヴァントを倒たおしたことが無む闇やみに知られては困るのだ。シュンの力の秘密や、シュンとソフィーやティンたちとの関係など、他人に知られては困ることがたくさんある。

「シュン。本当に帰るのか？　このままここに残らぬか？」

　エルが少しモジモジしながら告げる。

「ジュヴレーヌに帰っても、すぐ騎き士しに任官されるわけではなかろ？　皇国に残るならば、明日あしたにでも正規の騎士に取りたててやるぞ。そなたならすぐ余の片かた腕うでにしてやるのじゃ。剣聖にしてやるのはティンがいるからさすがにムリじゃが、ティンが余の右手ならそなたは左手くらいの地位につけてやるのじゃ」

　大陸有数の大国、シャンミュニ皇国皇帝自らの勧かん誘ゆうである。シュンのような落ちこぼれにとって、夢のような話だった。

　だが──シュンは、困ったような笑みを浮うかべながら首を振った。

「ごめんね、エル。せっかくだけど……ボクは、ジュヴレーヌの騎士になりたいんだ」

「うぬ……余の誘さそいを断るとは、理由を聞かせてもらおうかの」

「う～ん……」

　シュンは少しだけ躊躇ためらった後、口を開いた。

「ボクの父さんが、昔ジュヴレーヌの騎士だったから、ボクも同じ国で騎士になりたいんだ」

「ふむ、そうか……ならよい。ジュヴレーヌで立派な騎士になるのじゃぞ」

　エルが、小声でつぶやく。

「どのみち、余も時間がかかるでな。一番うるさかったヴァントはいなくなったが、余の結けつ婚こん相手に文句を言いそうな他の家臣どもを手なずけるには……」

「え？」

「いや、なんでもない、こっちのことじゃ」

　エルは笑ってごまかす。

「しばらく会えなくなるのは残念じゃが、またいつでもこの国に来るがよいぞ、シュン」

　シュンのことをうるんだ目で見上げるエル。シュンは、うん、とうなずいた。けど、なんとなく、エルがさみしそうな顔をしているのが気になった。

　こういうとき、どんな別れのアイサツをすればいいのか、シュンはよくわかっていなかった。エルはこんな外見でも皇帝だ。偉い人にする別れのアイサツ……

　シュンはその場にヒザをつき、やおらエルの細い右手をとって、その甲こうにそっと口づけをしてみた。

「必ずまた戻もどってきますよ、皇帝陛下」

　皇国へ来る前にラドワがリュリシアにやっていた行こう為いをマネしてみたのである。ちょっとキザかな、と思ったけど、それっぽい雰ふん囲い気きはあった気がする。

「……あれ、エル？　どうしたの？」

「…………」

　なぜだろう。エルが固まっている。顔がリンゴみたいに赤い。頭から湯気が出そうなくらい真っ赤になって、硬こう直ちよくしている。シュンは、なにか間ま違ちがえたかな、と不安になった。

「……シュン」

「なに？」

「……余は……一生右手を洗わぬかもしれん……」

「なんで!?　洗おうよ！　女の子は身だしなみに気をつけようよ！」

　そんなトンチンカンなやり取りをして、エルとは別れることになった。



「あぁ、行ってしもうたか……」

　シュンたちの乗った列車が遠ざかっていくのを、駅のホームでエルは見送りながらつぶやいた。

「……エル」

「ティンか」

　かたわらにやってきたティンを、エルは振ふり返った。

「そなたはよかったのか、シュンに別れのアイサツをせんで」

「ん」

　ティンはうなずいた。

「また会えるから、今日は別にいい」

　短く答えるティン。そなたは冷静じゃのぉ、とエルは感心した。やはりシュンとティンの間には、エルとの以上の絆きずながあるようだった。

　しかしそれを、くやしいとは思わない。少しだけうらやましいけど、別にいい。ティンはエルの大切な友人であり、妹のような存在だ。シュンだって、いつかは……

「シュン、余は今ならわかるのじゃ。なぜそなたが、そんなに弱く見えたのか……」

　エルには〈神判眼ジヨシユマ〉がある。それは、一目見ただけで騎士の実力を見み抜ぬく眼がん力りきだ。

　その能力があったからこそ、エルの先祖はシャンミュニ皇国の皇帝となり、歴代の剣聖たちを任命することができた。

　そのエルの目から見て、シュンはとても弱かった。それこそ、騎士として最弱なくらい。

　けれど……エルは、思い出した。



　エルの母親である前皇帝、エルと同じ〈神判眼ジヨシユマ〉を持つ母がまだ生きていた頃ころ、幼いエルに話してくれたことがある。

『エル。そなたには、余と同じ〈神判眼ジヨシユマ〉がある。きっとそなたが余の跡あと、次の皇帝を継つぐじゃろう』

　わかったとうなずくエルを、母はやさしく見守っていた。

『そなたにだけ教えてやろう、この〈神判眼ジヨシユマ〉の秘密を』

　そっと、母はエルに囁ささやいた。

『余たちの持つこの眼、〈神判眼ジヨシユマ〉はあらゆる騎士の実力を見抜くことができる眼じゃ。けどな、エル。この世にはただ一人だけ、〈神判眼ジヨシユマ〉でもその実力が見抜けぬものがおるのじゃ』

　それはだれ、と幼いエルはたずねた。

『それはのぅ、エル。そなたが心から好いた男おの子こじゃ。愛は眼を曇くもらせるという言葉もある。絶対の〈神判眼ジヨシユマ〉でも、愛する者の力だけは見えんのじゃ。余もな、そなたの父上の力だけはわからなんだ。じゃからこそ、一目でわかったのじゃ。あの男こそ、余の運命の相手なのじゃと』

　そうなんだ、とエルはうなずいた。

『エル、そなたも憶おぼえておくのじゃぞ。もしそなたの眼でも力のわからぬ騎士がおったなら……絶対にその男の子を逃のがさぬのじゃぞ。その男の子はきっと、そなたの運命の相手になるのじゃから』



　シュンが弱かったのではない。エルの眼でもシュンの実力は見抜けず、実力がないようにしか見えなかったという話だ。つまりはシュンこそが……

　エルは列車が消えていった線路の彼方かなたを見つめてつぶやいた。

「シュン、一時の別れじゃ。余は楽しみにしておるぞ。そなたと再会するときを。そしてそのときこそ、余はそなたに……」



（了）



    

  
    
      
　あとがき




　みなさんこんにちは、八やち街また歩あゆむです。一巻を買ってないかた、これは二巻です。ぜひ一巻も買ってください。一巻も二巻も買ってくれたかた、本当にありがとうございます。一巻も二巻も十冊以上買ってくれたかた、それは作者本人の可能性が大です。見かけても石を投げないでください、サインをねだってくれてもいいのよ？



　と、いうわけで二巻です。一巻の発売が先月なので連続刊行です。連続刊行なんて初体験なので、今回はその苦労を語りたいと思います。



　一巻を書き終えてまもなく二巻の執しつ筆ぴつに入った八街。が、そこで問題が。

八街「実は二巻のボリュームがけっこうすごいことに……」

編集「どれくらいですか？」

八街「とりあえず一巻より厚いです」

編集「一巻も削けずるのが大変でしたよね。とりあえず読ませてもらいますよ………うん、面おも白しろいですけど、ここは削ってください。あと、こっちは描写不足です」

八街「描写が足りないところを修正した場合、そこのページは増えるんですが……」

編集「ページのことは後で考えましょう。まずは修正してください」

　八街、修正。

編集「……だいぶよくなりましたね。けどページが問題ですね。ぼくが計算したところ、あと二十五ページほど削る必要があります」

八街「わかりました」

　苦労して、二十五ページ削る八街。

編集「八街さん……正直、よく削れましたね」

八街（あんたムリだと思ってたんかい！）

編集「お疲つかれ様でした。これでいきましょう」

　しばらくして。

編集「八街さん……あなたには二つの選せん択たく肢しがあります」

八街「どんな選択肢でしょう？」

編集「二巻の原げん稿こうですが……あともう四ページ削るか、あるいはあとがきを十七ページ書くか、その二択です」

八街「……わかってるよ、おいらにまかせな！　四ページ削りゃぁいいんだろ！」



　まぁ最後のカッコイイ八街の台詞せりふだけはウソですが。

　そんな苦労の末、この二巻は生まれました。読者の皆みな様さまに少しでも楽しんでいただければ幸いです。



　編集のＨ氏。あとがきでネタにしてすいません。ボツにしないでね。氏の力がなくてはこの本は完成しませんでした。いつもありがとうございます。

　イラストの珈こー琲ひー猫ねこ様、一巻に引き続きイラストありがとうございます。二巻登場の新キャラも美び麗れいな姿にしあげていただいて、ありがとうございます。このイラストを見ることで八街は原稿を書くモチベーションを維い持じしています。

　この本にかかわった全すべての皆様に最大限の感謝を。

　この話の続きが出るかどうかわかりませんが、続きが読みたい人はどうか一巻と二巻を一人十冊ずつ買ってください、ウソです、買わなくてもいいです、でも買ってくれたら作者は泣いて喜びます。

　それではまた、いつか、お会いしましょう。



    

  
    
      バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん２

泣なけない皇こう帝ていと剣けん聖せい少しよう女じよ

BOOK☆WALKER special edition



八街やちまた 歩あゆむ
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